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冷徹弁護士と恋に落ちて




「芽め衣い、瞳孔が開いてる」

　シーツの波間でじゃれ合い、至近距離で見つめ合う時、彼はいつもうれしそうにそう言った。好きなもの、興味のあるものを前にすると、人は自然と瞳孔を開いて対象物をもっとよく見ようとするのだと、私が彼に教えたからだ。

「至いたるさんだって、開いてます。私を見つめる時はいつも」

　私に覆いかぶさる彼の頬を両手で包み込み、したり顔で告げる。至さんはその整った目鼻立ちをくしゃっと崩して苦笑した。

「心理学のプロが恋人だと、隠し事ができないな」

「弁護士が恋人でも、隠し事はできません」

「それもそうだな」

　クスクス笑いながら、瞳孔の開いた瞳で見つめ合う。互いの熱を理解して唇を合わせ、舌を絡めてキスに酔いしれる。火照った素肌に彼の手が這い、中心を暴かれ、とろとろに蕩かされたところで、至さんと繋がった。

「芽衣……」

　甘く掠れた声で名前を呼ばれ、たまらない気持ちで彼の首にしがみつく。心理学の知識を駆使しなくたって疑いようのない、彼の大きな愛を一身に感じて。




　あの時の私は、彼とともにある未来を、はっきりと思い描くことができた。このまま彼と幸せになるんだと、信じて疑わなかった。

　けれど、彼には守らなくてはならない人がいた。私が存在すると、その人は心の平穏を保てない。

　別れるのは、仕方のないことだった。

　たとえ、至さんの子をこの身に宿していたとしても――。




＊　＊　＊




　至さんとの出会いは四年前。私、観み月づき芽衣が二十九歳を迎える年の春だった。

　三歳年下の妹は、片想いを成就させて職場結婚。地元の友人たちも次々と結婚・妊娠・出産を経験していき、焦っても仕方がないとはわかっていても、拭えない焦燥感に駆り立てられ、婚活パーティーに参加した時のことだ。

　三月下旬の、春らしいのどかな日曜日。時刻は午後六時頃だった。都内のラグジュアリーホテルのバンケットルームで行われたそのパーティーは、胸に番号札をつけたりプロフィールカードに記入したりという堅苦しいルールはなく、気になる相手に気軽に話しかけられる立食スタイルだった。

　私はセミロングの髪をハーフアップのアレンジにして、全体をコテでカール。服は春らしいコーラルピンクの膝丈ワンピースを選び、もともと大きな目を強調するように、メイクもいつもより華やかにしてきた。

　見た目だけは気合を入れてきたものの、やっぱりいきなり男性に話しかけるのは勇気がいる。食事をしながら周囲を窺いつつなかなかその一歩を踏み出せないでいたら、ひとりの男性が私のもとに近づいてきた。

「こんにちは。少し、お話よろしいですか？」

　身長は一七〇センチ程度、明るいゴールドアッシュの髪は短いツーブロック。にこやかな笑顔、整えられた口と顎の髭。一般の男性が着たらお笑い芸人のように見えてしまいそうな淡いピンク色のスーツを上手に着こなしている。

　その垢抜けた雰囲気に、ファッション業界の人だろうかと想像を巡らせつつ、私は「はい」と微笑んだ。

「僕は難なん波ばと申します」

「観月です」

　お互いに名刺を交換し、ジッと見つめる。彼の名刺にはお洒落な英字のロゴで【Beauty Company N】と書かれていて、その下に【代表取締役　難波狩かる】とあった。

「会社を経営されてるんですか？」

「ええ。小さいですが、代だい官かん山やまと表おもて参さん道どうに美容室を。観月さんもぜひご来店ください。僕の名前を出していただければサービスしますので」

「ありがとうございます」

　難波さんが優しそうだったので初対面の緊張も次第に解け、私も自分の職業について、彼に聞かれるまま話した。

「へえ、スクールカウンセラー。確かに、そんな雰囲気だ。穏やかで聞き上手な感じがする」

「それほどでもないですよ。相手は高校生なので繊細なところも多くて、うまく話を引き出してあげられないこともあります」

　私は臨床心理士の資格を持っており、それを生かして都内の私立高校『幾き望ぼう学園』のスクールカウンセラーをしている。

　スクールカウンセラーはたいてい非常勤でいくつかの学校をかけ持ちすることが多いが、私は常勤の正規職員。なんでも経営者の親族に心理学の専門家がいるそうで、幾望学園は生徒や保護者、職員全般のメンタルヘルスケアに注力している珍しい学校なのだ。

「心理学のプロなら、恋愛もお得意なんでしょう？」

　不意に、難波さんが探るような目つきになる。やわらかな物腰はそのまま、ほんのり雄を滲ませて距離を詰めてくる感じに、彼の方こそ手て練だれだろうと予想する。自分も出会いを求めているとはいえ、ちょっと苦手なタイプかもしれない。

「いえ、むしろ不得意でして……。だからこのパーティーに参加したのですが、やっぱりこういう場所で、そううまく理想の相手に出会えるわけもありませんよね」

　難波さんの目を直視しないようにして、苦笑しながら話す。あなたも理想の相手ではありませんよと、遠回しに伝えたつもりだ。

「どうして目を逸らすの？」

「えっ？」

「……怖いんでしょう、僕に溺れるのが」

　耳を疑うセリフに、思わず難波さんの顔を凝視する。女性を落とすくらい赤子の手をひねるより簡単な仕事だとでも言わんばかりの、余裕たっぷりな微笑み。

　確かに、怖い。もちろん彼に溺れることが、ではなく、その強烈なナルシストぶりがだ。

「あの、そろそろ別の方ともお話したいので、私はこれで――」

　早口でそう言って彼の前から去ろうとしたら、腕をぐっと掴まれた。

　ちょっと、こういうのはルール違反じゃないの？

　このパーティーを主催する会社のスタッフに助けを求めようと視線を送るが、こちらの不穏な様子に気付いてくれる人はいない。

　難波さんは腕を掴んだまま体を近づけ、生温かい息を交じらせて私の耳に囁く。

「ふたりで抜け出しませんか？　観月さんに、恋愛のカウンセリングをしてほしいんです。もちろん、相応の報酬はお支払いします」

　彼を突き動かしているものがなんなのかは、心理学に精通していなくたってわかるだろう。そう、答えは下心。この男、下心丸出しだ。

「も、申し訳ありませんが、職場では副業が禁止されていますので……！」

「そうやって断られると、ますます男の狩猟本能がかき立てられるのを知っててやってます？　なら、ご期待に応えますよ」

　どこまでも自分に都合のいい解釈をする難波さんは、ねっとりと絡みつくような声でそう言うと、私の腕を強引に引いて会場の出入り口を目指す。

「ちょっと、待ってください……！」

　抵抗しようにも、男性の力には敵わない。難波さんが出入り口の扉に手をかけ、そのまま会場から連れ出されそうになった瞬間だった。

「彼女、嫌がっていますよ」

　いつの間にかそばに立っていた男性が、冷静な声で咎めた。思わず男性の方を向き、清潔感のあるネイビーのスリーピーススーツから上へ視線を辿っていく。そして男性の顔を見た瞬間、ドキン、と胸が鳴った。

　無造作な動きを出した、黒髪のミディアムショート。左右に分けた前髪から覗く凛々しいストレートの眉、涼しげな奥二重の目、高い鼻梁に輪郭のはっきりした薄い唇。ここまで美しい男性を、私は未だかつて目にしたことがない。

「どなたか存じませんが、ご心配には及びません。女性は往々にして嫌がっている〝フリ〟をするものです。一種のプレイなんですよ、ねえ？　観月さん」

　難波さんがにこりと微笑んで私を見る。しかし目の奥は笑っておらず、私に〝そうだと言え〟と命令しているかのよう。

　この男、ナルシストな上にモラハラ気質もあるらしい。ついていったら一巻の終わりだ。

　だけど、反論して逆上されても困るし……。

「なるほど。しかし、それがあなたの思い込みだった場合も考え、助言させていただきます。嫌がる女性に無理やり手を出すのは、強制わいせつ。ちなみに、キスも含まれます。罪が成立すれば、六カ月以上十年以下の懲役刑が科されます。つまり、立派な犯罪です」

　美形の男性が淡々と説明する。どうやら法律に詳しいらしいが、いったい何者なんだろう。

「わ、わいせつだなんて人聞きの悪い……。ふたりきりでお酒を飲み直そうと思っただけですよ」

「それならいいのですが……参考までに言わせていただくと、相手を酒に酔わせて拒絶不能状態にした上でわいせつ行為に及んだ場合も、準強制わいせつ罪にあたる可能性があります。〝準〟とつきますが決して軽い罪というわけではなく、適用される法定刑は強制わいせつ罪と同じ。今後の人生を棒に振らないためにも、ぜひ覚えておいた方がいいですよ」

　男性の口調はやわらかいのに、難波さんはパッと私の手を離し、目を泳がせた。そのわかりやすい仕草は、行動心理学で言うところの〝なだめ行動〟。不安や不快をなだめたい時、人が無意識に取る行動だ。

　ということは、まさか私にお酒を飲ませてなにかするつもりだったの？

　今さらながら、背筋にぞくりと寒気が走った。

「な、何者なんだきみは」

「ああ、申し遅れました。私は弁護士の郡ぐん司じと申します。今日このパーティーに参加したのは完全にプライベートでしたが、目の前で犯罪行為が起こりかけているとなれば、黙っていられません」

　郡司さんは鋭い瞳で難波さんを射貫き、きっぱりと言い切る。その凛とした姿に、胸が大きく一度高鳴った。

　まさか、彼が弁護士だったとは……。だから法律に詳しかったんだ。モデルか俳優にでもなれそうな容姿でありながら、意外とお堅い職業なんだな。

「わ、わかった。彼女にはなにもしない。それでいいだろう？　じゃ、僕はこれで失礼させてもら――」

　難波さんがそそくさと会場を出ようとしたその瞬間、郡司さんは素早く彼の肩を掴んだ。

「待ってください。まだ、彼女に謝っていません」

　厳しい口調で告げ、郡司さんが私を振り返る。その真剣な目にドキッと胸が跳ねるが、彼のおかげでなにも被害はなかったのだから、恐縮してしまう。

「いえ、私は別に……」

「恐怖を与えられたのは事実でしょう。それとも、彼の言うように〝プレイの一環〟だったんですか？」

　さすがにその質問は心外で、勢いよく首を横に振る。すると、その様子を見ていた難波さんは気まずそうに私に向き直り、ペコッと頭を下げた。

「……すみません」

　小声だったので本当に反省したかどうかは不明だが、こんな場所で頭を下げさせられる決まり悪さもあるだろう。十分気が済んだ私は〝もういいです〟と告げる代わりに、郡司さんを見つめて一度頷いた。

「では、どうぞお帰りください」

「は、はい。どうも、失礼しました」

　難波さんは萎縮した様子でペコペコし、私たちの前から去る。私は肩の力を抜き、改めて郡司さんにお礼を言った。

「助けていただき、ありがとうございました」

　さっきの彼は、まるでヒーローのようだった。婚活パーティーにそこまで本気で期待していたわけじゃないのに、もしやこれは運命の出会いでは……？　なんて、胸が躍っている。

「隙を見せすぎだ」

「えっ？」

「俺が気付かなかったらどうするつもりだった？　性被害は体と心の両方に一生の傷を負うんだ。口先だけの謝罪や金なんかで解決するものじゃない」

　厳しい口調で言い募る郡司さんの瞳には、怒りの感情が滲んでいた。

　きっと、弁護士としてたくさんの被害者を見てきたのだろう。その言葉には性犯罪への憎しみが実感としてこもっていて、説得力がある。

　私はすぐに自分を顧みて反省した。嫌なら嫌と、難波さんがまだ紳士的な態度だった頃に言うべきだったのに。煮え切らない態度を取ったせいで、結果的に他人である郡司さんにまで迷惑をかけてしまった。

「すみませんでした。今後は、同じ目に遭わないように十分気を付けます。では……」

　これ以上郡司さんの前にはいづらくて、彼の目を見ないようにして会場の中心へ足を進める。その途中、前をよく見ていなかったせいで、見知らぬ男性参加者の背中に軽くぶつかってしまった。

「すみません」

「大丈夫ですよ。それより、まだお話ししていませんよね。よかったら――」

　振り返った男性が、好意的に微笑んだその時だった。

「まったく、きみには学習能力がないのか？」

　郡司さんの呆れた声が背後から聞こえたと同時に、ぐいっと手首を引かれた。

　えっ？　なんで？

　拘束された手首と郡司さんの顔を交互に見て、頭にたくさんの疑問符を浮かべる。

「きみは隙が多すぎる。また変なヤツに絡まれたくないなら、俺のそばにいろ」

　決して恋愛的な意味ではなく、単なるお説教だと思う。なのに、真剣な眼差しでそばにいろだなんて言われて、私の胸はきゅっと甘い痛みを覚える。

　ぶつかった男性は、私たちのやり取りに苦笑いを浮かべてさりげなく離れていった。

「で、ですが郡司さん、他の女性ともお話ししたいのでは……？」

　先ほど、婚活パーティーへの参加はプライベートだと言っていた。もし、真剣にお相手を探しに来ていたのなら、私のせいでその機会を潰してしまうのは忍びない。

「ざっと見たところ、そこまで惹かれる女性はいない。今日は出会いに期待しない捨て回にするから気にするな」

「そ、そうですか」

　捨て回って……なかなか胸にグサッとくることを言う人だ。私が彼のストライクゾーンからかけ離れているのは当然だとしても、パーティーの参加者は男女二十五名ずつで、話してみればいい人もいるかもしれないのに。

　まぁ、これほどのイケメンで弁護士という肩書きまであれば、相手に求める条件も厳しくなって当然か……。

　自分が完全に女性として意識されていないのは若干切ないし、郡司さんと行動をともにしていたら私自身も他の男性と話せない。

　なんのために婚活パーティーに来たんだろうと思わなくもないけれど、不思議と私は、郡司さんと離れたくなかった。




　それから郡司さんと純粋にビュッフェの料理を楽しみつつ、お互いについて色々な話をした。郡司さんは下の名前を至さんと言い、私よりふたつ年上の三十一歳。三み船ふねさんという弁護士が所長を務める『三船法律事務所』で働いているそう。

　三船さんは、過去に奥様がセクハラ被害を受けた経験から、セクハラやパワハラなどの労働相談を請け負うことが多く、性犯罪をとても憎んでいるらしい。郡司さんも少なからずその影響を受けているため、難波さんのように女性を軽んじる人間は許せないのだと言った。

「俺はその他に、学校関係の法律相談もよく受ける。いじめ、虐待、ママ友トラブル……どれを取っても、一番の被害者は子どもだ。彼らがＳＯＳを出しやすいように、事務所には未成年者向けに無料のホットラインも開設している」

　郡司さんの見た目や言動は子どもとは無縁に見えるので驚いた。

　しかし、彼の思いに共感する。

「いいですね。私も、生徒たちのどんなに小さい声でも拾いたいという思いで、カウンセリングの仕事をしています。彼らが抱える問題自体はすぐに解決しないかもしれないけれど、誰かに話すだけで救われることって、本当にあるんです。死にたいほど嫌なことがあっても、味方がひとりいるって思うだけで、生きる方に心を傾けられる。私がそんな希望になれたらなって……ちょっと、おこがましいかもしれないですけど」

　思いのほか熱く語ってしまい、照れ笑いをしてお酒のグラスに口をつけた。春限定という桜色のカクテルが、ほんのり頬を火照らせる。

　郡司さんはお酒に強いらしく、ギムレットの二杯目をもう飲み終わりそうだ。

「なるほど、たったひとりの味方か。きみが隙だらけなのは、職業柄もありそうだな。カウンセリングの基本は共感だと聞く。この人はきっと自分を否定しないというオーラが、きみからは常に出ているのかもしれない」

　そうだとしたら、うれしいな。気をよくした私はニンマリ笑う。

「それなら、隙だらけでもしょうがないですね」

「周囲に目を光らせるこっちの身にもなってくれ」

　郡司さんは苦笑し、グラスに残っていたギムレットをくいっと呷る。きっちりネクタイを締めているのに、骨ばった喉仏が上下する様が異様にセクシーで、目のやり場に困った。

「あ、美味しそうなアスパラベーコンがある。実はうちの実家、アスパラとニラを作ってる農家なんですよ。両親は駆け落ちの末、東とう京きょうから福ふく島しまに移り住んで脱サラしたんです」

　郡司さんの色気から気を逸らすように、料理に目を向けた。シンプルだが彩りのよいアスパラベーコンを皿に取り、味わいながら咀嚼する。

「なかなかドラマチックなご両親だな……。で？　肝心のアスパラの味はどうだ？」

「うーん、少し筋が気になりますね。実家のアスパラの方が美味しいです」

「さすが農家の娘。手厳しいな」

「郡司さんのご家族は？」

　話の流れで軽く聞いたら、郡司さんの瞳が微かに揺れ、すぐには返答がなかった。

　あれ？　なにか、まずいことを聞いた？

「うちの家族は……父と母は離婚していて、実家には母ひとりだ。あとは弟がいる」

　そうか、ご両親が離婚を……。立ち入ったことを聞いてしまって後悔する。

「お、弟さんとは今でもよく会いますか？　私も妹がいるんですが、つい最近まで同居していたくらい、姉妹仲がよくて」

「いや、最近は会っていないな。俺は嫌われているだろうし」

　よかれと思って聞いた弟さんの話も地雷だったらしい。ますます郡司さんが話しづらそうに表情を翳らせてしまった。

「申し訳ないです……。カウンセラーのくせに、初対面でデリケートな話題にずかずかと踏み込んで、不愉快なお気持ちにさせてしまって」

「そうだな。傷ついた」

「す、すみません……！」

　ズバッと肯定され、再度謝りながら深く頭を下げる。すると、郡司さんがくつくつと声を殺して笑っているのが、頭上から聞こえた。

「嘘だよ。でも、俺に家族の話をさせた責任を取ってもらおうか」

「責任？」

「母について、少し悩んでいることがある。相談に乗ってくれないか？」

　郡司さんの眼差しは、意外にも真剣だった。そんな目で見つめられると、心臓が勝手に早鐘を打つ。

「相談相手、私なんかでいいんですか？」

　私たちは今日が初対面。身内に関する悩みを打ち明けても構わないような親密な関係ではないと思うのだけれど。

「私なんかって、きみはその道のプロだろう？」

　郡司さんが片眉を上げて苦笑する。

　そういえば、私はカウンセラーだった。変にドキドキした自分を殴りたい。

「わ、わかりました」

「そうと決まれば場所を変えて飲み直そう。ここの主催者に伝えてくる」

　くるっと踵を返し、司会進行役のもとへ歩いていく郡司さん。そのスタイルのよさやスマートな身のこなしについ見惚れてしまうが、一方で自分を戒める。

　彼はカウンセラーとしての私に単純に相談に乗ってほしいのであって、もともと私は彼のストライクゾーンから外れている女だ。ドキドキするだけ無駄。惹かれたって傷つくだけ。

　何度も言い聞かせているうちに、彼が戻ってきた。

「説明が面倒だから、カップル誕生ということにしておいたけど、いいよな？」

　身を屈めた彼にコソッと耳打ちされ、心臓が飛び跳ねる。

「は、はい……」

「じゃ、とりあえず出ていくまで、それらしく腕を組んで」

　言われるがまま、郡司さんの腕に遠慮がちに自分の腕を絡めた。彼のスーツからほろ苦いライムのような香りがして、近すぎる距離に頬が熱くなる。

　やばい。さっきの戒め、全然効果がない……。

　否応なく甘い気持ちが胸に沁み出す私に対し、ちらりと見上げた先の郡司さんは、顔色ひとつ変わらない。

　きっと女性には慣れている人なのだ。深入りしてはいけない。

　効果の怪しい戒めをまたしても胸の内で呟きつつ、郡司さんと密着して会場を出た。




　彼が連れていってくれたのは、同じホテル内の最上階にあるジャズバーだった。店に足を踏み入れた瞬間、独特のリズムで心地よく音を奏でるピアノの生演奏が耳に飛び込んでくる。

　案内されたテーブル席はグランドピアノのそばで、女性ピアニストが煌めく都心の夜景をバックに演奏する姿が見えた。

　こんなに素敵なバーで、郡司さんのような極上のイケメンと一緒にいるなんて……夢か幻でも見ているみたい。

「きみはなにを飲む？　酒でもいいし、この店はうまいコーヒーも淹れてくれる」

「郡司さんはなにを飲まれるんですか？」

「俺はウイスキーをロックで」

　ジャズバーでウイスキー。大人っぽい彼に似合いの組み合わせだ。私も背伸びをして真似してみよう。

「じゃ、私も同じものを」

「やめておけ。きみはパーティーで出された弱いカクテルでも顔が赤くなっていた。ウイスキーが飲みたいなら、そうだな……ハーフロックで作ってもらうか」

　ハーフロック、とはロックスタイルの一種で、氷の他にウイスキーと同量の水を加え、マイルドにしたものらしい。それでも水割りよりは濃いので、ウイスキー本来の味わいも感じられる飲み方だそうだ。

　パーティーで顔が赤くなっていたのは、お酒の影響だけでなく郡司さんのせいでもある気がしたけれど、口には出さず、彼の勧めに素直に従った。

　運ばれてきたウイスキーで乾杯して間もなく、郡司さんが婚活パーティーに参加した理由を話しだす。

「自分自身、そこまで結婚願望があるわけではないんだが、結婚でもしない限り母が子離れしてくれないだろうと思って、重い腰を上げたんだ。母は俺に依存気味でね」

　郡司さんは軽く目を伏せ、困ったように笑った。

　確か彼の家庭はご両親が離婚しているという話だった。弟がいると聞いていたけれど、お母様が依存するのは長男である彼だけなのだろうか。いったいどんな家庭環境なんだろう。

「実家にいた頃も多少束縛はあったが、社会人になって家を出てからさらにひどくなった。一日一回は必ず電話をかけてくるし、アポなしで家を訪問されることもある。冷たくあしらえば、『私には至しかいないのよ』と泣かれる。困ったもんだろう？」

　三十代の息子に対する接し方としては、少々行きすぎに思える。お母様の精神状態は確かに芳しくないようだ。

「そうですね……。お母様、なにか気を紛らわせるような趣味やお仕事は？」

「昔は裁縫が好きだったな。小学生の頃は、学校で使う袋だのなんだの全部手作りしてくれていた。でも、俺が高校に上がってから父親の不倫が発覚して、さらに父は相手の女性を妊娠させていたんだ。母がおかしくなったのはそれからだ」

　郡司さんは片手に持ったウイスキーのグラスに過去を映しているかのように、虚ろな瞳で琥珀色の液体を見つめた。容姿やステータス、なにもかもを兼ね備えた男性に見えていた彼の儚い表情に、胸がギュッと締めつけられる。

「もしかして、弟さんというのは……」

「ああ、不倫相手の息子のこと。母は俺を連れて何度も『夫と別れてくれ』と不倫相手の家にまで直談判に行ったから、俺は弟の存在も、相手方の住所や連絡先も知っていた」

　親子で不倫相手の家に直談判……。想像するだけで、つらい状況だとわかる。お母様の心労も計り知れないが、同行した郡司さんも心に傷を負ったに決まっている。

「不倫相手の女性はお世辞にも子どもに愛情を注ぐタイプには見えず、弟がこの先苦労するのは想像に難くなかった。だから、目標だった弁護士になってすぐ弟に会いに行き、『なにか困ったら連絡してくれ』と名刺を渡したんだ。なんでもいいから、兄らしいことがしたくてな」

　郡司さん自身もつらい思いをしたというのに、ずっと弟の暮らしを気にかけ、助けになろうとするなんて……。

　そういえば、仕事でも子ども関連の依頼を受けることが多いと言っていた。郡司さんの内面は、私が思うよりずっと優しさに満ちているのかもしれない。

「だけど、実際に連絡が来ることはなく、弟とはそれっきりだ。当時、弟はまだ小学生だったからな。名刺なんてすぐに捨ててしまったかもしれない」

　父親の不倫の末にできた、母親が違う兄弟。彼が『俺は嫌われている』と言ったのも、お母様が郡司さんだけを溺愛するのにも納得だ。

「お母様、専門の医療機関を受診されたりしましたか？」

「していない。何度か勧めてみたが『私を入院させて厄介払いがしたいんでしょう！』と逆上するだけだ。そのやり取りにも疲れてしまって、最近は勧めること自体を辞めてしまった」

「そうだったんですね……」

　話を聞く限り、お母様は今すぐにでも支援が必要な状態だと思う。唯一の味方である郡司さんの助言すら受け入れられず、被害妄想まで現れている。初対面で出すぎたことかもしれないが、私は黙っていられなかった。

「病院以外でもカウンセリングを行っているところはありますから、まずは一度、郡司さんと一緒に相談されてはどうでしょうか。その際、お母様の治療が目的だとは告げず、郡司さんご自身が悩みを抱えていて、お母様に同行してほしい、という形にするんです。お母様は頼ってもらえて逆に嬉しいかもしれません。そして実際にカウンセリングを受ける際は、さりげなくお母様の話が聞けるよう、カウンセラーと前もって話し合っておく。そうすれば、スムーズにカウンセリングが進むと思うんですが……どうでしょう？」

　ひと息に話したはいいものの後半は自信がなくなり、最後は声が小さくなった。

　弁護士として忙しい郡司さんにとって、カウンセリングに同行するだけでも大変なことだろう。お母様の反応も私が勝手に予想しただけ。もしも拒否されたら、郡司さんはさらに心労を重ねてしまうことになる。

　ぐるぐる考えていると、郡司さんはグラスを置き、テーブルに肘をついて私をジッと見つめた。薄暗い照明の中でも彼の漆黒の双眸は美しく、吸い込まれそうな感覚に陥る。

「いい考えだ」

「えっ……？」

「ありがとう。今日会ったばかりの男の情けない相談に耳を傾けてくれるどころか、有用性のあるコンサルテーションまで。これは料金を払わなきゃいけないな」

　彼の目が優しく弧を描き、どきりと胸が跳ねる。思わずパッと目を逸らし、ウイスキーに口をつけアルコールで自分をごまかす。

「いえ、そんな。もともと私がご家族のことに首を突っ込んだから、その責任を取ったまでで」

「あんな冗談を真に受けていたのか。相談に乗ってくれというのはほとんど口実で、単に俺がきみとふたりで話したかっただけなのに」

　意味深なセリフと、甘い眼差し。やっぱり、郡司さんって女性慣れしている？

　彼にときめくなと何度自分に言い聞かせても、結局は彼の一挙一動に胸をかき乱されて仕方がない。

「それも冗談なんでしょう？　どうせ」

　苦し紛れにそう言って笑うと、郡司さんが突然テーブルの向こうから手を伸ばしてきて、指先でそっと私の頬に触れる。それから、意地悪く口角を上げた。

「冗談じゃなければいいって顔をしてる」

「か、からかわないでください……！　私に興味なんてないんでしょう？　今日のパーティーは『捨て回』だと言っていたじゃないですか」

　郡司さんはすぐに手を引っ込めたが、触れられた頬の火照りがおさまらない。心臓が、痛いくらいに暴れている。

「言ったな。でも気が変わった。婚活パーティーにはもう出ないし、きみにも参加しないでほしい」

　どうして、と心の中で問いかける。声に出していないのだから伝わるわけがないのに、郡司さんはそれに応えるように言った。

「話せば話すほど、きみを魅力的に思う自分がいる。俺と付き合ってくれないか？」

　予想外の展開すぎて、ぽかんとする。けれど、徐々にその意味を理解して、じわじわと胸が熱くなっていく。

　まさか、郡司さんの方から交際を申し込んでくるなんて。いったい、私のどこに魅力を感じてくれたんだろう。

　驚きと同時に、うれしさも隠しきれない。初対面だけれど、私も彼の仕事に対する考え方や家族思いの優しい一面に惹かれていた。

　……郡司さんを、もっと知りたい。

「はい。私でよければ」

　しっかり彼の目を見つめて返事をすると、郡司さんはホッとしたように息をついた。

「よかった。しかし本当にいいのか？　もれなく面倒な母親もついてくるというのに」

「そんな風に言わないでください。私も郡司さんと一緒に考えたいです。お母様のためになにができるのか。どうしてあげるのが一番いいのか」

「……ありがとう、芽衣」

　初めて名前で呼ばれた瞬間はくすぐったくて、それ以上に幸せだった。私も「これからよろしくお願いします、至さん」と返すと、至さんも嬉しそうに微笑む。

　めでたく恋人同士になった私たちは、帰る時間を引き延ばすように一杯のコーヒーをゆっくり飲んだ。すると、ジャズピアノの演奏も、窓から望む夜景も、来た時よりずっと素晴らしいもののように感じられ、そうだ、これが恋だったなと久しぶりに思い出す。

　誰かを好きになると、五感が研ぎ澄まされて世界がまるで別物のように鮮やかなものになる。心理学でも明確には説明できない、恋の不思議だ。

　至さんにも同じ世界が見えていればいいと願いながらコーヒーに口をつけると、その味もやはり彼のおかげで、特別な美味しさだった。










幸せの時間が終わる時




　至さんと交際を始めて数カ月が経った頃。すっかり恋人らしくなった私たちは、週末を彼の自宅で過ごすことが増えた。広くて快適な至さんのマンションに私がお邪魔して、手料理を振る舞ったり、ネット配信の映画を見たり。もちろん、ベッドをともにすることもあたり前のようになっていた。

　交際一カ月ほどで迎えた初めての夜、あまりに久々の行為に私はガチガチになって『ちょっと待ってください。あと三分』とか『やっぱり今日はやめましょう』とか往生際の悪いことばかり言って彼を困らせた。至さんが好きすぎて、嫌われたくないからこそ、素肌を晒して体を開く行為に臆病になってしまったのだ。

『じゃあ、服は脱がなくていい。このまま触るから、嫌だったら言うんだ』

　至さんはそう言って私に口づけし、一枚も私の服を脱がさないまま、マッサージするような優しいタッチで、私の体をほぐしていった。

　そのうち、服を着ているのがもどかしくなったのは私の方。ショーツが下着の意味をなさないほどの状態になってしまってから、脱がさないままの愛撫は彼の意地悪だと気が付いた。

『焦れていたんだろう。こんなにして』

　衣服もショーツも取り去られ、開いた脚の間に彼が顔を近づける。私は羞恥のあまり顔を両手で覆ったが、そのせいで次になにが起きるのか予測できず、体内に彼の舌が忍び込んできた瞬間、思わず腰を浮かせて喘いだ。

『あぁっ……』

『そうだ、芽衣。それでいい。もっと乱れた姿を見せろ』

　お願いだから、そこでしゃべらないで。私は体を捩らせながら、心の中で懇願した。

　至さんの吐息がかかるだけで、痺れるような刺激が全身を走る。理性がどこかへ行ってしまう……。

『入れるぞ、芽衣』

『はい……んっ』

　やがて、十分に解されたそこに、彼が入ってくる。痛いなんて感覚はまったくなく、奥まで彼を受け入れただけで果てる寸前だった。

『芽衣の中……すごいな。俺を離したくないって感じだ』

『や、言わないで……っ』

『この状態で今さら恥ずかしがるなよ。どこがいいのか、たくさん啼ないて教えてくれ。……ほら、ここは？』

　もったいつけるようにゆっくり、私のあらゆる場所を攻めては反応を見る至さん。彼ばかり余裕があって悔しいのと同時に、イケメン弁護士でモテる彼は、やはり経験人数が多いのだろうかと、こんな時に変な嫉妬をしてしまう。

『至さん、私のこと、好き……？』

　涙目で快楽に抗いながら、息も切れ切れに尋ねてみた。彼の気持ちを疑っているわけじゃない。ただ、安心したかった。

　すると至さんは愛おしげに目を細め、触れるだけのキスを唇に落として言った。

『好きだ。好きで好きで、言葉じゃ言い尽くせないから、こうして体でも伝えてる』

　切実な声に、真摯な瞳に、嘘はない。ちっぽけな嫉妬は消え去って、代わりに大きな喜びが私を包み込む。

『私もです……』

『ああ、わかってる。そろそろ激しくしてもいいか？　年上だからって余裕ぶってるのもなかなかつらいんだ』

　そうか、彼は余裕ぶっていたのか。意外な事実に私は目を丸くし、さらに彼が愛おしくなった。

『大丈夫です。至さんがすることなら、なんでも』

『……意識を失うことになっても？』

『えっ？』

　ぎょっとして見上げた先の彼は不敵に微笑んでいて、やっぱり彼の方が余裕たっぷりではないかと思いつつ、私はもう意味のある言葉を紡げなくなった。

　代わりに彼の思うがままに啼かされ、喉が擦り切れたように痛くなる。キスで注がれた彼の唾液を水分の代わりに飲み込むと、喉が潤うとともに至さんの甘い毒が全身に回っていく感覚がして、恍惚とした。




『掠れた声で喘ぐ芽衣の姿、たまらなかったよ』

　シャワーを浴びて眠る前、至さんは私に腕枕しながらクスクスと笑った。

『ちょっと、いちいち思い出さないでください』

『その上目遣いもいいな。芽衣はふたりきりの時の方が子どもっぽくてかわいい』

『もうっ……』

『俺にはいつでも遠慮なく甘えてほしいってことだ。……ついでに、俺も甘える』

　至さんはそう言って甘い微笑みを浮かべると、私の鼻の頭にチュッと音を立ててキスを落とす。その時、彼の瞳がいつも以上に黒々と美しく輝いていたのに気付き、私はこんな話をした。

『そういえば、知っていますか？　恋愛すると瞳孔が開くって話』

『瞳孔？　目の内側の黒い部分のことだよな』

『そうです。暗い場所で瞳孔が開くのはご存じだと思いますが、それ以外にも好きなもの、興味のあるものを見つめる時、人は自然と瞳孔が開くんです。今の至さんもそうだなって』

『……目は口ほどにものを言うというのは本当だな』

　ちょっぴり照れくさそうに笑った至さんは、私をギュッと腕の中に閉じ込め、まるで猫にそうするかのように、私の髪に鼻をこすりつける。先ほどの宣言通り、私に甘えているんだろうと感じてうれしくなる。

　やっぱり、誰しもたったひとりじゃ生きていけないもの。恋人という、すべてをさらけ出せる相手にだけは、弱音を吐いたり甘えたりしていい。そう思うだけで、心に安心が広がる。

　初めて会った時から思っていたけれど、至さんとは価値観や考え方が似ていて、一緒にいるのがとても心地いい。体を繋げた後でもその想いが揺らぐことはなく、むしろ絆はより強固なものになっていった。

　その後、お母様もひとりでカウンセリングを受けられるようになり、少しずつではあるが、心の落ち着きを取り戻しつつあった。至さんは、もう少しお母様の状態が安定したら、私のことを紹介したいとも言ってくれていた。




　私の妊娠が発覚したのは、そんな矢先。勤務先の学校の花壇にコスモスが咲き乱れ、日に日に涼しくなる風が秋らしさを感じさせる、十月のことだった。

　つわりの症状はなかったが、生理が一カ月以上遅れていたので気になり、自宅で妊娠検査薬を使ったら、陽性反応が出た。

　愛する至さんの子を身ごもりもちろんうれしかったが、不安もあった。仕事やお母様のことも含め、次のデートで至さんに相談しようと決心する。

　念のため産院でも検査をしてもらい、妊娠は確定。現在七週に入ったところで、心臓の動きも問題ない。予定日は来年の六月五日とのことだった。

　エコー検査で小さなその姿を目の当たりにすると、今まで感じたことのない愛おしさが湧いて、涙が出そうになった。至さんもきっと喜んでくれる。そう信じて、約束の日を迎えた。

　至さんの提案で、デート先は動物園。子どもの話をするのにうってつけだとワクワクしながら、早起きしてお弁当を作った。おかずは至さんがリクエストした唐揚げと卵焼き。それに、秋らしくサツマイモを甘く煮たものと、キノコの炊き込みご飯を詰めた。

　天気は気持ちのいい秋晴れ。待ち合わせ場所の駅の改札口には五分前に到着したのだが、至さんの方が早く来ていた。

　長身でイケメンの彼は、Ｔシャツにカーディガン、細身のジーンズ、スニーカーというカジュアルスタイルで柱に背を預けているだけで、周囲の注目を浴びている。

　そんな彼に声をかけるのが、美女でもなんでもない一般女性の私であることに未だに気後れのようなものを感じる。でも、私はれっきとした恋人だし、お腹には愛の結晶だって育っているのだ。自信を持ちなさい、芽衣。

「至さん！」

　お弁当の入ったトートバッグを揺らして彼に近づいていくと、至さんが優しく目を細めて笑った。お弁当のバッグをさりげなく私の手から取り、反対の手を私と繋ぐ。

「休みの日に早起きさせて悪いな」

「全然大丈夫です。でも、どうして動物園デートにしたんですか？」

「……人間の相手に疲れた」

　微かに笑って、至さんが言う。よく見ると、確かにその横顔には疲労が滲んでいる気がした。そんな時にデートに付き合わせてしまって、申し訳なくなる。

「ごめんなさい、お家で休んでいた方がよかったんじゃ……」

「ああ、ごめん。芽衣に言ってるわけじゃない。きみとの時間は俺の癒しだから、むしろなかったら困るよ」

　至さんはそう言って、私の頭のてっぺんに軽くキスを落とした。途端にぶわっと頬が熱くなり、彼を睨みつける。

「そんな顔をしても、頬が真っ赤だからかわいいだけだ」

「だから、そういうセリフも今は呑み込んどいてください……！」

　ますます照れて慌てる私をおもしろがって、至さんはケラケラと笑う。

　なんとなくはぐらかされてしまったが、『人間の相手に疲れた』というのはどういう意味だったんだろう。弁護士の仕事でなにかあったのかな……。

　私といるだけで癒しになるのなら、今日のデートでたくさん元気を回復してほしい。

　動物園に入ると、入園口のすぐそばに、パンダ舎があった。生後およそ半年の双子の赤ちゃんも公開されていて、小さな白黒のパンダが寄り添ってじゃれ合う姿は、なんとも愛くるしい。

「かわいい……ぬいぐるみみたい」

「ホントだな。写真を撮っておくか」

　至さんがスマホを出して、双子パンダと私を一緒に撮影してくれる。

「至さんも撮りますか？」

「いいよ。三十過ぎてる男とパンダのコラボなんて誰が見たいんだ」

「私が見たいんです。一枚だけでいいですから」

　両手を合わせてお願いすると、至さんは渋々撮影に応じてくれた。できあがった写真は、かわいいパンダと稀代のイケメンを同時に楽しめる、最高の一枚に仕上がっていた。

「これ、待ち受けにしようかな」

「正気か？　……じゃあ俺は寝起きのセクシー芽衣でも」

「えっ！　そんな写真、いつの間に!?」

　至さんがスマホの画面をスクロールさせて画像を探す仕草をしたので、私は思わず彼の手元を覗き込む。しかし、それらしい写真はどこにもなさそうだった。

「冗談だ。誰に見られるとも限らないスマホの中に、彼女の無防備な姿は残しておけない。拡散されたらおしまいだからな」

　至さんはそう言って、私にも画像の取り扱いには厳重に注意するよう言い聞かせた。職業柄、リベンジポルノ案件に代理人として対応することがあり、一度拡散された画像を削除するのにどれだけの労力と時間がかかるのか、身をもって知っているそうだ。

　至さんが時に厳しいことを言うのは、様々な犯罪被害者と向き合い、その痛みに寄り添ってきた証拠。私の仕事にも通ずる部分があり、彼と話しているといつも勉強になるし、尊敬の念を抱かずにはいられない。

　パンダ舎を離れた後、観客にサービスする気もなく寝そべったトラや、抱き合ってキスするプレーリードッグ、餌を要求して手を叩くニホンザルなどを見て笑い合っているうちに、お昼が近くなってきた。園内の池の周囲にあるテラス席へ移動し、木製の丸テーブルの上にお弁当を広げる。

「おお、うまそう」

「味見はしてきたので、まずいってことはないと思うんですが」

　そうは言いつつも、至さんの口に合うかどうかはわからない。家で振る舞う料理と違ってお弁当は冷めているし、気に入ってもらえなかったらどうしよう。

　至さんはさっそく箸を手にして、唐揚げを口に入れる。固唾を呑んでその様子を見守っていると、彼はチラッと私を見て「美味しい」と笑った。

　それからふたりで楽しいランチタイムを過ごし、弁当箱はあっという間に空になる。至さんは満足そうに息をついた後、周囲のテーブルにいた子連れの家族を見ながら言った。

「なんだか、芽衣と俺と俺たちの子どもとでこういう場所に来る未来が、自然に思い描けるような気がするな」

「そうですね」

　満腹なのもあり、幸せな気持ちに浸りながら返事をしたが、よく考えたら意味深な発言のように思えてドキッとした。至さんが、私と家族になる未来を思い描いている……。結婚を考えてくれていると受け取っていいの？

　だとしたら、今が妊娠を明かすチャンスではないだろうか。今彼が話してくれたような未来がすぐそこまで来ていると知ったら、きっと喜んでくれるはずだもの。

「至さん、実は大事な報告が――」

　私がそう切り出すのとほぼ同時に、テーブルの上に置いてあった彼のスマホの着信音が鳴った。画面を確認した彼は一瞬眉根を寄せた後、「ちょっとごめん」と電話に出る。

「もしもし」

　その声が私と話している時より冷たいトーンだったので、相手は誰なんだろうと勝手にハラハラする。単に仕事の電話なのかもしれないけれど……。

「だから、今日は彼女と出かけると言っただろう。……えっ？」

　お弁当箱を片付けていたら、至さんの視線がちらりと私をとらえる。それからスマホを耳から離し、小声で私に告げる。

「母が話したいと言っているんだが、嫌だったら断ってくれて構わない」

　どうやらお母様からの電話だったらしい。至さんから話は聞いていたものの、実際に言葉を交わすのは初めてだ。早くご挨拶をしなければと思っていたので、いい機会かもしれない。

「いえ、ぜひお話しさせてください」

「そうか？　もし変なことを言われたらすぐ俺に代わってくれ」

　至さんは心配そうにしながらもスマホを私に手渡す。

　緊張しながら「お電話代わりました」と告げると《まあ、あなたが至の？》と、優しげな女性の声が聞こえてきた。

「はじめまして。観月芽衣と申します」

《至の母です。お話しできてよかったわ》

　声の調子から、私の存在は疎まれていないようだと安堵する。未だ難しい顔で私の電話を見守る至さんにも、口パクで「大丈夫です」と伝えた。至さんはホッとしたように頷くと、「飲み物を買ってくる」と言って席を立つ。

《芽衣さん、お仕事はなにをされているの？》

「高校のスクールカウンセラーです」

《まあ、どちらの学校？》

　私が幾望学園の名を伝えると、お母様は《幾望学園ね……》と復唱する。

《お住まいはどちら？》

「渋しぶ谷やです」

《ご実家なのかしら？》

「いえ、ひとり暮らしで……」

　お母様からの質問攻めに、身上調査をされているような気分になるが、大事な息子の恋人だもの、あらゆる情報を知りたくて当然だ。

　結局住所や電話番号、出身大学なども聞かれるままに答え、ようやくお母様の質問が一旦落ち着く。売店の方に目を向けると、至さんが店員から飲み物を受け取る姿が見えた。足元ではしゃぐ小さな子どもを避けながら、ゆっくりこちらに歩いてくる。

《芽衣さん？》

「はい」

《至を私に返してちょうだい。あの子は、私を支えるために生まれた子なの》

　突然、動物園の平和な空気にそぐわないセリフがスマホから聞こえ、心が波立った。

「えっ……？」

　思わず聞き返し、至さんに向けていた視線をテーブルに戻す。

《おかしいと思ったのよ、やけに優しい調子でカウンセリングなんて勧めてくるんだもの。私のためを思っているんだって一応大人しく通ってみたけれど、あなたの職業を聞いて納得がいったわ。至に入れ知恵したのはあなたなんでしょう？》

　カウンセリングを勧めたのは確かに私なので、即座に返事ができなかった。

　それに、この様子ではお母様の状態はあまり改善していない。彼女の言い分を否定しようものなら、ますます意固地になるのが目に見えている。どうしようと思っている間に、お母様がさらにまくし立てる。

《夫に裏切られてからずっと、母ひとり、子ひとりで生きてきたの。これからもそうするつもりよ。だからお願い芽衣さん。あの子と別れて、至を母親思いの優しい息子に戻して》

　お母様にとっては、今自分が見ている世界が真実。誰になんと反論されようと、すぐにその状態を改善するのは難しい。……今は、受け入れるしかないようだ。

「……わかりました」

〝別れます〟と口にする勇気はなくて、ただそれだけ言った。お母様からの返答はなく、プツッと電話が切れる音がする。間もなく至さんが戻ってきて、飲み物のプラスチックカップをふたつテーブルに置いて席に着く。

「電話、大丈夫だったか？」

「……ええ。優しいお母様ですね。至さんを大切に思っているのがよくわかりました」

　なんとか言葉を探して、そう表現するのが精いっぱいだった。

「それにしたって過保護なんだよ。昨夜、母に今日の予定を聞かれてとっさにデートのことを話してしまったから、おそらく電話もわざとだと思う。本当に、不快になるようなことは言われてないか？」

　私は微笑みを作って頷いた。嘘をついたわけではない。不快というより悲しかったのだ。至さんを自分のもとに引き留めなければ心の安定が得られない、お母様の精神状態が。

「それならいいけど。そうだ、芽衣はどっちにする？　ホットコーヒーとメロンソーダ。一応、温かいのと冷たいのを選べるように買ってみたんだが」

「メロンソーダをもらっていいですか？　喉が乾いちゃって」

「どうぞ」

　本当は、とっさに〝カフェインを避けなくちゃ〟という意識が働いたのだが、至さんには告げられなかった。恋人の存在だけであんなにも心が揺らいでしまうお母様に、私の妊娠が知られたらどうなってしまうのか。考えただけで胸が潰れそうになる。

　それでも至さんにだけは相談するべきだとわかっているけれど、今日のところは言えそうにない。

「飲んだらまた少し歩こうか。普段運動不足だから、こういう場所を歩くのは気持ちがいい」

「そうですね。いいお天気だし」

　それから気を取り直したように、動物園の陽だまりを彼と手を繋いで散歩した。

　至さんとならたわいのない話をしながら歩いているだけでも幸せで、お母様のこともきっとなにか解決方法があるはずだと信じ、デートを楽しむことに集中する。

　途中でお土産ショップに寄り、私の独断で手のひらサイズのパンダのぬいぐるみをふたつ買って、片方を至さんに渡した。

　店を出て歩きながら、ぬいぐるみをしげしげと観察する至さんに言う。

「職場のデスクにでも飾ってくださったらうれしいなー、なんて」

「いや、デスクはちょっと……同僚の目もあるしな。引き出しの中でもいいか？　時々開けて眺めるから」

　男性としては、動物のぬいぐるみを見える場所に飾っておくなんて恥ずかしいのかもしれない。別に見せびらかしてほしいわけじゃないので、それで十分だ。

「構いません。職場に持っていってくれるだけでうれしいです」

「パンダを見たら芽衣に会いたくなって、仕事どころじゃなくなりそうだけどな」

「その時はパンダにキスでもして我慢してください」

　至さんは不満そうに顔をしかめ、試しに、といった感じで手にしているパンダのぬいぐるみの鼻先にキスをした。

　イケメンとパンダのキス……なんと萌える光景だろうか。

「ダメだ。こいつの唇、毛だらけ」

「あたり前じゃないですか、ぬいぐるみなんだから」

　クスクス笑っていたら、目の前に至さんの影がかかり、羽根のような軽いキスが落とされた。午後になって園内の人出は減ってきたものの、誰かに見られていたらと思うと平常心ではいられない。

「い、至さん……っ！」

「この後どうする？　どこかで夕飯を食べてからうちに来るか？」

　至さんは私の抗議なんて完全にスルーで、恋人繋ぎにした手をくいっと引っ張りながら、甘えた目をして言った。おそらく、今のキスでは物足りなかったのだろう。

　ついドキッとして誘いに乗りそうになるけれど、妊娠している体で応じていいのかどうか微妙だ。赤ちゃんにもしものことがあったら大変だし……。

「ごめんなさい。実は、明日までにまとめておきたい仕事の資料があって」

　そう口にしながら、嘘をついている罪悪感で、ズキッと胸が痛んだ。至さんは少し残念そうに「そうか」と笑って、また前を向く。

　動物園を出た後、近くのパーキングに止めていた至さんの車でドライブをし、立ち寄ったイタリアンレストランで早めの夕食を済ませると、家まで送ってもらった。

　アパートの前に着き、私は運転席の彼に改めて今日のお礼を言う。

「ありがとうございました。動物園なんて久しぶりで楽しかったです。至さんも少しは疲れが取れましたか？」

「ああ、芽衣のおかげだ。また連絡する」

「はい。じゃあまた」

　そう言ってシートベルトを外そうとしたら、至さんが突然運転席から身を乗り出し、強引にキスをした。強く押しつけられた唇は数秒で一度離されたけれど、もどかしそうな目をした至さんと視線が絡み、再び唇が重なる。

「ん、んっ……」

　今日は健全なデートだったから、色々と我慢していたのだろう。至さんは舌で唇をこじ開けると私の舌を捕まえ、絡みつくような濃密なキスを繰り返した。

　車内には淫らなキスの音と、互いの荒い呼吸が響く。私も彼と離れるのが切なくて、縋るように彼の服を掴みながら、求められるままにキスに応じる。

　こんなに大好きな至さんの子どもを授かったんだもの……絶対に産んで、ふたりで育てたい。至さんと、今以上の絆で結ばれた家族になりたい。

　熱いキスを交わしながらそんなことを思っていると、至さんがゆっくり唇を離し、吐息をこぼす。それから、ばつが悪そうに笑って言った。

「芽衣はこれから仕事をするっていうのに、貴重な時間を奪ってすまない。どうしても我慢できなかった」

「大丈夫です。……私も、うれしかったですし」

　素直な気持ちを伝えると、至さんの涼しげな目が優しく細められる。彼はそれから私の頭をポンポンと軽く叩いて、運転席に体を戻した。

「ありがとう。仕事、根を詰めすぎるなよ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　甘い声で挨拶を交わし合い、車を降りる。走り去る彼の車を見送ってからアパートの自分の部屋に入ると、デートの余韻でふわふわした熱も少しずつ落ち着いてきた。同時に、至さんのお母様に言われた言葉が脳裏に蘇る。

『至を私に返してちょうだい。あの子は、私を支えるために生まれた子なの』

　……真に受けてはダメ。お母様は、精神的に追い詰められているからあんなことを言うのだ。子どもは親の所有物ではない。至さんには、至さんの人生がある。

　ネガティブになりそうな思考を振り払うように首を左右に振り、私はリビングの本棚の前に移動した。心理学関係の書籍が並んだ中から『パーソナリティ障害の治療』という一冊を選ぶ。著者の鮎あゆ川かわ先生は精神科医で、私の大学時代の恩師でもある。

「あった。依存性パーソナリティ障害」

　目次から見つけたページを、素早くめくって開く。至さんから初めてお母様の話を聞いた時から気になっていたのだ。お母様の状態はこれに近いのではないかと。

　原因や症状、診断基準、治療……黙々と文章を読み進め、依存性パーソナリティ障害について説明されている部分をすべて読み終わる。私はパタンと本を閉じ、ため息をついた。

「治療は長期。しかも、患者本人の強い意志が必要か……」

　どう考えても、すぐにどうこうするのは難しい。精神疾患というのはそういうものだと頭で理解しても、心が追いつかない。赤ちゃんは、来年の六月に生まれてしまうのだ。

「どうしよう……」

　至さんを愛する気持ちは揺らがないけれど、お母様のことだけで大変な至さんに、私とお腹の子の人生まで背負わせていいのか、簡単には答えが出せない。

　私は不安から無意識にお腹に手をあて、まだ少しも膨らんでいないそこをさすった。




　次の週末は至さんが休日出勤のために会うことができず、妊娠の事実を告げられないまま一週間余りが過ぎた。幸いつわりの症状は現れていないので、平日はいつも通り学校で仕事をして帰宅する、平凡な毎日が続いていた。

　そんなある日、私は仕事帰りにアパートの郵便受けから郵便物を出し、部屋までの通路を歩きながらチェックしていた。その中に、一通だけ手書きで宛名の書かれた綺麗な封書があることに気が付く。

　なんだろうと思って封筒を裏返した途端、ドクンと胸が音を立てる。宛名と同じく美しい文字で書かれた差出人の名は【郡司秋あき枝え】だった。

　至さんのお母様だ。瞬時にそう理解した私は、自分の部屋に入るや否や、注意深く手紙を開封した。中から出てきたのはやわらかな和紙の便箋。三つ折りになっていたそれを開くと、隅にひまわりの柄が描かれていた。

　今は秋なのに……？

　少し違和感を覚えつつも、おそるおそる内容に目を走らせる。

【観月芽衣様

　秋たけなわの候、元気でお過ごしですか。きっとお元気でしょうね。至がそばにいるんですもの。そうそう、季節外れの便箋を選んだのには理由があるんです。ひまわりは、七月生まれの至の誕生花。家の庭にも毎年植えているんですよ】

　皮肉を交えた挨拶にどきりとして、便箋を持つ手が震える。

　彼の誕生花がひまわりであることは、私も知っている。なぜなら私も七月生まれで、お互いの誕生日のちょうど中間にあたる日に祝い合った際、彼がプレゼントと一緒に『誕生花だから』と、小さなひまわりの花束を添えてくれたからだ。

　幸せな記憶を回想し、ますます先を読むのが億劫になる。しかし、目を逸らすわけにもいかない。

【さて、先日電話でお約束したことは覚えておいででしょうか。至に聞いてみてもあなたと別れた様子がありません。まさか、電話で嘘をおっしゃったわけではありませんよね。私は気が長い方ではないので、この手紙があなたのもとに届いてから一週間なら待ちます。けれどそれ以上待たされるようなら、私も強硬手段に出なければなりません。まずは、あなたの職場に出向き、息子をたぶらかされたと先生方に触れ回ろうと思います。幾望学園というお名前の学校でしたよね。実は、もう下見をしてあるのですよ】

　下見……学校の場所を確認したというのだろうか。至さんを取り返すためならなりふり構わないという、お母様の強い執念を感じる。

【それでも別れないようなら、私はなにをしでかすか自分でもわかりません。子どものためなら鬼にでもなれるのが母親というものですから。自分の身を守りたいのであれば、一刻も早く至とは縁を切ることです。あなたが賢明な女性であることを信じております。

郡司秋枝】

　こんなのまるで脅迫状だ。ただし、得体のしれない犯罪者からではない。愛する人のお母様から、私に……。

　どこへもぶつけられない悲しみで込み上げた涙で視界がぼやけ、手紙の文字が霞む。

　このまま至さんと別れなければ、お母様はますます物騒なことを考えてしまう。そうなったら、お腹の子だって危険かもしれない。彼と別れるしかないの……？

　私は思わずスマホを取り出し、至さんの電話番号を画面に表示する。

　お腹の子は、私と彼の子だ。彼に相談しないまま結論を出すことはできない。

　まだ仕事中かもしれないが、勇気を出して彼にコールする。何度も呼び出し音が鳴り、やはり仕事中かとあきらめかけたその時、ようやく音が途切れた。

《もしもし、芽衣？》

　至さんの声を聞いただけで、張り詰めていた気持ちが緩む。ホッとするのと同時に再びじわっと涙が浮かび、なんとか涙声にならないように話しだす。

「ごめんなさい、突然。話したいことがあって」

《どうした、改まって》

　このまま電話で本題に入っていいものか迷う。妊娠の件はともかく、お母様の手紙の件は、実物を見せた方が危機感が伝わりやすいような気もするし……。

「今から、直接会えませんか？」

《今……ちょっと待ってくれ。上司に確認する》

　上司と一緒？ということは仕事中だ。私、至さんの都合も聞かずにいきなり会いたいだなんて言って、なんて非常識なんだろう。

「ごめんなさい、お仕事中ならまた後日でも……」

《いや、抜けようと思えば抜けられ――》

　至さんがそう言いかけた時、電話の向こうで突如《至くーん！　早く戻ってきて！》と女性の声がした。

　三船さんという男性上司については婚活パーティーの時に聞いたことがあったけれど、今の女性は誰なんだろう。事務所の同僚かな。

　と、そんなことはともかく、彼を解放してあげなくちゃ。

「至さん、戻ってください。私の話は今度で大丈夫なので」

《悪い。後で時間が取れそうな日、メッセージで送っておく》

「わかりました。あの、できれば今週中で……」

　そう言って電話を切ろうとしたら、スマホの向こうから騒がしい物音がして、またさっきの女性の声がした。

《至くん、ほら早く、美人を待たせないでよ！》

《自分で美人って言いますかね、普通……》

《照れない照れない。ねえ、綺麗なお姉さんともっと飲もうよ～》

《腕を絡めないでください。セクハラで訴えますよ》

　至さんは冷たくあしらっているが、女性の声は酒に酔っているかのように甘ったるい。しかも、親しげに彼に触れているようだ。この女性、本当に至さんの同僚なのだろうか。

《騒がしくてごめん。じゃあな、芽衣。おやすみ》

「は、はい。おやすみなさい……」

　電話の向こうの賑やかな空気に気後れしつつ、通話を終える。彼の声を聞いて不安は少し和らいだはずなのに、また別の刺々しい気持ちが心に生まれていた。

　おそらく、至さんが私の知らない女性と楽しそうにしていたからだ。

「いやいや、上司がいるって言ってたし、職場の飲み会でしょう」

　あえて明るく声に出し、自分に突っ込む。しかし、直後に虚しくなって、その場に膝を抱えて座り込んだ。

　そういえば、至さんの職場のことあまりよく知らないな……。セクハラやパワハラ、リベンジポルノの案件を担当すると言っていたから、勝手にお堅い法律事務所をイメージしていたけれど、飲み会の雰囲気から察するにそうでもないみたい。

　しかも、自己申告とはいえ同僚女性は美人らしい。至さんに限って間違いを起こすことはないだろうけれど、無性にモヤモヤする……。

　そこまで思ってから、らしくない嫉妬心を抱いている自分に気付いて、首を横に振った。

　きっと、心をすり減らす出来事が立て続けに起こりすぎて、疲れているんだ。しっかり食べて早めに眠ろう。もう、私ひとりの体じゃないんだから……。

　その日の夜遅く、二日後の仕事終わりなら会えると至さんからメッセージが入っていた。待ち合わせ場所に指定されたのは、彼の勤務する弁護士事務所と同じビルの一階に入っている喫茶店。約束の時間は午後七時だった。




「早く着きすぎちゃった……」

　意気込んで学校を早く出てきたせいか、ビルの前に到着して腕時計を見ると、まだ午後六時にもなっていなかった。とりあえず喫茶店に入り、窓際の席で温かいココアを飲みながら彼を待つ。

　至さんも、ここをよく利用するのかな。レトロで品のよい喫茶店の内装を眺めながら、ふとそんなことを思う。レンガ調の壁はブラウンで、ソファはどこか懐かしいえんじ色。壁一面の棚にはアーティスティックな表紙の洋書が飾られていて、眺めているだけでセンスが磨かれそう。

　仕事終わりのデートの時は、至さんとの待ち合わせにまたここを利用するのもいいかも。

　おしゃれな店内の雰囲気と甘いココアに癒されて、口元を小さく緩ませたその時。窓の外を至さんと長い髪の女性が並んで通り過ぎていくのが見え、私は思わずカップを置いた。

　一瞬だけ見えた女性の顔は甘めで愛らしい雰囲気。あんなに綺麗な同僚と一緒に働いているんだ……。もしかして、先日電話から聞こえた声も彼女のもの？

　心に不穏な影がかかるのを感じつつ、ふたりをジッと観察する。交差点で信号待ちをする彼らは、どうやら道路を挟んで向こう側のコンビニを目指しているようだ。仕事で必要なものを買うのかな。それか、飲み物かなにかの買い出し？

　ざわざわ騒ぎ出す胸を落ち着かせるように、ココアをひと口飲んで息をつく。けれど、まったく効果がない。ここでジッとしていたら、変な妄想で頭がいっぱいになってどうにかなりそう。

　私は急いで会計を済ませ、喫茶店を出た。至さんたちがコンビニに入店するのを交差点で確認した後、私もそれを追うようにコンビニに駆け込んだ。

　商品を見ているフリをしながらさりげなく彼らのいる棚の反対側に身を隠し、ふたりの会話に耳をそばだてる。

「至くん、新しいスイーツ出てる」

　その声はやはり、電話で聞いた女性のものだった。

「買いますか？」

「うん、ボスの分と三つね」

「俺はいりませんからふたつです」

　とはいえ、交わしているのは普通の会話である。至さんの声もそっけないので、ホッとする。やっぱり、彼女はただの同僚だ。

「至くん、しょっぱいお菓子とビールも」

「事務所で酒盛りする気ですか？　俺はこの後予定があるから付き合いませんからね」

　ふたりが店内を移動するのに合わせ、私もこそこそと立ち位置を変える。鉢合わせしても気まずいし、そろそろコンビニを出ようかな。そう思いながらも、至さんたちの様子をうかがうのをやめられずにいたその時。

「あと、コンドームも買っておこうかな？」

　女性が、あっけらかんとした調子でそう言った。この流れで、どうしてそんなものを？　どう考えても、弁護士の仕事に必要だとは思えない。

「蘭らんさん、大丈夫なんですか？」

「うん、多分。……至くんのおかげかも」

　女性の名前は蘭さんというらしい。至さんが初めて彼女を気遣うような声色になり、彼女の返答にも甘い感情が見え隠れしていた。

　どうして同僚を下の名前で呼ぶの？　大丈夫ってなにが？　至さんのおかげってどういうこと？

　ちりちりと胸が焦げつくような感覚に、キュッと唇を噛む。

「じゃ、買いましょう」

　至さんが迷いなく言って、棚から箱を取る音がした。間もなく、ふたりで仲睦まじく会計をして出ていく。

　すぐそばに私がいるとは夢にも思っていないだろう。そうでなければ、恋人以外の女性と一緒にコンドームを購入するなんて馬鹿なこと……頭のいい彼がするはずがないもの。

　私はくらっとめまいを覚え、その場にしゃがみ込んだ。

　至さんを信じたいのに、信じきれない。妊娠のこともお母様のことも、早く彼に相談しなきゃいけないのに……。

　頭痛をこらえるように額に手をあててため息をついた瞬間、バッグの中からスマホの振動音がした。なんとか立ち上がってスマホを取り出してみると、画面には知らない番号。

　嫌な予感しかしない。でも、ここで出なければ〝彼女〟はまたかけてくるだろう。

　……運命の神様はなんて意地悪なの。あんな風に私と至さんを出会わせておいて、最近はまるで私たちが結ばれるのを邪魔するかのようにつらい試練ばかり。

　なにもかも投げ出したくなりつつも、鳴り続けるスマホを手にコンビニの外に出る。私は感情を締め出し、一度深呼吸をしてから通話をタップした。

「はい、観月です」

《どうして電話がかかってきたのかわかっているわね？　芽衣さん》

　スマホから聞こえてきた声は、予想通り至さんのお母様のものだった。彼女の言う通り、用件にも見当がつく。私と至さんが未だに別れていないことに、文句を言いたいのだろう。

「ええ。……時間がかかってしまい申し訳ありません」

《まったく、どんな色仕掛けであの子に迫ったか知りませんけどね、図々しいのよあなた。さっさと至の前から消えなさい》

　非情な言葉の数々をナイフのように突き立てられ、目頭が熱くなった。

　お母様は心を病んでいる。これは病が言わせているだけ。

　必死で自分に言い聞かせても、つらさは消えてくれない。

　黙ってその痛みに耐えていたら、お母様がため息交じりに言う。

《もしかして、手切れ金にいくらか要求しようとしているのかしら？　いいわ、それで至が返してもらえるなら払いましょう》

「いえ、私、お金なんて……！」

《だったらすぐあの子と別れてちょうだい。あの子がいないと私は死んでしまう》

　死んでしまう――。そんな言葉を吐くほどに、お母様は追い詰められているのだ。

　彼女の切実な訴えに反論するエネルギーは、もうなかった。これ以上ひどい言葉を、お腹の子に聞かせるのも心苦しい。ママがおばあちゃんに嫌われていると、思ってほしくない。

　……至さん、ごめんなさい。

　私はちぎれそうな胸の痛みを無視して、自分の感情に蓋をした。

「わかりました。至さんとは別れて、今後一切、関わらないとお約束します」

《そう。その言葉を聞けて安心したわ。それじゃ、ごきげんよう》

　スマホを耳から離すと同時に、張り詰めていた感情の糸がプツッと途切れ、涙で目の前がなにも見えなくなった。

　至さんとは最初からうまくいかない運命だったのだ。もともと私は彼の好みじゃなかったんだもの。お母様の悩みを聞いてあげたことで絆されただけだ、きっと――。

『芽衣』

　なんとか自分を納得させようと理屈をこねるのに、頭に浮かぶのは、愛おしそうに私の名を呼んで微笑む彼の顔ばかり。

「至さん……」

　断ち切れない想いを抱えたまま、私はスマホの電源を切ってフラフラと帰路に就く。すれ違う人々に泣き顔をじろじろ見られたけれど、隠そうとも思わなかった。

　そして自宅アパートに戻ってくると、私は至さんに手紙を書いた。お母様の目に触れることがないよう、手紙のあて名は彼の自宅ではなく勤務先。妊娠のことには触れず、好きな人ができたので別れてほしいという内容にした。

　心を移した男性が実在の人物であると信じてもらうため、【相手は同僚の体育の先生】という巧妙な嘘まで付け足す。好きな人というのは嘘だが、職場に親しい男性の体育教師がいるのは本当なのだ。

　そして最後に、お母様の治療に役立てればと、私よりはるかに心理学に精通している恩師、鮎川先生の名と勤務先の病院を記した。結局私はなにもできなかったけれど、お母様にはきちんと治療を受けて心の健康を取り戻してほしい。それが、臨床心理士としての率直な思いだから。

【さようなら】

　最後に書いたその文字にぽたりと涙が落ちて、インクが滲む。慌てて上からティッシュを押しつけたけれどあまり変化はなく、書き直す気力もないのでそのまま封筒に入れた。

　封をした直後、封筒ごと手紙をびりびりに破いてしまいたい衝動に駆られたけれど、強く握りしめただけで思いとどまる。

　これは……必要な別れなの。私たちが幸せになるために、きっと。

　お母様が今度こそ心の平穏を取り戻したその時には、至さんも別の女性と心置きなく恋愛できるようになるだろう。職場に親しい女性もいるようだし、魅力的な彼なら相手はすぐに見つかるはずだ。

　なにもかもお互いの未来のため。そんな思いとは裏腹にあふれる涙は止まらない。

　こらえきれずに嗚咽を漏らしていると、インターホンが鳴った。直感で、至さんだと思った。しかし、今の私には居留守を使う以外、なすすべがない。

　何度かインターホンの音を無視していると、訪問者もあきらめたようで部屋はしんとなる。

　安堵と同時にどうしようもなく切なさがこみ上げ、私はひと晩中、至さんを思って泣き続けた。










大切な娘との生活




『芽衣』

　至さんが、両手を広げて私を呼ぶ。けれど、どんなに近づこうとしても彼に届かない。手を伸ばして触れようとしても、彼の姿は実体のない幻のようだった。

『至さん？』

　心細くて呼びかけると、彼は寂しげに微笑んで背中を向ける。

『待って、行かないで』

　私の叫びは、遠ざかる彼の後ろ姿に吸い込まれて消えていく。

　その場にくずおれてさめざめと泣きながらも、これが夢だと気付き始めていた。

　どうせ夢なら、幸せだった頃を追体験させてくれればいいのに。いや、どちらにしろ切ないだけか……。

　段々と眠りが浅くなってくる。そのうち、ふわりと鼻先を春の風がかすめてまぶたを開けた。網戸にしてある窓のカーテンが、そよそよと揺れている。ぼんやりしながら寝返りを打つと、娘の成な優ゆはまだ気持ちよさそうに眠っていた。

　至さんとの別れからもうすぐ三年半。あの時身ごもっていた成優を無事出産した後も、私は相変わらずひとりで育児をしている。

　成優の顔のパーツは私に似ている部分が多いが、ツンと尖った綺麗な鼻は至さん譲り。やわらかなほっぺは布団で潰れ、ちょっぴり不細工になった寝顔が愛くるしい。

「三時か……。成優が起きる前に自分の支度を済ませておこう」

　スマホで時間を確認して呟くと、私は畳の上から起きあがった。

　ここは、至さんと別れてすぐに引っ越してきた、古いアパート。

　小さなダイニングキッチンに和室のついた１ＤＫで、母子ふたりで暮らすのに不自由はない。成優の保育園や、職場である幾望学園からも徒歩圏内という便利な立地だ。

　今日は日曜で休みなので、午前中はゆっくり家事をしてから冷蔵庫にあるもので焼きそばを作った。

　成優は野菜が苦手なのだけれど、焼きそばに入れたモヤシは麺と見紛って食べてくれるので、今日も「しめしめ」とほくそ笑んだところである。

　後片付けの間にアニメのＤＶＤを見せていたら自然と眠り込んだ成優を布団に寝かせ、自分もその隣でひと休みしようと横になったら、即座に夢の中だった。

　それにしても、至さんの夢を見るのは久しぶりだった。彼は初対面からカッコよくて、私の心をあっという間にさらっていった。そして今も……私の心は彼に囚われたまま。

　洗面所で顔を洗いながらそんなことを思うと、鏡に映った自分の顔に悲壮感が漂っていた。今日はこれから予定があるのに、こんな顔じゃ外に出られない……。

　頭を冷やそうとバシャバシャと冷たい水で顔を洗い、浮かない気分が少しましになったところでメイクを始めた。

　今夜は妹・叶かな未みの家に招待されていて、成優と同い年の甥である瑛えい太たの三歳の誕生日を祝う約束なのだ。

「ママ」

　仕上げのリップを塗り終わったところで、目を覚ました成優が洗面所にやってきた。成優はくりっと丸い瞳で私の顔をジッと見つめて、遠慮がちに言う。

「なゆもおけしょうしたい」

「えっ？」

「かわいくなりたいの。……やまとくんにあうから」

　二歳十カ月という年齢にして、すでに乙女の顔をしてモジモジする成優。なるほどそういうことかと納得した私は、持っているリップの中で一番淡いピンク色を選び、ブラシを使って成優の小さな唇にのせてあげた。

「どう？」

「うん。かわいい。あと、ほっぺも」

「はいはい」

　リップとチークで満足した成優をよそ行きのワンピースに着替えさせ、自分も綺麗目なベージュのセットアップに身を包む。それからトイレを済ませ、プレゼントを持って家を出た。

　最寄駅から電車を乗り継ぎ、およそ二十分。しっかり成優の手を引いて、南みなみ青あお山やまの高級マンションを目指す。

　シングルマザーで慎ましい暮らしをしている私とは対照的に、妹の叶未は勤め先であるジュエリー企業の社長、久く宝ぼう大和やまとさんと結婚し、華々しい生活を送っている。

　叶未の片想いが実った時は姉としても本当にうれしかったし、いつまでも幸せであってほしいと思う。姉ばかかもしれないが、叶未は誰より心の優しい子なのだ。

「お姉ちゃん、成優、いらっしゃい。入って入って」

　マンションに到着すると、エプロン姿の叶未が玄関で私たちを出迎えてくれた。成優は「こんばんは」と挨拶した後、すぐに廊下の奥を気にしてソワソワしている。

「どうしたの？　成優」

　きょとんとする叶未に、私は苦笑して説明する。

「今日、ちょっとだけメイクしてきたから、早く大和さんに会って見せたいんだと思う。多分、彼が成優の初恋ね」

「ふふっ、そうだったんだ。成優、大和さんならあっちのお部屋にいるから、行っておいで」

　叶未が優しく促すと、成優は緊張の面持ちで廊下を進み、リビングダイニングに続くドアを開けた。

「あ、成優。久しぶり～」という大和さんの気さくな声の後、「もしかしてちょっとメイクしてる？　かわいい！」と、成優をさらっと褒めているのが聞こえた。

「さすが。相変わらずのイケメン対応ね、大和さん」

「だね。うちの瑛太は男の子だし、成優のことホントにかわいいんだと思う」

　姉妹でクスクス笑いながら廊下を進み、リビングダイニングに入る。室内にはバルーンやガーランドで誕生パーティー用の装飾が施され、テーブルの上には瑛太の大好物であるミートボールやポテト、ポテトサラダ、ナポリタン、フルーツポンチなど、叶未お手製のご馳走が並んでいる。

　ソファで子どもふたりの話し相手になっている大和さんは、今日もニコニコと優しげな表情。経済力があるのは言わずもがな、イケメンで長身、妻も子も溺愛する優しい彼は、絵に描いたような理想の旦那様だ。

　今日のように時々叶未の家にお邪魔すると、和やかな雰囲気の妹家族に癒されるとともに、ほんの少し胸がチクッとする。成優も、本当はこんな環境で育ててあげたかったなって。

　日々、できるだけ成優には不自由をさせないよう心がけているつもりだが、母親ひとりでできることには限界がある。私が家事をしていればその間成優はひとり遊びをしなければならないし、『ねえママ』と呼びかけられても、『ちょっと待っててね』と返すことが多い。

　最近では成優の方が空気を読んで、私が家事を終えたタイミングで話しかけてくることも増えた。成長の証といえばそうかもしれないが、聞き分けがよすぎるのも逆に心配だ。

「自分が成優と同じ年だった頃は、もうちょっとワガママだったと思うのよね……」

　叶未と一緒にテーブルの上のコップにジュースを注ぎながら、私は思わず不安をこぼした。臨床心理士のくせに、我が子のことになると冷静に分析ができないのだ。

　叶未は子どもたちの方に目を向けた後、うーんと首を傾げて話しだす。

「私もわりとワガママ言えない方だったけど、別に家庭環境のせいとかじゃなくて、ただそういう性格なんだよね。成優も単純に性格なんじゃないかな。だってお姉ちゃん、いつもちゃんと成優のことを考えてるじゃない」

「そりゃ自分の子のことだもの、当然よ」

「だったら必要以上に心配するより、お姉ちゃんがいつも笑っている方が成優にとっては安心だと思うな。子どもって私たちが思う以上に親の表情をよく見てるよ」

　いつの間にか随分と母親らしくなった叶未のおおらかな笑顔に、不安がゆっくりほどけていく。

　成優の聞き分けがいいのは、母親の私を笑顔にしようと、小さな胸の中で一生懸命考えているから。私も私なりに、成優が誰より大切であることを伝え続けていけば、それでいいのかもしれない。

「ありがとう。ママ歴は同じくらいなのに、叶未の方がすっかり先輩ね」

「ううん。実は今のって、大和さんに教えられたの。瑛太がもう少し小さい時、育児でいっぱいいっぱいになっていた私に気付いた彼が、ひとりで外出させてくれてね。とりあえずカフェでぼんやりしてたら、大和さんからメッセージが届いたの。『ゆっくり休んで、笑顔のママになって戻っておいで』って。それで気付いた。瑛太と接する時もずっと余裕のない表情だったから、瑛太を不安にさせていたんだなって」

　大和さん、なにからなにまで神対応すぎる……。

　私は感嘆の息をつき、幸せそうな叶未の姿にしみじみ〝よかったね〟と思う。

　その一方で、私には叶未にとっての大和さんのような相手はいないのだから、やっぱり自分がしっかりしなきゃと、気を引きしめた。




　誕生会は楽しく盛り上がり、二カ月後には成優の誕生日をみんなでお祝いする約束をし、叶未たちのマンションを後にした。

　電車を乗り継ぎ、成優と手を繋いでアパートに帰る道すがら、成優がちょっぴりしょんぼりした表情で言う。

「やまとくんって、もうかなみちゃんとけっこんしてるんだよね……」

　今さらそんな当然のことに気付いて、落ち込んでいるらしい。成優の気持ちを考えたら笑ってはいけないのだけれど、かわいらしい悩みにどうしても笑みがこぼれる。

「成優はこれから、もっとカッコいい人にたくさん出会うわよ」

「やまとくんよりもカッコいいひとなんて、このよにいる？」

〝この世〟だなんて言葉、いったいどこで覚えたんだか。

　娘の鋭い突っ込みにどぎまぎしながらも、私はごまかさずに自分の経験を伝える。

「ママはね、ひとりだけ会ったことある」

「えっ！　だれー？」

「成優のパパ」

　そう言って微笑むと、成優も誇らしげにニンマリした。繋いだ手をぶんぶんと振って、「そっかぁ」と夜空の星を仰ぐ。

　成優には、子どもにわかる程度にかみ砕いてではあるが、父親である至さんの人物像を伝えてある。弁護士という職業に就き、困っている人を助けてくれる、とてもカッコいい人であること。大好きだったけれど別れなければならない理由があって、結婚はできなかったこと。

「ママは、いまもパパがすき？」

「うん。大好きよ」

「パパもそうだといいね」

「……ん。そうね」

　少々返事が遅れてしまったのは、彼との別れが決して綺麗なものではなかったから。

　別れの手紙を送った後、身を隠すようにしてすぐに引っ越しをし、彼からの連絡はすべてブロック。彼がどんなに戸惑い傷ついたか想像を巡らさないよう、心を鬼にして時が過ぎるのを待った。

　それでも至さんから授かった命は絶対に守っていこうと決め、妹や職場の協力を得ながら、なんとかここまでやってきた。母子ふたりだけの生活には苦労もあるけれど、成優が元気で笑っていてくれれば、私は幸せだ。




　翌日、成優を保育園に預けてから職場である幾望学園の校門をくぐった。

　廊下で会った生徒たちから、「おはよー、観月センセ」「芽衣ちゃん、今日も美人～」などと、ちょっと舐められた挨拶を送られつつ、「おはよう」と笑顔を返す。

　私は教師ではないので、よほどでなければ生徒たちの態度を咎めたりはしない。それより、彼らの態度の裏に〝助けて〟のサインがないかと注意深く観察し、危険な兆候があれば、カウンセリング室に呼んで話をし、膿を出させる。

　とはいえ、いきなり私にすべてを話してくれというのも無理な話。生徒の話を深く聞くには、カウンセリング室外での信頼関係づくりも大切なので、普段の授業を見学したり、学校行事に参加したりもする。

　教員向けに研修や講演を行うこともありなかなか忙しい仕事ではあるが、カウンセリング後、幾分すっきりした顔をした生徒に「ありがとう。なんか楽になった」と言われるだけで、苦労が報われる。

　私に話すことで、心に抱える重い荷物がほんの少しでも軽くなればいい。そう思いながら、今日もカウンセリング室で仕事を開始した。




「芽衣ちゃん、俺、修学旅行行きたくねえ」

　休み時間中、ある男子生徒がカウンセリング室にやってきた。白い長机に突っ伏してぼやく長身で短髪の彼は、二年生の崎さき本もと塁るいくん。秋に予定されている修学旅行の班決めなどが、早くもクラスで始まっているらしい。

　崎本くんはカウンセリング室の常連で、担任教師からも『家庭が複雑なのでよく話を聞いてやってほしい』と頼まれている生徒だ。

　彼の家は母子家庭で、母親はネグレクト気味。離れて暮らす父親の経済的援助があるため学費などに困っている様子はないが、いつも誰かに構ってほしそうな言動をするので、愛情に飢えている様子が窺える。

「行きたくないって、どうして？　お母さんに反対されてるとか？」

「まさか。どうせ俺がいないのをいいことに男連れ込むんだ。逆にせいせいするんじゃねーの？」

　崎本くんはなんでもないように言うが、彼の心労を思うと胸が痛い。

　聞けば、彼の父親と母親は不倫関係にあり、父親は別に家庭があった。母親は、いつかは自分のところに来てくれると信じていたが、崎本くんの妊娠を知らせても父親の態度は変わらず、妻とも離婚しないと言う。

　それでも実際に子どもが生まれれば……。崎本くんの母親は最後の望みをかけたが、結局父親は振り向いてくれなかった。何度か壮絶な修羅場があったのち、父親が属していた家庭の方も崩壊したそうだ。

　母親は自や棄けになり、崎本くんの育児を放棄。心に空いた穴を埋めるように代わるがわる色々な男性と付き合うようになり、ますます崎本くんを邪魔者扱いするようになった。

　気の毒に思った母方の祖母が彼を育ててくれたらしいけれど、中学に上がる前に祖母は病で他界。崎本くんは同級生の誰より早く、大人にならなければならなかった。

「修学旅行に行きたくないのは、芽衣ちゃんが来ないから」

「えっ？」

　ふと、対面に座る彼から上目遣いでそんなことを言われ、ぽかんとする。確かに、私は修学旅行に行かない。学校行事にはできる限り参加するようにしているが、泊まりとなると成優の預け先がなく、欠席するしかないのだ。

「大人のくせに鈍いんだな。俺、別に不幸自慢したくていつもここに来てるわけじゃない。芽衣ちゃんに会いたいから……毎日顔が見たいから、来るんだ」

　堂々と言いながらも、十七歳の少年は耳まで真っ赤にしている。今までもなんとなく彼からの好意には気付いていたものの、こうして真正面から感情をぶつけられたのは初めて。

　傷つけたくはないが、望みを持たせるようなことも言えない。

「気持ちはうれしいけど、私みたいな子持ちのおばさん口説いてどうするの。若者は若者同士、青春しなさい」

「芽衣ちゃんはおばさんじゃねーし」

「ふふっ、ありがと」

「……全然本気にしてくんねーのな。もういい」

　がたっと席を立ち、崎本くんが乱暴にカウンセリング室の扉を開けて出ていく。

　彼が荒れる姿を見るのは久しぶり。傷つけないようにはぐらかしたつもりが、失敗だったかな……。私は額に手を当て、小さくため息をついた。




　夕方六時、まだまだ職員室に先生方の姿は多く見られるが、私は成優のお迎えのために大体この時間に上がらせてもらう。先生方に挨拶をして昇降口を出ると、学園の周囲をランニングしていた運動部の生徒の一団が戻ってきたところだった。

　先頭を走っていたジャージ姿の顧問が私の姿に気付き、ランニング帰りとは思えない軽やかな駆け足で近づいてくる。

「お疲れさまです、観月先生。これからお迎えですか？」

「ええ。草くさ野の先生もお疲れさまです。相変わらずすごい体力ですね」

「筋肉バカなんで、これしか取り柄がないんですよ」

「尊敬します。私、運動はからっきしなので」

　もともと糸のように細い目をさらに細めて笑う草野先生。彼は私と同い年の体育教師で、職場で最も親しい同僚。至さんに別れを告げる手紙に勝手に出演してもらったのも、なにを隠そう彼だ。

　至さんと別れた当時、落ち込み気味だった私に気付いて心配してくれた草野先生には、『ものすごくカッコいい弁護士先生に振られちゃって』と、あくまで軽くだが失恋の事実も伝えてある。

　筋肉バカだなんて自分を揶揄するけれど、絵に描いたような熱血教師で、生徒たちからの信頼も厚い。私も、明るい彼にはいつも元気をもらっている。

「鍛える気になったらいつでも僕に言ってください。じゃ、そろそろ部活に戻ります」

「ええ、頑張ってください」

　草野先生の分厚い背中を見送り、校門を出る。途端にカウンセラーから母親にスイッチが切り替わり、早く成優の顔が見たくて早足になった。

　保育園までの道には、距離は長いが明るい大通り、近道ではあるが街灯が少なく不気味な路地、というふたつのルートがある。

　冬みたいに真っ暗なわけではないから、今日は近道しよう。

　そう決めて路地に入り、まばらな街灯が照らす細い道を歩く。時々通るので慣れてはいるけれど、毎回肝を冷やす。あちこちの電柱に【チカン注意】なんて貼り紙があるのも恐怖心をあおる一因だ。

　……ん？

　ふと、背後に人の気配と足音を感じて立ち止まる。すると後ろの足音もほぼ同時に止まり、振り返ってみるものの、誰の姿もない。

　気のせい？　今日の服装はパンツスーツだし、襲われるような年齢でもないし……。

　自分を安心させるようにそう思いながらも、拭いきれない恐怖からつい駆け足になる。するとやはり後ろから追ってくる足音が聞こえて、いよいよ本気で怖くなった私は振り返らずに保育園までダッシュした。

「ママ、どうしたの？　あせかいてる」

　先生に連れられて園の玄関までやってきた成優が、きょとんとしながら指摘する。

「あ、はは……。遅れちゃうかなと思って、急いだんだ」

　適当な理由を説明しながらも、園の明るい照明と人の気配にホッとしていた。

　成優になにかあったら大変だ。帰りは大通りを通って帰ろう。




　幸い、大通りは帰宅途中の学生やサラリーマンの姿も多く、安心してアパートまで辿り着くことができた。帰宅してすぐ成優と一緒に手を洗い、保育園の荷物を片付けてからキッチンで夕食の支度に入る。

「今日はオムライスにしよっか」

「なゆ、たまごわるー！」

　小さな踏み台に上り、元気よく挙手した成優に卵とボウルを渡し、チキンライスに使う食材を冷蔵庫から取り出す。焼きそばのモヤシと同じく、チキンライスの中に入れた野菜なら成優は食べてくれるので、玉ねぎ、人参、ピーマン、椎茸、それから鶏のモモ肉を用意した。

　さっそくそれらを刻もうとしたら、ピンポーン、とインターホンが鳴る。

「ピンポンなったね。たくはいびん？」

「荷物が届く予定はなかったはずだけど……」

　濡れた手をタオルで拭い、台所の壁にあるモニターに近づく。そこに映っていた意外な人物に、私は目を丸くした。

「崎本くん？　……成優、ちょっと待っててね。包丁は触っちゃダメよ」

「はーい」

　成優はぴょんと踏み台から降りて、リビングでテレビを見始める。

　それにしても崎本くん、どうしてうちに？　ここは学校から近いから生徒の誰かが私の家だと知っていてもおかしくはないけれど、もしかして、学校では言えないような悩みが……？

　心配になりながら玄関まで急ぎ、ロックを解除してドアを開ける。

　モニターに映った通りの制服姿の崎本くんがそこにいて、私の顔を見るなり思いつめたような表情になり、ぺこっと頭を下げた。

「芽衣ちゃん、ごめん！　さっきは後つけたりして……」

「えっ？」

　一瞬なにを言われたかわからなかったが、もしかして、と思い当たる。

「もしかして、学校からずっと……？」

「うん。どうしても芽衣ちゃんと話したかったから、つい」

　崎本くんはばつが悪そうに頭をかくが、得体のしれない足音の犯人が顔見知りの生徒だったとわかり、胸を撫で下ろす。

「もう、てっきりチカンかと思ったわよ。それで、こんな時間にどうしたの？　学校では言えない悩み？」

「まぁ、ある意味そうかも。……改めて、芽衣ちゃんに告白しにきたんだ、俺」

　崎本くんの眼差しが真剣なものに変わり、私は半開きにしたままだった玄関のドアを、思わず後ろ手に閉めた。

　これは、成優に聞かせてはいけない話だ。やっぱり、学校ではぐらかしたのがよくなかったんだ。

　崎本くんは私との距離を一歩詰め、語りかけてくる。

「年の差とか、生徒とカウンセラーとか、邪魔なもんはいろいろあるけど、俺は芽衣ちゃんが好き。だから、芽衣ちゃんも俺を恋愛対象として見てほしい」

　高校生だって、本気で恋をする。崎本くんの目を見れば、その気持ちに疑いようはない。世間の物差しでその気持ちを抑えつけさせたり、物わかりのいい大人のフリで受け流したりしてもダメだ。

　私も正面からぶつからないと、彼だって納得するわけがないよね。

「ごめんなさい、崎本くん。私は、今でも別れた娘の父親を愛しているの。あなたが生徒だからとか関係なく、私は彼以外に恋はできない。それが正直な気持ちよ」

　決して綺麗な別れ方ではなかったけれど、私は至さんを嫌いになれなかった。

　あの頃のような熱情ではなくても、今でも彼との思い出は、私の心を優しく温めるし、切なく苦しめもする。私の心に、他の男性が入る余地は一切ないのだ。

　崎本くんはわずかに眉根を寄せ、悔しそうに視線を落とす。

「じゃあ、なんでその人と結婚しなかったの？」

「お互いの幸せを考えた結果……かな。すべての恋愛のゴールが、結婚ってわけじゃないの。私は娘をひとりで育てる選択をしたことに、後悔はない」

　あのまま至さんと一緒にいたら、彼のお母様の心を壊してしまいかねなかった。彼女には至さんが必要で、私の存在は邪魔だったのだ。成優の身の安全も考えたら、別れる選択しかなかった。

「芽衣ちゃんの気持ちはわかった。もう、こういうこと言って困らせるのはやめる。……けど、たまにカウンセリング室に行くのはいいよな？」

　頼りない目をして、崎本くんが問う。私への特別な感情とは別に、彼はやっぱり心のケアを必要としているのだ。

「もちろん。たまにじゃなくて、なにか吐き出したかったらすぐに来て」

「ありがとう。……じゃ、帰るわ」

「暗いから気を付けてね。広い道を通って帰りなさい」

　アパートの階段を下りていく崎本くんを見送り、室内に戻る。

　成優に「ごめんね！　オムライスすぐ作るから」と謝って、それからはいつも通り、家事と育児に追われる忙しない日常だった。

　しかし、崎本くんに『今でも別れた娘の父親を愛している』なんて宣言をしたせいか、ベッドに入って眠る直前になって、頭の中に至さんと過ごした記憶が浮かんでは消える。

　無理やりに成優の隣で目を閉じると、胸の奥に負った当時の傷が、鈍く疼いた。










思わぬ形での再会




　崎本くんから告白された翌週の月曜日。私は昼休みの職員室で、手作りのお弁当を広げていた。

　朝、余裕がない時はコンビニで買ったり、先生方何人かと一緒に店屋物を取ったりするけれど、できれば節約したいので基本はお弁当。

　今日はわかめご飯、ひじきと豆腐のハンバーグ、タコさんウインナー、ちくわにチーズを詰めたもの、茹でたトウモロコシ、デザートにイチゴを入れてきた。

「お、今日は一段と美味しそうですね」

　たまたまそばを通りかかった草野先生が私の手元を覗き、お弁当を褒めてくれる。

「娘の保育園、いつもは給食なんですけど、月一でお弁当の日があるんです。今日がその日なので、色々リクエストされちゃって。そのおかげで自分のお弁当も充実してるんです」

「忙しいのにお疲れさまです。娘さんも今頃喜んでますね」

「だといいんですけど」

　草野先生と穏やかに会話していたその時、突然職員室の扉が勢いよく開いた。そこにいたのは教頭先生で、恰幅のよい体を上下させながらゼイゼイ息をしている。

「どうしたんでしょう、あんなに慌てて」

「さぁ……」

　首を傾げた草野先生同様、その場にいた職員一同が、呆気に取られて教頭を見つめる。すると、ようやく呼吸が整った教頭は、なぜか私をまっすぐに見つめて言った。

「観月先生！　至急、学園長室へ来てください！」

「えっ？　……はい」

　学園長が私を呼んでいる……？

　慌てて箸を置き、お弁当を片付ける。

「観月先生、心あたりは？」

「ありません、まったく」

　草野先生に聞かれて、即座に否定した。学園長からじきじきに呼び出されるなんて、初めての経験だ。

　慌てふためいた教頭の様子から察するに、いいことで呼ばれたわけではなさそうだけれど……。

　学園長室は最上階の三階、校門や校庭を一度に見下ろせる見晴らしのいい場所にあるので、とりあえず教頭についていき、階段を上る。

　学園長は五十代の男性で、いつもニコニコしている人格者である。私が成優をひとりで産み育てることを相談した時も、迷惑な顔ひとつせず『元気な子を産んで、また戻ってきてください』と応援してくれた。

　とはいえ、校長職も兼務する学園長は、学内の最高権力者。万が一怒られるような話だったらどうしようと、胃がキリキリと痛んだ。

「学園長、観月先生を連れてまいりました」

　部屋の前で、教頭がノックとともに呼びかける。すぐに「どうぞ」と返事があり、私は教頭に促されて中に入った。学園長は正面の大きなデスクに座り、いつもの穏やかな笑みを湛えている。

「お呼びでしょうか……」

　おそるおそる口にして足を進める途中、学園長のデスクの前に立つ男子生徒が目に入った。見慣れたその姿はカウンセリング室の常連、崎本くんだった。

「崎本くん？」

　どうして彼までここに？

　私の呼びかけに反応して振り向いた彼は、悔しそうに唇を噛んですぐに目を逸らす。

　怪訝に思いつつ崎本くんの隣に並ぶと、学園長がゆっくり口を開いた。

「食事中にお呼び立てしてすみませんね。少々、気になる噂を耳にしたものですから」

「噂……ですか？」

「ええ。ここにいる崎本くんと、観月先生。おふたりが、不純異性交遊しているのではないかというような」

「ふ、不純異性交遊？」

　思いもよらない疑惑に、思わず素っ頓狂な声が出てしまった。

　どうしてそんな、身に覚えのない噂が？

　呆然としていると、背後にいた教頭がそっと私の手元にスマホを差し出す。

「生徒たちの間で、このような画像が出回っているらしくて……ここ、観月先生のご自宅ですよね？」

　受け取ったスマホの画面を凝視する。暗くて荒い画像だが、私が自宅の玄関を開けて崎本くんに応対する様子だとはわかった。

　これ、先週彼がうちに来た時の……。

「ここは確かに私の家です。彼が訪ねてきたのも事実です。でも、家の中までは入っていませんし、断じて不純異性交遊なんかではありません。彼は真剣な悩みを相談しにきただけで……！」

「その、悩みというのは？」

　学園長に訴えている途中で教頭が口を挟み、私は口ごもった。

　濡れ衣を晴らそうにも、崎本くんの気持ちをこんな取り調べのような場で踏みにじることはできない。彼に告白されただなんて正直に告げたら、さらに誤解を招く可能性もある。

「言えません。カウンセラーには守秘義務がありますので」

　そう答えると、教頭が盛大なため息をつく。

「観月先生……自分の仕事に誇りを持ってらっしゃるのはわかりますけど、なにがあったか話してくれないんじゃ私たちもかばいきれません。生徒たちの噂にはどんどん尾ひれがついていて、彼がカウンセリング室に足繋く通うのも、あなたといかがわしいことをするのが目的じゃないかと言われてるんですよ？」

「そんな……」

　中途半端な写真を撮られてしまったことで、余計に生徒たちの興味に火をつけてしまったのだろうか。どうしよう。私のせいで崎本くんの将来に傷がついたら――。

「俺が悪いんです！」

　その時、崎本くんが初めて沈黙を破った。彼は体の脇でギュッと拳を握り、泣き出しそうな声音で話しだす。

「全部俺が悪いんです……俺が、芽衣ちゃんのこと、好きになっちゃったから」

「め、芽衣ちゃん!?」

　教頭が即座に疑いの目で私を見た。この流れではそうなるのも仕方がないだろう。崎本くんの想いは本物だから、私から否定することもできない。

　室内が異様な空気に包まれる中、学園長はただまっすぐ、崎本くんを見つめている。

「写真を撮られた日、ストーカーみたいに芽衣ちゃんの後をつけて自宅を突き止めました。その行動は、本当に反省してます。何度もカウンセリング室に通っていたことにも、下心がなかったと言えば嘘になる。でも、完全に俺の片想いなんです。芽衣ちゃんはいつも俺に一線を引いて接していたし、告白も断られました。だから、不純異性交遊なんてしてません」

「崎本くん……」

　彼なりに、私の立場を守ろうとしてくれているのだろう。それでも、彼の想いをこんな形で暴露させてしまったことに申し訳なさを覚える。

「ど、どうしましょう、学園長」

　崎本くんの告白を受け、ますます慌てふためいた教頭が、学園長の判断を仰ぐ。学園長は黙ったまま眉間にしわを寄せ、腕組みをして考え込んだ。

　まさか、こんなことになるなんて……。私のしてきたことは間違っていたのだろうか。子どもたちの役に立ちたいと思ってきたのに、もしこの学園を去るようなことになったら……。

「とりあえず、両名とも現時点から自宅謹慎にします。謹慎期間やその後の処分は追って連絡します。おふたりとも、いいですね？」

　自宅謹慎……。いきなり懲戒解雇、なんてことも一瞬覚悟したのでそれよりはよかったが、首の皮一枚で繋がっているだけだ。

「……はい」

　返事をしたのは私だけ。崎本くんの心境を思うとやりきれないけれど、これ以上彼と個人的に話すことはできない。学園長室を出た私たちはひと言も言葉を交わさず、彼は教室へ、私は職員室へと、それぞれが戻るべき場所に戻った。




「えっ、自宅謹慎!?　観月先生はなにも悪いことをしていないのに、ですか!?」

　職員室に戻り、その場にいた先生方に経緯を説明すると、草野先生が気色ばんで処分に不服を訴えた。

「疑われるような写真を撮られてしまったのは事実ですし……きっと、保護者を納得させるためにもなにかしらの処分は必要だったのだと思います。ご迷惑をおかけして、申し訳ありません」

　草野先生だけでなく、周囲の先生方にも頭を下げる。皆、気の毒そうにしながらも処分は仕方がないというような反応で、昼休みの終わりが近づくにつれ、私の周りから散っていった。最後に残った草野先生は、未だ納得していない様子で言い放つ。

「僕からも、学園長に進言してみます。観月先生は生徒に手を出したりするような人じゃない。いつだって生徒の気持ちを第一にしている、立派なカウンセラーだと」

「ありがとうございます。でも、お気持ちだけで十分です」

　善意で言ってくれている彼には申し訳ないが、そんな主観的な意見では学園長を納得させるのは無理だろう。悔しいけれど、処分は受け入れるしかない。

　私は荷物をまとめ、学校を出る。こんな時間に職場を放り出されて、どこへ行けばいいのだろう。……そうだ、保育園。自宅謹慎の間は、家庭保育ということになるのだろうか。

　自宅謹慎の理由が理由なだけに、保育園に事情を説明するのも気が重い。このまま学校に復帰できなかったら、成優は退園になるのだろうか。いや、次の仕事を探すのが先……？

　ぐちゃぐちゃな頭の中を整理しながら、保育園までの道をとぼとぼ歩く。園の建物が見えてくると同時に園庭からにぎやかな声がして、なにげなく覗いたら、遊んでいたのは偶然成優のクラスだった。

「あっ！　ママだ！」

　砂場にいた成優が私の姿に気付き、道路に面した柵まで近づいてくる。成優に軽く手を振っていると担任の先生もすぐに気が付いて、不思議そうな顔で歩み寄ってきた。

「こんにちは～、観月さん。成優ちゃん、今日は早いお迎えでしたっけ？」

「いえ、ちょっと職場でイレギュラーな事態が発生しまして……。今、園長先生とお話ってできますでしょうか？」

「ええ、大丈夫だと思います。中にどうぞ」

　園の玄関に回ると、先ほどの先生から事情を聞いたらしい園長が出迎えてくれた。

「こんにちは、成優ちゃんのお母さん。お仕事でなにかトラブルですって？」

　六十代の園長は、真っ赤なフレームの眼鏡とおかっぱ頭がトレードマーク。子どもたちだけでなく保護者にもいつも優しい言葉をかけてくれる、菩薩のような人だ。

「そうなんです。お忙しいところすみません」

「いいのよ。さ、園長室へどうぞ」

　園長室に通され、部屋の中央の応接セットで園長と向き合うと、私はありのままの事実を伝えた。現在、勤務先の学校で男子生徒と噂になっていること。自宅謹慎の処分を言い渡されたこと。もし噂が大ごとになったら、保育園にも迷惑をかけてしまうかもしれないこと……。

「でも、噂は噂で事実ではないのよね？」

「はい。誓って、そのような事実はありません」

　せめて、園長だけにでも信じてほしくて、前のめりに返事をする。園長はまったく疑う様子もなく、ニコッと微笑んで頷いた。

「だったら、とりあえずうちの園からなにも言うことはありません。謹慎の間は成優ちゃんとゆっくり過ごされるのもいいですし、ご用事がある日やお母さんがお休みされたい日は預けてくださっても構いません。クラスのお友達も、成優ちゃんと遊びたいでしょうし」

「園長先生……ありがとうございます」

　寛大な対応がありがたくて、深々と頭を下げる。

「いいえ。いつものお母さんを見ていれば、成優ちゃんをどれだけ大切に思っているかがわかります。その愛情をしっかり受け止めて、成優ちゃんはとてもまっすぐに育っていますから、どうかこれからも自信を持って育児されてくださいね」

「はい……！」

　まさか、普段の育児について励ましてもらえるとは思っていなかったので、返事をしたのと同時に瞳がうるっとした。母親業というのはとても大変で細やかな気配りが必要なものなのに、こうして褒めてもらえることはほとんどない。私には一緒に子育てするパートナーもいないのでなおさら、労いの言葉をありがたく感じた。

　園長先生との話が済み、今日のところは成優を早退させてもらうことにした。

　いつもより早いお迎えが成優はうれしいようで、私と繋いだ手を激しく前後に振りながら、おしゃべりが止まらない。

「なゆ、おべんとうぜんぶたべたよ！　ももぐみでいちばんはやかったの！」

「すごいじゃない。なにが一番美味しかった？」

「うーんとね、ぜんぶ！」

「ホント？　ママうれしい。頑張って作ってよかった～」

　無邪気な成優と話しているだけで、心が癒される。子どものパワーというのは本当にすごい。自宅謹慎中も、できるだけ成優と過ごしていたいな。

「ねえ成優、明日からママ、しばらくお休みなの。だからいっぱい遊ぼう」

「えっ？　やったー！」

　なにも知らないとはいえ、自宅謹慎は成優にとってはうれしい出来事のようだ。私もうじうじしていないで、大人しく学校の判断を待とう。もし職を失っても、今まで通り成優とふたりで頑張るだけだ。




　翌日はあえていつもより寝坊をして、朝食は成優と一緒に、ホットプレートでふわふわのパンケーキを作った。冷凍のミックスベリーとホイップを飾って、見た目も味わいもリッチなカフェ風だ。

「ん～、おくちのなかでとける～」

「あはは、成優、いい顔。ＣＭに出られそうよ」

　食事中だが、私はスマホを出して成優の写真を撮る。いつも平日は忙しさに追われているので、こうした日常の写真を撮る余裕がないのだ。

　成優、いつの間にか本当に大きくなったなぁ……。今までに撮った写真と比較しつつ、しみじみと感慨に浸る。

「ねえママ、たべおわったらこうえんいく」

「うん、いいわよ」

　朝食の片づけを済ませ、出かける準備をする。学校から連絡があるかもしれないのでスマホを忘れずに持ち、近所の児童公園に行くことにした。

　到着するとすぐ、成優は滑り台の方へ走った。もう少し小さな頃は階段を上る足取りも危なっかしかったものの、今はあっという間に駆け上がってしまう。滑り降りるともう飽きたようで、次はジャングルジムに登る。

「気を付けてよー」

「うん！」

　落ちたら怖いのですぐ下で見守っていたけれど、成優は軽々と上の方まで登り、頂上からの景色をしばらく眺めた後、またひょいひょいと下りてくる。

　そうしてひと通りの遊具で遊び終わると、成優はなぜか不満そうな顔で私のもとに戻ってきた。

「どうしたの？　もっと遊んでいいよ」

「……つまんない。おともだちいないし」

　成優の発言に、ハッとして辺りを見回した。公園には何組か子連れのママがいるが、ベビーカーや抱っこ紐の赤ちゃん、歩いていても成優よりは小さい子を連れた人ばかりだ。

　平日だから、成優と同じくらいの子は、保育園や幼稚園のプレ教室に通っている子が多いのかもしれない。

「じゃ、お昼ご飯の買い物して帰ろうか」

「みんなはきゅうしょくかなぁ……」

　手を繋いで公園を出ても、成優の表情は冴えない。私はいったん立ち止まり、成優の顔を覗く。

「保育園、行きたい？」

「うん……」

　小さなうちから保育園に通っている影響もあるのだろう。母親とふたりで公園に来るより、友達と遊ぶ方が楽しくなったようだ。

　寂しいけれど、健全に成長している証拠だ。

「じゃ、今日は保育園の給食と同じお昼ご飯にしようか」

「する！　あのねえ、きょうはおやこどんだよ！」

　ようやく成優の表情が明るくなり、ホッとした。

　スーパーで鶏肉と卵、玉ねぎを買ってアパートに戻ると、私たちの部屋の前の通路にスーツ姿の男性が立ち、スマホを弄っていた。なんだろう。保険？　幼児向けの塾の営業？　あいにく、うちにはそんな余裕ありませんけど……。

　訝しく思いながらも家に帰らないわけにはいかないので、成優の手を引いて通路を進む。

　すると、私たちの足音に気付いた男性が、こちらを振り向く。

「えっ……」

　思わず、驚愕の声が漏れた。

　仕立てのよいスリーピーススーツ、あの頃より少し伸びた髪、涼しげな瞳に、成優とそっくりの尖った鼻。

　至さん……？

　絶句して立ち尽くす私のもとに、彼はゆっくり歩み寄ってくる。思わず成優の前にサッと立ち小さな姿を背中に隠すが、彼が一歩一歩近づいてくるたび、耳の奥で鼓動がドクドクと脈打つ。

「久しぶりだな」

　そう言って微かに笑った彼があまりに昔のままで、否応なく胸が熱くなった。

　……本当に、至さんだ。なんで？　どうしてここにいるの？

　夢の中なら素直に手を伸ばせたのに、現実の彼を目の前にして軽くパニックになる。

　三年以上の空白があっても、彼の存在はやはり私にとって特別なものなのだ。

「あの……ご、ご用件は」

「弟に頼まれて、弁護士としてきみの抱える問題を解決しにきた。弟のことはよく知っているだろう？　崎本塁だ」

「崎本くんが至さんの？」

　思いがけない偶然に、思わず目を見開いた。

　そういえば、ふたりとも家庭環境が複雑だ。至さんは父親が不倫したせいで家庭が壊れ、崎本くんの母親は不倫相手に振り向いてもらえずネグレクトに……。

　その兄弟が至さんと崎本くんで、崎本くんが至さんに助けを求めたということ？　たしか、至さんが昔彼に名刺を渡したって――。

「でも、助けるって具体的にどうやって……」

「俺がきみの代理人となり、学校側と交渉する。不祥事は事実でないと認めさせ、きみと塁が安心して学校に戻れるようにするつもりだ」

　願ってもない申し出にただただ驚き、目を瞬かせる。

「費用なら心配しなくていい。弟のためでもあるから、無償で動くつもりだ」

　正直費用のことまで頭が回っていなかったが、至さんは安心させるような笑みを浮かべてそう言った。

　確かに、弁護士の至さんならそういった交渉事は得意分野だろう。しかも無償だなんて、私にとってはかなり好条件。成優のためにも、仕事を失うのは困る。

　……彼の親切に甘えていいのだろうか。

　迷いながら見つめた至さんの瞳は、ひたすら真摯な色をしている。

「ねえ、ママ」

　考え込んでいると、不意に成優が私の服を引っ張った。

　いけない、成優が一緒にいたんだった。この状況、どう説明したらいいのだろう。

「あのね、成優、この人は――」

「はじめてあえた！　やまとくんよりカッコいいひと！」

　気付けば、成優の目が乙女モードになっていた。熱視線を向けられた至さんはきょとんと成優を見下ろしている。なんだかややこしいことになりそうだ。

「……娘？」

「え、ええ」

　まさか自分の子だとは気付かないだろうが、年齢を聞かれたらまずい。

　私は至さんが成優について深く考える前にと、とりあえず玄関のドアを開けて彼を中に招く。

「あの、中で詳しいお話を」

「ママ、このひともいっしょにおやこどんたべる？」

　成優の無邪気な言葉にぎょっとして、私は激しく否定する。

「食べません！　あのね成優、ママはお兄さんと話をするから、終わるまでお昼はちょっと待ってくれる？」

「えーっ、なゆ、おなかぺこぺこだよ」

「俺なら待ってるから、先に食べさせてあげて。昼どきに訪ねたこっちが悪いんだ」

　不満そうな成優の言葉を受け、至さんが気を使ってそう言ってくれる。しかし、仕事中の彼を待たせて先に自分たちの食事の用意をするなんて、逆にやりにくい。

　そういえば、至さんは昼食を食べたのだろうか。

「あの、お昼は済ませました？」

「いや、まだだけど」

　至さんが短く答えると、成優が期待のこもった眼差しで私を見る。これは、成優の願いを聞き入れるのが一番無難な折衷案かもしれない。

　至さんと成優と私とで親子丼を食べるなんて、なんたる皮肉……と思わなくもないけれど、彼に無駄な時間を過ごさせてしまうよりはいい。

「じゃあ、ご一緒にどうぞ。お口に合うかわかりませんが」

　遠慮がちにそう言うと、成優が「やったー！」と無邪気に喜んで、室内に上がっていく。

　私も靴を脱いでいたら、背後でぼそりと至さんが呟く。

「きみの料理の味なら口に合うと知ってる。まさか、こんな形でまた口にする日が来るとは思わなかったが」

　振り向いた先の至さんは小さく笑っていたけれど、きっと、不本意なのだろう。弟のためとはいえ、一方的に別れを告げた私とまた関わらなくてはならないことが。

　私は彼の呟きを無視して、すっかりテンションの上がっている成優を洗面所に促し、手を洗わせる。

　今日のところは、ご飯を食べて学校でのことを話せば至さんは帰るだろう。しかし、彼は弁護士として、私と崎本くんの問題を解決しようとしてくれている。それはとてもありがたいが、問題が解決するまでの間、彼と関わりを持たなければならないということだ。

　成優が彼の子であることだけは、なんとしても隠し通さなくちゃ……。

　成優と一緒に居間兼寝室である和室に入ると、至さんが棚に飾ってある成優の写真をジッと眺めていた。赤ちゃんの頃の写真だ。一瞬ドキッとしたが、撮影日は印字されていなかったはずだと思い直し、動揺を収める。

「ねえママ、おにいさんとあそんでもいーい？」

「成優、ダメよ。お兄さんはお仕事で来てるの」

「俺は構わないけど」

「でも……」

　正直なところ、あまり成優と親しくならないでほしい。接する時間が長くなればなるほど、なにか勘付かれてしまいそうで……。

「成優ちゃん、なにして遊びたい？」

　難色を示す私を無視して、至さんは成優の目線にしゃがむ。成優はうれしそうに頬を赤くして、即答する。

「おままごと！　なゆがママで、おにいさんがパパね」

「了解」

　成優はおもちゃ箱を引っ張り出してきて、テーブルの上にままごと道具を並べていく。至さんはその傍らに胡坐をかいて、成優の様子をニコニコと見つめる。

　なんだか、彼と動物園に行った日のことを思い出す。周囲の親子連れを眺めながら、私たちもきっと将来ああなるんだって、吞気に夢見ていたっけ。

　なのに今は、成優も至さんもお互い親子と知らないで遊んでいるなんて……。

　不意に呼び覚まされた切ない思いを振り切るように、私はふたりに背を向ける。

　とにかく親子丼を作らなきゃ。彼にはさっさと目的を済ませてもらい、帰ってもらうのが一番だ。

「成優、そろそろおもちゃ片付けて」

　手早く作った親子丼と、大人には作り置きの春雨サラダを添えてダイニングテーブルに並べてから、私はリビングで遊んでいるふたりに声をかけた。至さんがおもちゃを箱に入れようとすると、成優がその手をギュッと掴んで「ダメ！」と声をあげる。

「まだ、あそんでるとちゅうだもん！」

「成優、ワガママ言わないの。ご飯できたから食べよう？」

「やーだー！」

　成優は至さんの手を掴んだまま、今にも泣きだしそうに目を赤くしている。

　……珍しい。成優がこんなに自己主張をするなんて。と、驚いている場合ではない。このイヤイヤモード、どう攻略するか……。

「成優ちゃん、お兄さんお腹がぺこぺこなんだ。ママが作ってくれたご飯、隣同士の椅子に座って、お話ししながら食べようよ。そしたら楽しいんじゃないかな？」

　至さんがそう言って、成優のふくれっ面を覗き込む。成優はちらりと至さんを見ると、無言でこくりと頷き、彼の手をようやく解放した。

「じゃ、どっちが早くお片付けできるか競争だ」

「うん！　なゆ、おかたづけじょうずだよ！」

　すっかり機嫌を直して片付けを始めた、成優の笑顔にホッとする。同時に、子ども心を掴むのがうまい至さんに感心した。

　もしかして、彼にも子どもがいたりするのだろうか。あれからもう三年以上経つんだもの、別の女性と新たに家庭を築いていてもおかしくない。お母様の状態も改善したのかな……。

「わーい、おやこどん！」

　物思いにふけっているうちに、片付けを終えた成優が至さんの手を引いてダイニングテーブルに着く。食器の配置が私と成優を隣同士にしたままだったので、成優の分を至さんの隣に移動させ、三人で食卓を囲んだ。

「温かいうちにどうぞ」

　私が声をかけると、至さんと成優は顔を見合わせ、揃って「いただきます」と言った。あまり接近させたくないと思っていたけれど、すっかり仲良しになってしまった。

　成優がうれしそうだから、今日だけは目をつぶるか……。

「美味しい。成優ちゃんのママ、お料理上手だね」

「そうだよ。おべんとうもいつもおいしいの」

「へえ、いいなぁ」

「それに、やさしいし、かわいいし。なゆ、ママみたいなママになりたいんだ」

　成優は自慢げに言って、えへへ、と満面の笑みを浮かべる。成優がそんな風に思ってくれていると聞くのは初めてで、胸がじんわり温かくなる。

「きっとなれるよ」

　至さんが、そう言って成優の頭を撫でる。その光景にますます胸が熱くなるが、成優と至さんが親子だと知っているのは私だけ。

　複雑な心境を悟られぬよう、顔を隠すようにして親子丼をかき込む。

「おにいさんは、けっこんしてる？」

　成優の無邪気な質問に、私は思わずゲホッと噎むせた。

　至さんがちらりとこちらを見た気がしたが、素知らぬ顔で水を飲む。

「してない。結婚したかった人はいたけど、振られちゃったんだ」

　結婚……してないんだ。振られたって、最近の話かな。

「そうなんだ～。ざんねん」

「……うん。でも、俺が悪かったんだ。彼女の優しさに甘えすぎてた」

　成優に、というより、自分に言い聞かせるような調子で、至さんが呟いた。

　誰も私のことだとは言っていないのに、過去の傷が勝手にチクッと痛む。

　もしかしたらあの時、別れる以外の選択肢があったのだろうか。なんて、今思ったところでやり直せるはずなんてないのに。

　私は早々と背後のキッチンに食器を下げ、テーブルの方を向かないまま告げる。

「成優が食べ終わったら、本題に入りましょうか。成優、ママ、お兄さんとお仕事の話をするから、食べたら向こうでＤＶＤ見ててくれる？」

「うん、わかった」

　なんとなく、シリアスな空気を感じ取ったらしい成優は、神妙に頷いた。それから急いで親子丼の残りを食べ、大人しく和室に移動する。

　成優に空気を読ませるのは酷だといつも思っているはずなのに、またやってしまった……。後でいっぱい話を聞いてあげないと。

「ご馳走さま。うまかった」

　ご飯をひと粒も残さず親子丼を綺麗に平らげた至さんが、同じく空にしたサラダの器と丼を重ね、手に持って立ち上がる。

「あっ、いいです、お客様なのに」

　慌ててその手から食器を奪った瞬間、至さんの手に触れる。

　ドキッとして手元が狂い、私の手から食器が滑り落ちた。ガシャン、と派手な音を立てて割れた食器が、床一面に散らばる。

「ご、ごめんなさい……すぐ片付けますから」

「直接触れるな。怪我をする」

　しゃがみ込んで破片に手を伸ばした瞬間、同じ目線に屈んだ至さんに手首を掴まれた。急な接近に心臓が飛び跳ね、彼を直視できない。割れた食器に視線を落とし、耳の奥でドクドク鳴る自分の心音を聞く。至さんもなにも言わず、私の手首を握りしめたまま。

　触れている部分から、私の激しい鼓動が彼に伝わってしまわないか不安になる。

「ママー、いまのおと、なーに？」

　その時、不意に和室の方から駆け寄ってくる成優の足音と声がして、至さんがパッと手を離す。私は金縛りが解けたように立ち上がり、成優に向かって返事をする。

「ごめんね、ママお皿割っちゃった。危ないから成優はこっちに来ちゃダメよ」

「はーい」

　こちらの状況に納得すると、成優はまたＤＶＤ鑑賞に戻る。私は自分を落ち着かせるように息を吐き、所在なげに立つ至さんに「掃除機持ってきますね」と告げて廊下に出た。

　彼の目が届かなくなると、私は思わず掴まれていた手首を撫でた。

　これだけ長い間会っていなかったのに、彼に触れられたあの一瞬で、あの頃の空気が、過去の熱が、蘇りそうになった。

「至さんは仕事で来たんだってば……」

　自分を窘めるように呟き、収納を開けて掃除機を出す。そうして割れた食器を片付け、ようやく彼と話ができる状況が整った。

　テーブルを挟んで至さんと向き合い、私は崎本くんと噂になった経緯について、順を追って説明していった。

「なるほど。証拠はその写真だけ、ということか」

　至さんはテーブルに小型のノートパソコンを出し、私の発言をメモしている。

「ええ。やはり、私と崎本くんにとっては不利でしょうか」

「いや、ラブホテルから出てきた瞬間の写真でも撮られたなら言い逃れできないが、自宅の玄関先で話しているだけだ。不純異性交遊の証拠としては弱い。ただ……」

　至さんの分析にホッとしたのもつかの間、彼がキーボードを打つ手を止めて言いよどんだので、急に不安になる。

「ただ、なんです？」

「午前中、一度学校に電話して向こうの状況を聞いたんだ。そうしたら、保護者の代表であるＰＴＡ会長が今回の件に強い嫌悪感を示しているらしい。事実がどうであろうと、問題の原因となったカウンセラーを辞めさせろと」

「ＰＴＡ会長……」

　私の脳裏に、ある女子生徒の顔が浮かんだ。少し前、ＰＴＡ会長である母親との関係に悩んでいると、カウンセリング室に相談に来たのだ。

『モンスターペアレントってやつだよね、うちのお母さん』

　女子生徒は無理に笑って、そう言っていた。彼女の家庭は裕福で、幾望学園に多額の寄付をしているせいもあるのか、母親は学園の教育方針にもよく口を出している。女子生徒にはそれがとても傲慢なように思えて、恥ずかしいのだそうだ。

「手ごわそうな相手なのか？」

「……ええ、多分」

「そうか。それならこちらも武器を用意しておかないとな。しかし、相手がＰＴＡ会長だろうとなんだろうと、理不尽な要求に応じる必要はない。きみも堂々としていろ」

　至さんが、鋭い眼差しで私を射る。その毅然とした態度は、初対面の婚活パーティーで私を助けてくれた時と似ていた。

　恋人としてプライベートを過ごす時の彼はとことん甘いのに、弁護士のスイッチが入ると、理知的で凛々しく、時に冷酷にもなる。

　彼のそんなギャップを今さら思い出し、勝手に心臓が早鐘を打つ。

「話の筋は大体わかった。あとはこっちで追加の調査をしてみるから、少し待っていてくれ」

「すみません、ご迷惑おかけして」

「いや、迷惑だなんて思ってない」

　至さんは、パタンとノートパソコンを閉じると正面から私を見た。弁護士スイッチを切ったのか、優しい眼差しだ。

「きみのことがずっと心に引っかかっていたが、幸せそうな姿が見られてホッとした」

「……仕事は若干ピンチですけどね」

「大丈夫だ。俺が絶対助ける」

　冗談めかした自虐に、真剣なトーンで返されて胸が騒いだ。

　弁護士として言ってくれているだけだってば。必死で自分に言い聞かせる。

「そうだ、大切なことを忘れていたが、連絡先を」

「あ、すみません！　ええと……」

　私は口頭でスマホの電話番号を伝える。別れた当時、彼の連絡先だけを一方的にブロックして連絡を絶ったので、私の番号は変わっていない。至さんがそれに気付いているかわからないが、少し気まずかった。

　彼も名刺をくれたけれど、勤務先も連絡先もあの頃と変わっていなかった。別れてから一度も見返していない電話番号まで記憶している自分に、ちょっと呆れる。

「じゃ、また連絡する」

「はい。ありがとうございます」

　玄関先で彼を見送っていると、こちらに背を向けて数歩進んでいた彼が、いったん立ち止まって振り向く。

「……そういえば、成優ちゃんだけど」

「えっ？」

　ドクンと、脈が大きく跳ねる。もしかして、なにか勘付いた？

「……いや、なんでもない。また遊ぼうって言っておいて」

　至さんは小さく首を横に振り、それだけ言い残して帰っていった。

　安堵の息をついて家の中に戻る。成優はＤＶＤを見ているうちに寝てしまったらしく、畳の上で寝息を立てていた。そっとタオルケットをかけて、私もその隣にごろんと横になる。さっきまで同じ家の中に至さんがいたのが夢だったかのような、いつもの我が家の光景だ。

　しかし、気を抜いて目を閉じた瞬間、鼻先をほろ苦いライムの香りがかすめる。

　やっぱり、夢じゃなかった……。

　そう実感すると、私の胸はギュッと締めつけられた。










もう一度向き合いたい――side 至




【好きな人ができました。相手は、同じ学校の体育の先生です】

　三年半前の秋、なぜか職場に届いた手紙の一文を、俺は信じられない思いで何度も読み返していた。

　数日前、話があるからと約束した喫茶店に彼女は現れず、事故にでもあったのでは？と心配になってかけた電話は繋がらなくなっていた。その足で彼女の自宅に出向いたが、何度か鳴らしたインターホンに応答はなく、窓には雨戸のシャッターが下ろされていて、在宅なのかどうかもわからなかった。

　その時点では、まさか芽衣が自分と別れようとしているとは思いもよらず、彼女の身を案じるばかりだったのだが……まさか、こんな形で別れを言い渡されるなんて。

　芽衣は、人の痛みがわかる女性だ。こんな行動は彼女らしくない。

　俺は一方的に告げられた別れにとうてい納得できず、手紙を受け取った日の夕方、仕事を早めに切り上げて彼女の職場である幾望学園まで足を向けた。

　校門のそばで彼女が出てくるのを待とうと思っていたら、ちょうど校外をランニングしていた生徒の一団が帰ってくるところだった。芽衣に会いたくて気が焦っていた俺は、先頭を走っていた顧問らしき男性教師を思わず呼び止める。

「すみません、スクールカウンセラーの観月先生に用があるのですが」

「……どちらさまですか？」

　筋肉質な体つきをした教師が、もともと細い目をさらに細めて訝しげに俺を見る。

　俺としたことが、気持ちばかり先走って名乗るのを忘れていた。

「失礼しました。私、弁護士の郡司と申します」

「弁護士……」

　名刺を渡して名乗ったら、男性教師の顔がますます険しくなる。後から芽衣を怒らせるかもしれないが、怪しい者ではないと主張したくて、俺は言う。

「観月先生の婚約者です」

　ぴくりと、男性教師の眉が動いた。

「元、ですよね？」

「えっ？　……どういう意味でしょうか」

　首を傾げて聞き返すと、男性教師は挑むような目で俺を見た。

「すでに別れているにもかかわらず『自分は婚約者だ』と言い張る危険な男に、彼女を会わせられません。今、観月先生とお付き合いしているのは自分なので」

　頭を殴られたような衝撃が走った。

　この男が、芽衣の新しい恋人？　手紙の内容は事実なのか……？

「失礼ですが、あなたは……」

「この学校で体育を教えております、草野と申します。とにかく、観月先生をあなたに会わせるつもりはありませんので、お引き取り下さい。それと、今後も学校の周りをうろついたり彼女につきまとったりするようなら、警察に通報させていただきます。では」

　ぺこりと頭を下げ、草野は校内へ引き上げていく。

　俺はあまりの衝撃でしばらく動くことができなかったが、校門の前にいた警備員が、まるで本物のストーカーを見るような目でこちらを窺っているのに気付き、逃げるようにその場を離れた。

　人間の心は鎖に繋いでおけない。心変わりをすることだってある。

　それくらい俺にだってわかっているが、あの心優しい芽衣がこの短期間で他の男に心を移し、手紙一枚で俺との縁を切ったという事実が、どうしても受け入れられない。

　しかし、手紙に書いてあった【体育の先生】は現に存在している。

　……認めるしか、ないのか？

　そう思えば思うほど、頭の中に芽衣と過ごした愛おしい日々が次々と駆け巡った。




　出会いは婚活パーティー。大きな瞳が印象的な美人の芽衣は、最初から男性参加者たちの注目の的だった。

　俺自身も彼女の容姿を綺麗だなとは思ったが、見た目以上に、彼女の纏うやわらかな雰囲気に惹きつけられた。

　しかし、俺より先に派手なピンク色のスーツを纏った男が芽衣に声をかけ、彼女を口説いているようだった。先を越された、と舌打ちをしたくなりながらふたりの動向を見守っていると、雲行きが怪しくなってきた。男が明らかに困っている彼女の手を強引に引いているのである。

　俺以外、彼らの不穏な様子に気付いている者はいない。主催者に伝え注意してもらう方法もあったが、俺は自ら助けに入ることを選んだ。非力な女性に乱暴なことをする男は絶対に許せないし、その対象が、個人的に気になっていた芽衣だったから余計に苛立ったせいもある。

　俺はふたりの間に割って入り、難波を撃退することに成功。かくして芽衣に近づく機会を得たわけだが、彼女の無防備さが気になってつい説教をしてしまった。

『すみませんでした。今後は、同じ目に遭わないように十分気を付けます。では……』

　意気消沈した芽衣は、そう言って俺から離れようとする。

　もともと持つやわらかなオーラに憂いまで加わった彼女が、また変な虫を寄せつけてしまうのは必然。同じ目に遭いたくないのなら、虫除けをそばに置いておくべきだ。

　勝手にそう思っていると、案の定彼女は別の男に捕まりそうになっていた。俺の中に再び苛立ちが生まれ、気付いたら足が彼女のもとへ向かっていた。

『まったく、きみには学習能力がないのか？』

　俺は呆れたフリをして彼女の手を取り、自分のそばにいさせることにした。

　芽衣は少し不本意そうにしながらも、俺の一言一句に頬を染めたり、怒ってみたり、がっかりしたり。やっぱり魅力的な女性だなと甘い気持ちになるのと同時に、仕事に対する姿勢にも好感を抱いた。

　彼女になら、母のことを話してみてもいいかもしれない……ふと、そんな思いが胸をよぎる。

　今まで交際した数人の女性のうち母のことを話したのはひとりだけだったが、その女性は話した直後からあからさまに態度が変わり、すぐに別れを切り出された。

『私、マザコンの男性って無理なんで』

　別れ際にそう言われ、それは誤解だと反論する気力もなかった。俺がマザコンであろうとなかろうと、俺に執着する母の存在が交際する女性を困らせることに変わりはない。

　そんなあきらめを抱くようになるにつれ、俺は自然と本気の恋愛ができなくなっていた。しかし、芽衣なら俺たち母子に起きている状況を〝マザコン〟のひと言で片付けず、心を照らしてくれるのではないか。そんな気がして、婚活パーティーから連れ出した彼女に、母のことを包み隠さず打ち明けた。

　弁護士は様々な法や判例と照らし合わせながら論理的思考を積み上げ、正しい知識や判断をクライアントに提供するのが仕事だが、カウンセラーは、まず第一にクライアントの心に寄り添うのが定石。

　芽衣はプロとしてそれを実行しただけとはいえ、親身になって俺の話に聞き入り、様々な提案をしてくれる彼女に心から感謝した。また、少しからかっただけで頬を染める初心な様子には、男として単純に惹かれた。

　もっと色々な話がしたい。カウンセラーとクライアントではなく、男と女として。

　心の底からそんな欲求が沸き上がり、俺は気が付けば交際を申し込んでいた。

　芽衣もうれしそうに承諾してくれてホッとしたが、ふと心配になる。

『本当にいいのか？　もれなく面倒な母親もついてくるというのに』

『そんな風に言わないでください。私も郡司さんと一緒に考えたいです。お母様のためになにができるのか。どうしてあげるのが一番いいのか』

　芽衣のその言葉に、俺はどんなに救われただろう。

　同時に、実の息子であるにもかかわらず、わずかながら母親を疎ましく思っていた自分が情けなくなった。

　芽衣の思いやりに触れ、母親と正面から向き合う勇気をもらった俺は、彼女と一緒にいればきっと母の状況も改善する、そう信じて疑わなかった。

　芽衣の助言に従い、民間企業の運営する相談室を予約し、初めの数回は俺も同伴でカウンセリングを受けた。とりとめのない話をしながら学生時代の父の裏切りについて触れ、自然と母が話し手になったところで、『お母様も時々いらしてみませんか？』とカウンセラーがうまく誘導してくれた。

　母がひとりで相談室に通えるようになると、ようやく長年の肩の荷が下りたような気分になった。

　これで母の気持ちが安定すれば、芽衣のことも紹介できる。

　そして、いずれは結婚……。

　それまでは恋愛自体に消極的だったのに、芽衣と恋人同士になってからは、結婚して家庭を持ち、子どもを授かる未来までが自然と頭に思い浮かぶ。

　デートで動物園を訪れた時には、その思いを本人にもぽろっとこぼした。当時、ちょうどドロドロとした離婚案件に関わっていた上、デート前日には母の長電話に付き合っていたこともあり、いつも以上に芽衣の存在に癒しを感じて、つい口から出てしまった。

　プロポーズの予告のようになってしまい照れくさかったが、芽衣も穏やかに同調してくれて安堵したのを覚えている。もちろん、本当のプロポーズはもっとロマンチックに凝ったものにして、芽衣を喜ばせるつもりだった。




　――それなのに。

　幾望学園から帰宅した俺は、電気もつけず、リビングのソファにどさりと腰かける。

　もう一度芽衣からの手紙を読み返そうかと思ったが、封筒を見ただけでやり切れない思いがこみ上げ、結局中身は出さなかった。

　そのままぼんやりと天井を仰いでいると、ポケットの中でスマホの着信音が鳴る。

「芽衣？」

　即座にスマホを取り出し画面を見るが、そこに表示されたのは登録していない電話番号。

　仕事関係かもしれないので無理やり頭を切り替えて『郡司です』と応答すると、相手は母が通う相談室のスタッフだった。

《お母様がカウンセリングにいらっしゃらないのですが……実は、無断キャンセルがこれで三回目なんです。お母様にもご連絡させていただきましたが、相談室を利用される他のお客様のご迷惑になりますので……》

「無断キャンセル？　……すみません、なにも知らなくて」

　俺は平謝りで電話を切った後、すぐに母に電話をした。

　芽衣の手紙を受け取って間もないこともあり、少々苛立って「どういうことだ？」と尋ねる。すると、母は平然と言い放つ。

《だって、カウンセリングなんて私に必要ないんだもの。さっき相談室の方にも伝えたわよ。もう行かないって》

「どうして急に……」

《それより至、今度の休みはいつなの？　買い物を手伝ってほしいのよ》

　愕然とした俺は、胸の内で〝振り出しに戻った――〟と呟いた。

　ひとりで暮らす母親の買い物を手伝うくらい、息子なら当然の役割かもしれない。しかし、芽衣を失って絶望の淵に立たされていた俺は、「しばらく休みはない」とそっけなく返事をして、電話を切った。

　ソファにスマホを放り投げ、背もたれに深く寄りかかって目元を手で覆う。

「なにがどうなってるんだ……」

　ため息交じりに呟いたその瞬間、ふと芽衣の手紙の最後に、母を案じた言葉があったのを思い出す。

　再度手紙を開いてみると、芽衣は母を心配し、信頼のおける精神科医の名とその先生が勤務する病院の情報まで記してくれていた。……まるで、こうなることを予期していたみたいだ。

　俺は母がカウンセリングに通い出しただけで安心してしまったが、専門家の芽衣には思うところがあったのかもしれない。

　それで、やはり俺とは付き合えないと……。

　それにしても、別れた相手の母親まで思いやるとは、なんというお人好しだろう。しかし、それが逆に芽衣らしい。

　ふっと苦笑を漏らすのと同時に目の奥が熱くなり、視界が揺らめいた。ダメだ……。あまりにも俺の中で芽衣の存在は大きくなっていて、簡単に吹っ切れそうにない。

　俺は芽衣を想いながら眠れない夜を過ごしたが、翌朝になって、自分が今すべきことにおのずと気が付く。

　母の心の治療がなにより第一で、芽衣だってそう思ったから、わざわざ手紙に残してくれたのだと。

　俺は嫌がる母親をなんとか説得し、精神科医の鮎川先生のもとへ連れていった。

　今の母の状態は〝依存性パーソナリティー障害〟なのだそう。それにうつ状態も併発していると診断され、薬物療法と精神療法を並行して行うこととなった。時間はかかるが、症状が改善する見込みは高いとのこと。

　俺は鮎川先生のその言葉を信じ、病院への送迎や付き添い、普段の生活のフォローも自ら積極的に関わった。そうすることで、母の心が少しずつ健康を取り戻していくのが、目に見えてわかった。

　治療を始めて一年が経過した頃、俺の運転する車で病院から帰る途中、母に言った。

「もっと早くに治療を始めていればよかったのに、ごめんな」

「ううん、私の方こそ迷惑をかけたわね。……ねえ至、芽衣さんとはもう会っていないの？」

　母は少し気まずそうに目を伏せて聞く。

「いつの話してるんだよ。とっくに振られてる」

「そう……。じゃ、別の方とお付き合いは？」

「してない。……って、質問攻めだな。母さんは俺の心配してないで、自分の治療に専念して。今は恋愛より、母さんが昔みたいに笑えるようになったことの方が、俺にとっては大事なんだ」

「至……。ごめんね、本当にごめんね」

　なぜか洟を啜って泣き始めてしまった母に俺は慌てた。

　精神状態はだいぶ安定してきたとはいえ、時折情緒が崩れることはまだある。あまり刺激しないような会話を選ばないといけないな。

　こういう時、芽衣が近くにいれば安心できるのに……。別れて一年経ってもなお未練が絶ちきれない俺は、もしかしたら一生独身かもしれない。

　だからといって出会いを求める気にもなれず、母の通院と弁護士の仕事に追われ、気が付けば彼女と別れてから長い月日が経っていた。




＊　＊　＊




　――そして現在。

「戻りました」

　芽衣の自宅を後にし、三船法律事務所の小ぢんまりしたオフィスに戻る。

　すると所長の三船京きょう一いち郎ろうさんと、彼の妻でパラリーガルを務める蘭さんが、鼻息荒く俺に詰め寄ってきた。

「おかえり郡司。どうたった？　会えたか？」

「久々の再会に感極まって、ハグ？　それとも熱～いキス!?」

　三船夫妻のテンションが高いのは今に始まったことではないが、今日はいつにも増して興奮している。

「昼飯、一緒に食べただけですよ。第一、向こうはシングルマザーなんですから」

　しれっとそう言って、自分のデスクに腰を下ろす。三船夫妻はつまらなそうに顔を見合わせ、肩を竦めた。

「なんでシングルなのかちゃんと聞いたか？」

「聞いてませんよ。俺は三船さんと違ってデリカシーがあるもので」

「蘭ちゃ～ん、郡司が反抗期」

「よしよし、泣かないで京ちゃん」

　ふたりともアラフォーのくせに、オフィスだろうとなんだろうと平気でいちゃつく、一見ふざけた夫婦である。しかし、こうなるまでにはかなりの紆余曲折があった。

　実はこのふたり、三船さんが元検事で、蘭さんは元検察事務官という異色の経歴の持ち主。ふたりとも東京地検に勤務していたが、なんと蘭さんは当時、現役の検事長にセクハラを受けていたそうだ。

　同僚としてその相談を受けた三船さんが、セクハラをやめるよう検事長に直訴。しかし、それは完全に裏目に出た。検事長は自らの権力を駆使し、ありもしない事実をでっち上げたのである。

　三船さんと蘭さんが恋人同士で、執務室をラブホテル代わりに使っていた――と。その影響で、彼らは退職に追い込まれる事態になったらしい。

　後から、弁護士に転身した三船さんと蘭さんが協力して裁判を起こし、勝訴。検事長はその任を解かれたが、三船さんは今でも当時の検事長を許していない。

『裁判に勝てたのは、蘭が決定的な音声データを提出してくれたからだ。検事長にセクハラ……性的暴行といってもいいほどの仕打ちを受けている最中の、本来なら絶対誰にも聞かせたくないものを、勇気を出して提出してくれたんだ』

　そう話してくれた時の三船さんは、ひと言では言い表せない複雑な感情を瞳に宿していた。検事長への報復は叶ったかもしれないが、同時に法廷という大勢の注目を浴びる場で、蘭さんを辱めてしまった。本当にあの証拠を提出するべきだったのだろうかと、後悔する日もあったそう。

　しかし、蘭さんは『一緒に戦ってくれてありがとう』と三船さんに感謝し、長い公判の間支え合ったふたりは、そうすることが当たり前だったかのように、結婚して夫婦になった。

　しかし、蘭さんはセクハラ被害の経験から、男性に触れられることに恐怖と嫌悪感を覚えるようになっていた。当然、三船さんとの夫婦生活もできない。

『たかがセックス、されどセックスって感じでさ……京ちゃんのことは大好きなのに、どうしても彼にすべてを委ねられない自分が、意気地なしすぎて嫌いになる』

　三船さんが事務所を出ている時など、蘭さんは俺によくそんな愚痴をこぼした。

　検事長という巨大な権力にたったふたりで立ち向かい、その後もかけがえのない存在として互いを支え合う三船さんと蘭さんを俺は尊敬していたから、力になりたい気持ちはもちろんあった。

　しかし、法律関係ならまだしも夫婦生活のことには立ち入りづらいので、俺はいつも聞き役に徹するだけ。いつか、蘭さんが三船さんにすべてを許せる日が来ますように。陰ながらそう祈るくらいしかできなかった。

　そんな蘭さんだが、なんと現在、待望の第一子を妊娠中。皮肉にもちょうど俺と芽衣が別れた頃から、蘭さんは夫婦生活ができるようになったのだ。

「蘭さん、そろそろ健診の時間じゃないですか？」

　俺は腕時計をチラリと見やり、蘭さんに告げる。

「あ、ホントだ！　じゃあ行ってくるね」

「待って、蘭。下まで送る」

「もう、京ちゃんは心配性なんだから」

　蘭さんと三船さんが出ていきオフィスが静かになったところで、俺はなにげなくデスクの一番上の引き出しを開けた。

　三年以上前から変わらずそこに保管されているのは、小さなパンダのぬいぐるみ。

　最愛の人との、思い出の品だ。

「いや、向こうは子持ちだぞ……」

　思わず声に出して呟き、引き出しをぴしゃりと閉める。そして、ビジネスバッグからノートパソコンを取り出して開いた。

　塁から電話をもらって事情を聞いた時、芽衣の職場と塁の通う高校が同じであったこと、塁が彼女に想いを寄せていること、そして芽衣が現在シングルマザーであることなどにかなり衝撃を受けたが、それとこれとは別。過去のことは関係なく、弁護士として彼女を救うと決めたのだ。全力を尽くそう。

　俺は改めてそう決意すると、キーボードを叩き始めた。




　翌週の水曜日。生徒たちがちょうど学園内からいなくなった放課後に、俺は幾望学園を訪れた。

　来客用玄関から入ってすぐ、硬い表情の芽衣が俺を出迎える。

「今日はありがとうございます。皆さん、お揃いです」

「そんなに緊張しなくていい。交渉はすぐに終わる」

　俺は自信たっぷりに告げ、会議室に向かう。ノックをして中に入ると、学園長、教頭、それから塁の担任、ＰＴＡ会長……そして、あまり会いたくなかった男性教師・草野の姿があった。彼も芽衣も、職場は変わっていない。なのにどうして、彼女はシングルマザーの道を選んだのだろう。先週芽衣の家を訪れた際、成優ちゃんは彼との間にできた子なのか聞こうとして、とうとう最後まで聞くことができなかった。

　と、草野の顔を見たら余計なことを考えてしまったが、すぐに切り替えてにこやかに挨拶をする。

「お待たせして申し訳ありません。弁護士の郡司と申します」

　一礼して用意された席に着くと、教頭が「では、始めさせていただきます」と宣言し、オドオドした調子で話し始めた。

「えー、現在、わが校専属のスクールカウンセラーである観月先生と、二年三組の生徒、崎本塁さんとの不純異性交遊疑惑が問題となっております。そのことについて、弁護士の郡司先生より――」

「ちょっとよろしいかしら？」

　教頭の言葉を遮るように手を挙げたのは、ＰＴＡ会長だった。濃すぎるメイクに、体のラインがくっきりと出る派手な赤のスーツ。目立つのがなにより好きだと全身で主張しているようなその格好、滑稽だと思わないのだろうか。

「どうぞ」

　教頭に促され、彼女はわざわざ席を立って口を開く。

「うちの子から聞いたのですが、今、ＳＮＳでもかなり観月先生の悪評が広がっているとか。いずれ、批判はこの学園全体に及びますわ。そうなる前に、学園の品位を貶めるようなカウンセラーさんにはお辞めになっていただくのがいいと思うんです。子どもたちに悪影響ですもの。観月先生、どう思われます？」

　会長が、一番端の席で小さくなる芽衣に意見を求める。

　心優しい彼女はこの意地悪な女性に付け込まれ、言い負かされるだろう。

　そうならないために、俺がここにいるのだ。芽衣を救うための武器だってある。

「今日は私が観月先生の代理人ですので、私からお答えします。結論から言って、観月先生が学園を辞める必要はありません」

　会長の眉がぴくりと動く。芽衣をかばう俺の存在が気に食わないようだ。

「その根拠は？」

「例の、崎本塁が観月先生の家を訪れたとされる写真ですが、あれはただ会話をしている様子を切り取っただけにすぎず、不純異性交遊の証拠にはなりません。また、生徒が学園の職員の自宅を訪問してはならないという規則もありませんので、なんら問題のない写真だと言えるでしょう」

　俺が淡々と言うと、ＰＴＡ会長は真っ赤な唇をキュッと引き上げて笑う。

「私が言いたいのは、大事なのは事実より〝印象〟だということです。学園の評判が下がって不利益を被るのは子どもたちですわ。あなた、子どもたちの将来に責任を持てますの？」

　まったく、よくしゃべる女だ。

　腹の内で悪態をつきつつも、丁寧な口調を崩さず俺は続ける。

「なるほど。印象を大事にするあなただからこそ考えついたわけですか。ＳＮＳで捨てアカを使い観月先生の悪評を広め、事実がどうであろうと彼女を辞めさせようなんて、卑怯なやり方を」

　彼女に負けないくらいの満面の笑みを浮かべると、会長の笑みにひびが入った。口の端がぴくぴくと震える。

「なにを言ってらっしゃるのかわからないわ」

「ご冗談を。ＳＮＳの投稿はあなたの自作自演でしょう？　こちらには証拠もあるんですよ？」

「嘘……ハッタリよ！　私、夫がＩＴ企業の役員だから知っているのよ。裁判所に請求してＳＮＳやなんかの投稿者を開示するには数カ月単位で時間がかかるの。いくら弁護士だからって、こんなに早く割り出すのは無理よ」

　ＰＴＡ会長が、しきりに自分の髪に触れる。精神的に追い詰められた時、人はなんらかの癖が出る。行動心理学ではこれをなだめ行動というのだと、昔、芽衣が教えてくれた。

　まぁ、そんな知識がなくとも会長の動揺はいっそあからさまなくらいだ。

「確かに、現行法では情報開示に時間がかかります。なので、今回用意した証拠はＳＮＳの投稿者情報ではありません。しかし、覚えておいた方がいい。あなたのように匿名で特定の人物を誹謗中傷する輩が後を絶たないので、投稿者の特定を迅速にするための法改正が昨年の春になされ、今年中に施行されるんです。今後の投稿には十分ご注意を」

「……だから、私じゃないって言っているでしょう！」

　会長の額に青筋が立ち、鬼の形相になる。

　しかし、相手が感情的になればなるほど、弁護士にとってはやりやすいので、つい口元に笑みが浮かぶ。

　往生際の悪い女だ。そろそろ、とどめを刺してやるか。

「失礼、法改正の件は完全に余談でした。私の用意した証拠は、目撃者からの貴重な証言です。こちらをお聞きください」

「も、目撃者？」

　俺は胸ポケットから小型のＩＣレコーダーを出し、音量を最大にして再生ボタンを押す。やがて流れ出したのは、現在、この幾望学園の三年生である会長の娘に、俺がヒアリングをした時のやり取りだ。

『夜中に目が覚めて、水を飲みに行こうと思ったら、リビングが明るくて……。お母さんがパソコンに向かっているのが見えました。その後ろ姿がなんだか鬼気迫る感じだったので、足音を殺して画面を覗いたら、観月先生の悪口を入力しているのが見えました。直後に私の気配に気付いたお母さんが画面を閉じたので、一瞬でしたけど……でも、はっきり覚えています』

　心細く震える声を聞きながら、彼女に話を聞きに行った時のことを思い出す。

　最初はいきなり現れた俺を警戒していたが、名刺を渡して『観月先生を助けたいから協力してほしい』と訴えると、友達と一緒でいいならと、公園での聞き取りに応じてくれた。

『お母さんがそんなことをする心当たりは？』

『多分、私がお母さんとの関係について観月先生に相談したことがあるからです。カウンセリング室に付き添ってもらった友達のお母さんから、その話がうちのお母さんに伝わっちゃって……お母さん、尋常じゃないくらい取り乱しました。ＰＴＡ会長のメンツが潰れたらどうしてくれるんだって。そういうところが嫌だから相談したのに、お母さんは全然わかってないみたいで……それから、家でもよく観月先生を悪く言うようになりました』

　娘が言葉を重ねるたび、会長の顔色が、濃いメイクで隠せないほどに青ざめていく。そして、レコーダーの最後――。

『ＰＴＡ会長なんて、やめちゃえばいいのに……』

　娘の心からの叫びに会長は唇を震わせ、瞳に涙を浮かべた。

　彼女にも、母親らしい心が残っていたのだろう。やがて、メイクが崩れてぐしゃぐしゃになった顔で、深々と頭を下げる。

「申し訳ありませんでした……。ＳＮＳの投稿だけでなく、崎本くんと観月先生の写真を撮ったのも私です。娘が観月先生に私のことを相談していたと知った時、ＰＴＡ会長という鎧の内側を覗き見られた気がして、不安でどうしようもなくなって……愚かにも、観月先生が学園からいなくなればいいと、そう、思ってしまったんです」

　会長の涙ながらの告白に、会議室はしんと静まり返る。

　……任務完了、だな。

　あとは、学園長がどんな判断を下すのかを待つだけ。

「あの、少し発言してもよろしいですか？」

　しかし、この静けさを破ったのは意外にも芽衣だった。学園長に「どうぞ」と促され、芽衣は遠慮がちに話しだす。

「もしかしたら、あまり周知されていないのかもしれませんが……カウンセリング室は、生徒だけでなく、教職員、そして保護者の皆様にもお使いいただけます。もちろん事前に予約は必要になるのですが、日々の子育ての小さな悩みやママ友トラブルのご相談、なにを話していただいても構いません」

　芽衣の言葉に、啜り泣いていたＰＴＡ会長が顔を上げる。芽衣は彼女の目をしっかりと見つめ、穏やかに続けた。

「この幾望学園には、せっかくそんな素晴らしい環境があるんです。カウンセリング室を使うのが恥ずかしい、人目が気になるという意識を保護者の方から変えていただけると、生徒もより使いやすくなるかもしれません。風邪を引くのと同じで、誰だって心が弱ることはあります。もちろん、ＰＴＡ会長だって。そんな時のためにカウンセリング室があって、私がいます。どうかご理解いただき、会長の口からも今一度、カウンセリング室の意義を会員の皆様にお伝えいただけると大変うれしいのですが」

　……芽衣は、やはり芽衣だ。慈悲深い彼女の言葉を受け、俺は当事者でもないのに心が救われる思いがした。俺は芽衣と塁の立場さえ守れれば、ＰＴＡ会長が娘に軽蔑されようが役職を下ろされようが、関係ないと思っていた。しかし芽衣はきっと、彼女の心をも救いたいと望んでいる。

　罪を憎んで人を憎まず。言葉で言うのは簡単でも、実際には難しいその〝赦ゆるし〟の精神を実践する芽衣が、まるで神々しいもののように見えた。

「観月先生の言う通りですね。カウンセラーの先生が毎日常駐している学校というのは、都内、いや全国的に見てもとても珍しく、恵まれている環境と言えます。カウンセリング室は保健室とはまた別の、心を手当してもらえる貴重な場ですので、私自身は観月先生がこの学園に必要と考えますが……この意見に賛成の皆様は、挙手をお願いできますか？」

　学園長が全体を見渡してそう投げかけると、この場にいる全員が、迷わず手を挙げた。もちろん、ＰＴＡ会長もだ。

　学園長は満足そうに頷くと、その場で芽衣と塁の自宅謹慎を解き、解散を告げた。

　これで、俺の役目は終わった。目的を達成してホッとした反面、これで芽衣とはまた離ればなれかと思うと、やるせない。会議室からひとり、またひとりと先生方が出ていく中、最後にもう一度芽衣と言葉を交わそうとゆっくり帰り支度をしていたら、俺の前にぬっと大きな人影がかかった。

「郡司先生、ちょっとお話が」

「草野……先生」

　ジャージ姿の彼が、俺を会議室の外へと促す。

　昔と同じく、芽衣の周囲を俺がウロチョロするのが気に食わないのだろうか。

　しかし、だとしたらなぜ芽衣は彼と結婚していないのだろう。芽衣によく似たあのかわいい娘の父親は、彼ではないのか？

　いくつもの疑問を抱えながら、草野に連れられて人気のない校舎裏へやってきた。

　草野はそこで俺と対峙するなり、ぺこりと頭を下げる。

「観月先生を助けていただき、ありがとうございました」

「えっ？　……ええ。大したことはしておりませんが」

　いきなり礼を言われ、意表を突かれた。

　アンタのためにやったわけじゃないけど、と思わなくもないが、彼が芽衣のパートナーだとしたら、感謝されるのもそんなに変なことではない。

「理詰めで相手を追い詰めるあなたと、優しさで包み込む観月先生……本当に、見事なコンビネーションでした。観月先生がいつまでもあなたを忘れられないのが、なんとなくわかるというか……悔しいけど、完敗という感じで」

　……芽衣が、俺を忘れられない？　この男、今さらなにを言っているんだろう。

「芽衣は、あなたとお付き合いしていたのでは？」

「いいえ。僕では観月先生の心の隙間は埋められないと気付いていたので、告白すらしていません。あなたこそ、どうして彼女を振ったりなんか？　別れた直後の観月先生、かなり落ち込んでましたよ。それで、観月先生に悲しい顔をさせるあなたが許せなくて、つい付き合っていると嘘を」

　今の草野に嘘をついている様子はない。しかし、彼の言い分は俺の記憶と違う。

「私は芽衣を振ってなどいません。彼女がそう言ったんですか？」

「ええ。カッコいい弁護士先生に振られてしまったと」

　どういうことだ？　単に、同僚には事実を話さなかっただけ？

「……彼女が妊娠を職場に伝えたのはいつ頃ですか？」

「わりと、その直後だったと思いますよ。シングルマザーで迷惑をかけるからって、早めに職場に知らせておきたかったみたいで」

　なんということだ。だとしたら、成優ちゃんは俺の娘だということになる。あの、無邪気で小さくて愛らしい成優ちゃんが……。噛みしめるようにそう思うと、胸に熱いものがこみ上げる。

　しかし、芽衣はどうして俺になにも告げず、まるで逃げるように離れていった？

　当時のことを回想し、ひとつだけ思い当たることがあった。

　別れの手紙の最後、芽衣は母のことを案じていた。あれは彼女の優しさなのだとばかり思っていたが、一部の文字が、まるで涙に濡れたように滲んでいたのがずっと心に引っかかっていた。もしかしたら芽衣自身が、母の言動に危険なものを感じていたのではないだろうか。

　俺が知る限りの母と芽衣の接点は、動物園に行った時に電話で話していたくらいだ。あの時俺はその場を離れ、ふたりがなにを話していたのか詳しく知らない。

『優しいお母様ですね。至さんを大切に思っているのがよくわかりました』

　芽衣はそう言っていたが、その言葉の裏に深い意味があったとしたら……俺は大変な誤解をしていたことになる。

　芽衣はどんな思いであの手紙を？　今すぐ彼女に確かめたい。

「彼女と話したいのですが、どこに行けば会えるでしょうか。職員室？」

「いや、娘さんのお迎えがあるんで、もう出てしまった可能性の方が高いかと」

「わかりました。では、私はこれで失礼します」

　踵を返して足早にその場を去る。すると草野が追いかけてきて俺の肩を掴んだ。

「ちょっと待った」

　まだ、なにか用が？

　急いでいるのでつい迷惑そうな視線を投げかけると、草野は肩を竦める。

「そんなに怖い顔しないでください。保育園の場所、知らないでしょう。スマホ貸してください」

　草野は俺が無表情で差し出したスマホのマップを操作し、保育園の位置と芽衣が急いでいる時に使うのだという近道を教えてくれた。

「頼みましたよ。観月先生のこと」

「あなたに言われなくても」

　俺が冷たくそう返すと、草野は「観月先生、どうしてこんな意地悪な人がいいんだろう」と苦笑していた。










再出発に向けて




　学校を出た私は、大通りを経由して保育園を目指していた。園の方には先ほど電話して、勤務先でのトラブルが無事解決した旨を伝えてある。

　一時は失職することも覚悟したけれど、そうならずに済んだのは至さんのおかげ。気が付いたら彼は会議室からいなくなっていたから、ちゃんとお礼を言えてないのが心残りだ。……だからといって、改めて電話をかけるのは勇気がいるのよね。

　先週、彼がうちで成優の子守をしてくれた時も、騒がしい胸をなだめるのに必死だったけれど、今日は彼の弁護士としての振る舞いが本当にカッコよくて、ときめくなという方が無理だもの……。

　歩きながらこぼれるため息は、心なしかいつもより温度が高い。これから成優を迎えに行くっていうのに、母親の顔に戻れない。至さんはそれほど私の心をかき乱す存在なのだ。

　別れてからも、ずっと……。

「芽衣」

　もうすぐ保育園の門というところで、心に思い描いていた人の声が、私を呼んだ。

　足元ばかり見ていた私が信じられない思いで顔を上げると、保育園の前に、なぜか至さんが立っていた。

　その場に立ち尽くして言葉を失う私に、至さんがゆっくり歩み寄ってくる。

「どうしたんですか？　なんで、こんな場所に……」

「娘が通う保育園を見にきた」

「えっ？」

「成優ちゃん。……俺たちの子なんだろう？」

　とっさに否定の言葉が出ず、ただ瞠目して彼を見つめる。至さんはすべてを悟っているかのように、静かな目をしていた。

「芽衣。答えてくれ。きみの口から本当のことを聞きたい」

　どうして彼がその結論に至ったのか知らないが、真剣な至さんに問い詰められ、私の心は揺れ惑う。そうだと言うのは簡単だけれど、彼はその先をどう考えているのだろう。

　単に事実を知りたいだけなら、本当のことなんて言わない方がいい。成優の前で、むやみに父親だと名乗り出てもらうのも困る。私たちは今、母子ふたりでうまくやっているのだ。

「あなたには関係ありません。私たち、もう終わったでしょう？」

　言いながら、自分の胸が痛むのを感じた。至さんを傷つける可能性のある発言だとわかっているからだ。けれど、成優のためにもここは引けない。

「俺の中では決して終わっていない。きみが、俺の母親のために身を引いたのならなおさらだ。……あの時は、気付いてやれなくてすまなかった」

　至さんの瞳は、深い後悔の色を浮かべていた。成優のことだけでなく、なにもかもに気付いているの？

「きみのおかげで、母は趣味の裁縫を楽しめるほどに心が回復した。俺への依存心も、もうない。今は二週にいっぺんのカウンセリングに、楽しみながら通っている」

「本当、ですか……？」

　お母様、あの状態からそんなに回復したんだ。よかった……。

　きっと、至さんが献身的にケアをしたからに違いない。あの時別れる選択をしたことは、やっぱり間違っていなかったんだ。

「ああ。だから、俺もこれからは自分の人生を生きると決めた。そのためにまずは、失ったかけがえのないものを取り戻さなければ始まらないんだ」

　至さんが、愛おしげな目をして私の頬に手を添える。

　失ったかけがえのないもの。それがなんなのかを教え導くように、彼は私の顎を軽く引き上げ、顔を近づけてくる。流されていいのかという不安がないわけじゃないけれど、抵抗できない。

　そのまま自然と目を閉じ、彼に身を任せようとしたその時――。

「あっ！　成優ちゃんママがチューしてる！」

　あどけない声にぎょっとして、とっさに至さんから体を離した。

　すると、門の前にはいつの間にやら園児や保護者の野次馬がたくさんいて、らんらんと輝く目で私たちを見つめていた。

　そ、そういえばここ、保育園の真ん前だった！　しかも、ちょうどお迎えラッシュ！

「し、してません！」と両手を振って否定して、保護者たちからの好奇の視線に引きつった愛想笑いを返す。

　うう、穴があったら入りたい……。

　いたたまれずに俯いていると、至さんが小声で私に尋ねる。

「成優の父親として、あの保護者たちに挨拶したらダメ……だよな？」

「ダ、ダメに決まってるでしょう！　そもそも、成優があなたの娘だと私は認めてないはずです！」

「違うなら、芽衣はさっきのキスをもっと本気で拒否したはずだ。きみの性格はよく知っている。娘を悲しませるようなことはしない」

　恋人同士だったのは昔のことなのに、私のすべてを理解しているような口ぶりに、不覚にもどきりとした。

「なんですかその屁理屈」

「知らなかったのか？　弁護士は屁理屈のプロだと」

　ダメだ……。口では彼に勝てる気がしない。勝ち誇ったような目で私を見下ろす彼を悔し紛れにキッと睨みつける。

「とにかく、娘のことを簡単に教える気はありませんから」

「それなら、きみが伝えてくれる気になるまで口説き続けるまでだ」

　至さんは余裕綽々の笑み。そうこうしているうちにお迎え時間はギリギリになっていて、私はとりあえず至さんを外で待たせて、成優を迎えに園舎へ入った。




「わー、こないだのおにいさん！　なんで？」

「うん？　成優ちゃんと遊びたくて来たんだ」

　なんとなく予想はしていたが、成優は至さんの姿を見て大喜びだった。

　ふたりは自然と手を繋ぎ、私の存在そっちのけで歩きだす。

　後ろからひとりでついていく私は、なんとも複雑な心境である。

「またうちでごはんたべる？」

「うーん、ママがいいって言えば」

「ママ！　いいよね！　おにいさんとごはん！」

　振り向いた成優に期待のこもった眼差しで見つめられ、私は苦笑する。

　もう、決定事項みたいな言い方して……。ま、至さんへのお礼のつもりだと思えばいいか。

「はいはい。ふたりとも、なにが食べたいの？」

「なゆ、カレー！」

「じゃあ俺も、成優ちゃんと同じ」

　至さんがそう言うと、成優はえへへっとうれしそうに笑う。

　カレーみたいに簡単な料理じゃお礼にならないな。トンカツでも揚げて、至さんのカレーに乗せてあげようか。それに、ちょっと豪華なサラダを添えて……。

　夕飯の献立を考えつつ、途中でスーパーに寄った。成優は至さんをお菓子売り場まで引っ張っていき、駄菓子を物色するのに付き合わせている。

「成優ちゃんが好きなの、どれ？」

「これ！　こびとさんのホットケーキ」

「小人さん……」

　成優が手にしているのは、五百円硬貨ほどの小さなホットケーキがふたつ入った駄菓子。商品名は別にあるのだが、成優はいつも小人さんのホットケーキと呼んでいる。初めて聞いた時は『うちの子、なんてかわいい発想をするの……』と思ったが、至さんも同じように感銘を受けたような顔をしていたので笑ってしまった。

　必要な材料を買ってアパートに帰り、前回と同じように至さんと成優が遊んでいる間に料理をした。

　成優はやっぱり至さんの隣の席をご所望で、食べながらちらちら彼を見てはうれしそうに笑っている。至さんは成優が我が子だとほぼ確信しているようで、汚れた口の周りを拭いてあげたり、空になったコップに麦茶を注いであげたりと、積極的に世話を焼いていた。




「長居して悪かった。成優ちゃんに引き留められると断れなくて」

　ようやく至さんが帰れることになったのは、夜九時を過ぎてから。食後も成優が彼と遊びたいと言うので、気が済むまで付き合ってくれたのだ。

　私は少し至さんとふたりで話したくて、見送りついでにアパートの通路に出た。

「こちらこそ、成優がワガママばかりでごめんなさい。それと、学校側との交渉、ありがとうございました。成優を抱えて路頭に迷ったらどうしようって思っていたので、本当に助かりました」

「俺はちょっと手伝っただけで、最終的にＰＴＡ会長や学園長を納得させたのは、芽衣自身だよ。あの時のきみの言葉を聞いて、どうして俺はきみを好きになったのか、改めてわかった気がした」

　彼の瞳に、切ない色が宿る。恋人同士だった頃の空気を思い出し、胸が熱くなった。

「至さん……」

「今度、ふたりでじっくり会えないか？　今後のこと、真剣に話し合いたい」

　それは私も思っていたことだった。成優の前でできない話もたくさんある。

「わかりました。成優を預かってもらえそうな日を、妹に聞いてみます」

「ありがとう。俺も予定を確認して連絡する。じゃ、またな」

「おやすみなさい」

　離れていく彼の背中に、小さく手を振る。すると、数メートル先まで足を進めていた至さんが不意に立ち止まり、くるりと方向転換してこちらへ戻ってきた。

「あれっ？　忘れものですか？」

　至さんはその問いには答えず、私の目の前まで来ると、突然強い力で私を抱き寄せた。彼の温もりと香りが懐かしくて、鼓動が自然と高鳴る。

「至さん？」

「芽衣。あの頃、きみをひとりにしてしまったこと、本当にすまなかった」

　至さんが私を抱きしめたまま、懺悔するように語りだす。

「たったひとりで仕事をしながら妊娠・出産を経て育児をするのは、とてつもなく大変だったと思う。そんな時期に、そばにいて支えてやれなかったこと、後悔してもしきれない」

「ですから、成優があなたの子だと私は認めたわけじゃ……」

「それでも、きみを心細くさせたことに変わりはない。何度謝っても足りないよ」

　至さんの声が震えているのを感じ、私は彼の胸に置いていた手を広い背中に回し、ギュッと抱きしめ返す。

「いいんです。あの時、至さんは私よりもお母様のそばにいるべきでした。そのために別れると決めたのは私自身なんですから、あなたを恨んでなんていません」

「芽衣……きみは優しすぎる」

　至さんはそう呟き、ますます腕に力を籠める。こうして抱き合っているだけで、私たちの間に横たわっていた数年間の空白が、少しずつ埋められていくような気がした。

　しばらく無言で抱き合った後、至さんがそっと体を離す。

「俺の気持ちは、あの頃からずっと変わらない。芽衣と成優ちゃんと、三人でやり直したいと思ってる。……それだけ、よく覚えておいて」

「はい」

　彼の目を見て頷くと、今度こそ至さんは帰っていった。

　私の気持ちだって、あの頃とまったく変わっていない。けれど、三人で暮らすとなると生活は一変する。

　成優の気持ちが置き去りにならないように、慎重に考えないと……。




　翌日、自宅謹慎の明けた崎本くんが、休み時間中さっそくカウンセリング室にやってきた。

　彼は私の前に来るなりぺこりと頭を下げ、「迷惑かけて本当にごめん」と謝った。

「迷惑だなんて思ってないわ。私の方こそ、あなたを守れなくてごめんなさい。クラスの方では、噂とか、大丈夫？」

「うん。あの写真、よく見れば別に決定的瞬間でもないから、みんなすぐに飽きたみたい」

「それならよかった」

　話しながら椅子に座った崎本くんは、無言で向かいに座る私をジッと見る。

「なに？」

「いや、兄貴とヨリ戻すのかな～と思って」

　予想外の話題に、私は不覚にも頬が熱くなった。

　もしかして、至さんが私との関係を彼に話したの……？

「うわ、芽衣ちゃんのそんな顔初めて見た。まぁ、男の俺から見てもカッコいいもんなーあの人。俺、兄貴になら芽衣ちゃん取られてもいいや」

「ちょっと、勝手になにを言ってるの」

「いや、マジな話さ。自分の父親と不倫してた女の息子なんてフツーは気にも留めないか、憎い相手だと思うわけよ。なのに、『困ったことがあったら連絡して』って小学生の俺に名刺くれて、数年越しに助けを求めたら本当に駆けつけて助けてくれるんだもん。俺、あの人が兄貴ってのが、ちょっと誇らしいんだ」

　崎本くんは自慢げに語り、ニッと笑った。

　至さんの行動は、確かに簡単にできそうなものではない。彼は本当に優しい人なのだ。弁護士として、ひとりの人間として、困っている人を放ってはおけない。だから、婚活パーティーでも私を助けてくれた。

　あの縁がなかったら、私の人生はもっと寂しいものだっただろうし、自分より大切な存在である成優にだって出会えなかった。今の私があるのは、至さんのおかげだ。

　ぼんやりそう思っていると、崎本くんが先ほどより静かなトーンで話しだす。

「俺んち、母親がアレだからかわいそうって思われがちだけどさ……芽衣ちゃんとか兄貴とか、頼れる大人がそばにいて、実はめっちゃ恵まれてるんじゃないかって最近気付いた。ふたりみたいにすげぇ優しくてカッコいい大人に、俺もなりたいって思う。実は、弁護士の仕事もちょっと気になっててさ」

「崎本くん……」

　ちょっと前までの彼は、なんの目的もなくただ漫然と学校に来ている雰囲気だった。時間つぶしにカウンセリング室に来ては、行き場のないフラストレーションを吐き出して。

　けれど、今の彼の瞳は、未来を見据えてキラキラとしている。

　自分自身で見つけたんだ。これからの人生の目標を。

「弁護士、素敵な夢だと思う。心から応援する」

「ありがと。あと、芽衣ちゃんにはもうひとつ頼みがあってさ」

「うん。なぁに？」

　崎本くんはちょっと緊張したように深呼吸をすると、決心したように私を見る。

「このカウンセリング室、親も使っていいらしいって噂で聞いた。だから……うちの母親、来させてもいいかな？　まともに育ててもらった覚えはないし、家に男を連れ込んでばっかだから、近所の人に白い目で見られるような親だけど……それでも、心配なんだ。俺を産んでくれた、たったひとりの母親だから」

　崎本くんの真剣な目は、今までで一番〝助けてほしい〟と訴えていた。

　彼の母親のことは、私自身も気になっていた。虐待やネグレクトをする親は、その親自身がなにか困りごとを抱えている場合が多い。ネグレクトの経験がある母親のうち、およそ六割がうつ傾向にあるとの調査結果もある。

　崎本くんの母親の場合、男性の影が絶えないのは、彼女自身、愛情に飢えた幼少期を過ごした影響という可能性もある。私にもなにかできることがあるかもしれない。まずは話を聞くことが必要だ。

「わかった。もしもお母さんが学校に来るのが嫌なら、私からお家に出向くこともできるし、まずは電話で話をするだけでもいい。そう伝えてもらえる？」

「ありがとう。言ってみる」

「もしうまくいかなかったら、また相談して？　たとえお母さんにとって家族があなたひとりだとしても、崎本くんが全部抱え込む必要はないし、潰れそうだったら逃げていい。周りの大人が、必ず助けるから」

　責任感が強いばかりに、自身が潰れてしまったら元も子もない。

　たとえ親子間のことでも、外部の人間に頼ることを躊躇しないでほしい。

「やっぱよかった、芽衣ちゃんに話して。でも、人の世話ばっか焼いてないで、自分の幸せも考えろよな」

「もう、またその話？」

　お節介な忠告に顔をしかめたところで、次の授業の予鈴が鳴る。崎本くんはひょいと席を立ち、カウンセリング室を出る直前にこちらを振り返って言った。

「兄貴との結婚式、写真でいいから見せてくれよな」

　崎本くんってば、私と至さんが復縁すると勝手に決めつけて……。扉が閉まると同時に、私は思わず苦笑した。

　それにしても、この短い間で彼も随分成長したものだ。

「母と息子、か……」

　至さんともう一度やり直すのなら、お母様にもご挨拶することになる。

　今は安定していると言っても、私の名を聞いたらどんな反応をするだろう。彼に内緒で子どもまで産んでいる私を、受け入れてくれるだろうか。

　そんな不安がつい胸をよぎったが、今は仕事中だと頭を振り、パソコンで崎本くんのカウンセリング記録を打ち始めた。




　その週の土曜、十一時頃。成優を預けるために叶未のマンションに寄ってから、私は至さんとランチの約束をしているホテルに向かっていた。

　途中、店のウィンドウに映った自分の姿を見て、年甲斐もなく派手すぎやしないかと心配になる。

　家を出た時は通勤服と変わらない地味なブラウスとタイトスカート姿でいたのに、叶未の家でサーモンピンクのフレアワンピースに着替えさせられてしまったのだ。

　妹の叶未はそんな差し出がましいことはしない。言い出しっぺは、夫の大和さんである。

『ホテルランチでデートでしょう？　もっと春らしく華やかな方がいいです。叶未、あまり着ていないピンクのワンピースがあったよな？』

『はい、私には似合わなくて。でも確かに、お姉ちゃんなら着こなせそうかも。すぐ持ってきます！』

　そんな夫婦の連係プレイにのせられて渋々着替えると、成優と瑛太くんに『かわいい～』とぱちぱち拍手を送られ、今さら元の服に戻すとも言えなくて、結局そのまま出てくるしかなかった。大和さんの親切で、彼のコレクションの中からネックレスやブレスレットまで借りてしまい、やけにキラキラしている自分が恥ずかしい。

　私はまじめに至さんと今後のことを話し合おうと思っているのに、これじゃ彼とのデートに期待して浮かれているみたいじゃない……。

　心の中でぶつぶつ文句を言いつつも、叶未のマンションから十分弱歩いて、目的のホテルに到着した。

　レストランの場所は一階。入り口で『郡司』の名を告げ、予約席に案内してもらう。スタッフによると、至さんはすでに到着しているらしい。

　広々とした店内を通って案内されたのは、明るい日差しの降り注ぐテラス席。ゆったりとしたソファが向き合うように設置されていて、なにげなく外を見ていた至さんが、私に気付いて軽く手を上げる。

「ごめんなさい、お待たせして」

「いや、俺が早く来ただけ。家にいても落ち着かなくて」

　そう言って苦笑する至さんは、ベージュのセットアップにホワイトのインナーを合わせた、全体的に明るいファッション。私も着替えてきて正解だったのかもと、今さら妹夫妻に感謝する。

「今日は雰囲気が違うな」

「に、似合ってないですか？」

「いや、その逆。芽衣には華やかな色が似合う。婚活パーティーの時も、たしかピンクのワンピースだったよな」

　四年も前のことなのに、はっきり言いあてた彼に驚き、思わず目を丸くする。

「よく覚えてますね……」

「芽衣のことならなんでも覚えてる」

　サラッと思わせぶりなセリフを吐く彼に、どきりとする。

　そういえば、オフの時の彼は、甘い恋人に豹変するんだった。いちいちドキドキしていたら身が持たないとわかっていても、久々のデートを意識しすぎて、どうしても鼓動が騒ぐ。

　そのうち、至さんが予約したランチコースが始まり、料理が運ばれてくる。

　まずは前菜の盛り合わせで、その盛りつけの美しさに感動した。皿に乗った色とりどりの前菜のうち、合鴨のスモークを口に含み、ゆっくり味わいながら、テラスに優しく流れる風を感じる。

　時間って、こんなにゆったり流れるものだっけ……。

　成優との生活ではほとんど外食をしないので、ホテルのレストランで洗練された料理を食べるなんて何年ぶりだろう。

　思わず口元に小さな笑みを浮かべていたら、至さんが言う。

「よかった、気に入ってもらえたみたいで」

「すみません、今日はゆっくり食事をしに来たわけじゃないのに」

「そんなに堅苦しく考えるなよ。俺は、仕事や成優ちゃんのことでいつも一生懸命なきみを少しでも甘やかしたいと思って、このレストランを選んだんだ。存分に食事を楽しんで」

「……はい」

　甘やかしたいだなんて言われてまたしてもどぎまぎしつつ、お言葉に甘えて食事を楽しむことにする。至さんと料理の感想を言い合いながら笑っていると、まるで付き合っていた頃に戻ったかのよう。成優のことや至さんのお母様のことも、焦らずゆっくり、ふたりで最善の道を模索していけばいいのではないだろうか。

　ようやくポジティブに考え始めた彼との未来について、私から切りだそうとしたその時だった。

「あれ？　至くんじゃない？」

　私たちの席のそばで、ふと女性の声がした。

　顔を上げると、そこにいたのは見覚えのある美しい女性――たしか、蘭さんという名だった。私はとっさに過去を回想し、胸が苦しくなった。

　あれは、私が至さんに妊娠の件を相談しようとしていた日――。

『あと、コンドームも買っておこうかな？』

　蘭さんはコンビニで至さんにそう持ちかけ、ふたりで意味深な会話をしていた。

　昔より顔がふっくらとしていて、お腹が大きい。どうやら妊娠しているようだ。

　妊娠……まさか、至さんの子じゃないわよね……？

　つい悪い想像をしそうになっていると、至さんはなぜか焦ったように席を立った。

「蘭さん、ちょっとこっちへ」

「えーっ？　なんで？　紹介してよ、彼女」

「絶対嫌です」

　至さんはそのまま蘭さんを連れ、私の目の届かない場所まで行ってしまった。

　取り残された私は、先ほどまでの楽しい時間が嘘だったかのように、気分が塞ぐ。

　彼女のこと、ずっと考えないようにしていたけれど……やっぱり、至さんとそういう関係なの？　普通の同僚なら紹介できるはずなのに、どうしてコソコソするような真似を……。

「こんにちは」

　悶々としていると、今度は聞いたことのない男性の声が頭上から降ってきた。

　私に挨拶してる……？

　半信半疑で顔を上げた先には、アラフォーくらいと思われる、ゆるいパーマのかかった茶髪の男性が立っていた。ニコニコと彼が浮かべる軽薄そうな笑みは、婚活パーティーの時の強引な男性、難波さんを彷彿とさせる。

　もしかして、ナンパ？　警戒心を張り巡らせながら、一応問いかける。

「あの、私になにか……？」

「ああ、申し遅れました。私、こういう者です」

　彼はジャケットの内ポケットから名刺を取り出し、スッと差し出す。

【三船法律事務所　所長　三船京一郎】

　三船って……至さんの上司の？　失礼だけど、イメージしていた人物と違ったので驚いた。至さんが尊敬している弁護士先生なら、もっと誠実そうな見た目の男性かと勝手に想像していたから。

「はじめまして。観月芽衣と申します。至さんの……友人、です」

　嘘ではない。今は、これが精いっぱいの自己紹介だ。

「友人？　おかしいな。きみ、パンダの芽衣ちゃんだよね？」

「パンダ……？」

　首を傾げた私に三船さんは少し顔を近づけ、コソコソと話す。

「ああ。郡司のヤツ、オフィスにひとりになるとこっそりデスクの引き出しを開けて、パンダのぬいぐるみを取り出すんだ。それからもう一度周囲を窺って、ぬいぐるみにキスするのがいつもの流れ。ある日それを目撃した俺と妻が問い詰めたら、白状したよ。そのパンダ、芽衣ちゃんって彼女にもらった、大切なものなんだって」

　嘘……あの至さんが？　確かに、動物園でデートしたあの日、私に会いたくなったらパンダにキスして我慢してと、冗談では言ったけど……まさか本当にそうしていたなんて。

　驚きと、くすぐったいようなうれしさでなにも言えずにいると、テラスに慌てた様子の至さんが戻ってきた。

「ちょっ、三船さん！　芽衣に余計なこと吹き込まないでください！」

「残念～。パンダにキスする話はもうしちゃった」

「なっ……！」

「至くん、観念しなよ。素直になるのは悪いことじゃないんだから」

　頬を赤らめて口をパクパクさせる至さんの背後から、蘭さんがひょこっと顔を出す。そして、三船さんの隣に移動した彼女は、彼の腕にギュッと掴まり身を寄せた。その時初めて、三船さんと蘭さんの左手の薬指に、お揃いの指輪が光っているのに気付く。

　あれ？　もしかして蘭さんと三船さんって……。

「卑怯ですよ。夫婦で結託して勝手に芽衣に近づいて」

「たまたま夫婦で食事に来たら、部下が恋人の前でデレデレしてる姿を見かけたんだ。冷やかそうと思うのが普通だろう。ねえ、蘭ちゃん？」

「そうだよ。京ちゃんの言う通り！」

　三人の会話で、ようやく彼らの関係性がはっきり呑み込めた。

　蘭さんは、三船さんの奥様なんだ。しかも、かなり仲睦まじいご夫婦のようだ。

「……もういいです。とにかく、これ以上俺たちの邪魔をしないでください」

「わかってるって。じゃあ芽衣ちゃん、また。郡司を訴えたくなった時にはこの三船にぜひご相談ください」

「私たち、至くんの恥ずかし～い話まだまだ知ってるから、ぜひ至くんのいない時に事務所に遊びに来てね」

　にぎやかな三船夫妻はにっこり笑ってそう言い残し、私たちのテーブルから離れていく。改めて至さんと向き合うと、彼はすっかり疲れ切った表情になっていた。

「想定外だ。あのふたりに会うとは……」

「あの、至さん。蘭さんについてちょっと聞きたいことがあるんですけど」

「ん？」

　蘭さんが三船さんの奥様だということはわかった。ご夫妻の仲がとてもいいということも。しかし、だからこそなおさら、過去のコンドーム発言が腑に落ちない。

「私、あなたに妊娠のことを相談すべきか悩んでいた時、あるきっかけで、至さんと蘭さんの仲を疑ってしまったことがあるんです。その日、私はコンビニに入っていくふたりをこっそり尾けて……」

　私はあの時聞いたふたりの会話を、そのまま至さんに伝える。至さんは目を丸くしてきょとんとした後、記憶を思い返すように宙を睨んだ。

「ああ、思い出した。なるほどな。会話だけ聞いたのなら、誤解するのも無理はない」

　至さんは苦笑し、あの日なにがあったのか、説明し始めた。

「蘭さんが前の職場でセクハラを受けていた件は、話したことがあったよな？　そのせいで心に傷を負った蘭さんは、長年、夫である三船さんとの夫婦生活にも応えられずに悩んでいた。そんな時、俺が芽衣と付き合い始め、自分でも気付かない変化が色々あったらしい。その……あれだ。パンダの件も、その延長というか」

　暴露されたのが相当恥ずかしかったらしい。至さんはゴホッと咳払いをして続ける。

「きみと出会う前、母の件で交際女性から〝マザコン〟と言われた経験もあって、俺は恋愛にそれほど期待していなかった。しかし、きみのおかげで恋愛観は百八十度変わった。蘭さんはそんな俺に感化されて、三船さんとの夫婦生活にチャレンジしてみたいと思えるようになったそうだ。アレを買おうという発言は、その意思表示だ」

　ようやくすべての疑問が解けた。と、同時に、つらい経験を乗り越え夫婦の愛を貫こうとした蘭さんと至さんとの仲を疑うなんて、早合点にもほどがあると反省する。

「そうだったんですね……ごめんなさい。勝手に誤解して」

「いや、思わせぶりな会話だったのは確かだし、芽衣は妊娠してすぐの、不安定な時だったんだろう？　謝る必要なんてない」

「でも」

「嫉妬してくれたんだとしたら、むしろうれしいよ。芽衣はいつも穏やかで、嫉妬なんて感情とは無縁に見えるから」

　確かに、昔はそうだったかもしれない。でも、至さんと出会ったことで私は色々な感情を知った。好きなのに、臆病になること。蘭さんへのつまらない嫉妬。彼の幸せを願い、身を引く切なさ。久々に再会した戸惑い。

　でも、今この胸にあふれているのは、そんな負の感情なんかじゃない。

　私はまっすぐに彼を見つめた。

「至さん」

　今日、じっくりと向き合ってみて、確信した。三年半の時を経ても変わらなかった、彼への想い。

「私、今でもあなたが好きです。成優の父親である、あなたが」

　至さんは息をのんで、瞬きをした。すぐには言葉が見つからないようで、たまらなく愛おしそうに、ただ私を見つめ返す。

　まるで時間が止まったかのようにいつまでも視線を絡めて、再びお互いの心が重なりあった喜びに浸る。やがて、至さんがいずまいを正し真剣に語りかけてくる。

「芽衣……俺もだ。あの時の決別は、お互いに後悔の残るものだったかもしれない。でも、こうして再び巡り合えたこと、俺は運命だと思っている」

「至さん……」

「母の状態も、今は純粋に俺の幸せを願ってくれるまでに回復している。だから、どうか前向きに考えてほしい。俺と結婚し、家族三人での再スタートを切ること」

　至さんの力強い眼差しが、私のためらいを溶かしていく。彼が、本気で私と成優を守ろうとしてくれているのがわかる。

　今の私たちなら、やり直せるかもしれない。至さんの目をまっすぐ見つめ返し、私は告げる。

「成優に聞いてみます。パパと一緒に暮らせるとしたら、どうしたいか」

「ありがとう、芽衣」

「それと、お母様には必ずご挨拶に伺わせてください。もちろん、お母様の調子のいい日に」

「わかった。話しておく」

　出会ったその日に付き合った過去に比べたら、なにもかもスローペースな私たち。けれどそれは、相手を思いやるがゆえのこと。あの頃のように傷つけ合うことなく、ゆっくり、丁寧に愛を紡いでいきたい。

　テラスに降り注ぐ春の日差しを受け、私はそんな穏やかな気持ちだった。










離れられない、離したくない




　至さんとのランチデートから二週間。五月の大型連休を使って、私と成優は至さんのマンションに遊びにきた。

「パパ……？」

「そうだよ」

「ホントにホント？」

「うん。だから、今度からは〝お兄さん〟じゃなくて〝パパ〟って呼んでくれるとうれしいな。俺も、成優ちゃんのこと成優って呼ぶから」

　部屋のドアを開け、私たちを迎え入れようとしてくれている至さんの前で、成優が放心している。何度もぱちぱちと瞬きをして、一生懸命この状況を理解しようとしているみたいだ。

　数日前、『パパが成優に会いたいって言ってるんだけど、どうする？』と聞いた時、迷わず『なゆもあいたい！』と言った彼女だが、そのパパが至さんだとは今の今まで内緒にしていたのだ。

　大和さんに対して抱いていたような淡い憧れを至さんにも感じていたとしたら、もしかしてショックかもしれない。成優って面食いだからな……。

「ママ」

「ん？」

　成優が不安げに私を見上げたので、屈んで目線を合わせる。すると、成優は私の耳元でコソコソと話す。

「だっこしてほしい」

「今？　いいけど」

　両手を広げて成優を抱き上げようとすると、成優は抵抗して首をぶんぶん横に振った。そして、また小声で言う。

「ちがう。……パパに」

　子どもなりに遠慮しているのだろう。ちらちらと至さんを窺いながらも素直に抱っこを頼めない成優がいじらしい。

「ママがお願いしてみようか？」

　そう尋ねると、成優は少し考える素振りをしてから一歩至さんに近づく。それからすうっと息を吸って言った。

「パパ」

「うん？」

「……だっこ」

　モジモジしながらもそう言った成優に、至さんはくしゃっと相好を崩す。

「いいよ。おいで」

　その場にしゃがんで両手を広げた至さんに、成優がギュッと抱きつく。至さんが立ち上がると、成優は楽しげに「きゃははっ」と声をあげた。背の高い彼の抱っこは、迫力があるのだろう。

「成優、うれしい？」

「うん！」

　至さんの問いに、満面の笑みで頷く成優。

　憧れのお兄さんが父親だという事実にショックを受けるのではとも思ったけれど、素直に受け入れて喜んでくれてホッとした。

　今夜は、一緒に暮らす前の予行演習のつもりでこの部屋に泊まることになっている。慣れない環境が成優のストレスにならないか心配だったものの、このぶんなら大丈夫そうだ。

「ママみて！　おててあらうところ、ふたつある！」

「本当、すごいねえ」

　小さなアパートの我が家とは違い広々とした高級マンションなので、成優はどの部屋を見ても大興奮だった。私も大袈裟に驚いてみせたが、彼は私と付き合っていた頃から引っ越していないので、どのインテリアも初見ではない。

　成優が感激した洗面所のダブルシンクも、この部屋に泊まった翌朝、至さんと横に並んでよく歯磨きをしたものだ。

「芽衣は懐かしいんじゃないか？」

　洗面所の入り口にいた至さんは、私が過去を思い出しているのを見透かしていたらしい。悪戯っぽい笑みを浮かべながらそう言って、探るように私を見る。

「べ、別に……」

「ふうん。ここで愛し合ったこともあったような気がするけどな」

　成優に聞こえないよう、私の耳元でそっと囁く至さん。途端にかぁっと頬が熱くなり、その時の光景が自然と頭に浮かぶ。

　洗面台に手をついて後ろから責められ、自分の乱れる姿を嫌というほど鏡で見せつけられて……って、なにを思い出させるの！

「な、成優、リビング行こう、リビング」

　慌てて成優の手を引き廊下に出ていく私に、至さんがクスクス笑う。

　今日は自分の家でリラックスしているからか、彼がいつもより意地悪だ。お泊まりとはいえ子連れだから、色っぽい展開はまったく予想していなかったけれど……今夜、もしかして危険？

　ここ数年、女としてはすっかり枯れた生活しか送っていないので、急に緊張してきた。昔と比べたら絶対に体形が崩れているし……。

「ママ、おなかすいた」

「あ、そうよね。冷めちゃうし食べましょう」

　ピンク色の妄想をパッとかき消して、手に持っていたハンバーガーショップの袋をダイニングテーブルに置く。マンションに来る途中、手土産とお昼ご飯を兼ねて、色々テイクアウトしてきたのだ。

「至さん、コーヒーでよかった？」

「ありがとう。久々だなハンバーガーなんて」

「みて！　なゆの、おもちゃついてるの！」

　子ども用のセットについてきた、人気のアニメキャラクターのマスコットを、成優が至さんに見せる。

「あー、懐かしいな。パパも昔、電車のヤツ集めてた」

「へえ、意外。至さん、子どもの頃から六法全書広げてるイメージでした」

「あのな……俺だって昔はもう少しかわいげあったんだぞ」

「ふふっ、想像できない」

　話しながら席に着いて、自分のハンバーガーの包み紙を開ける。するとなぜか、正面に座る成優がニコニコしながら私をジッと見つめていた。

「どうしたの？」

「ママ、よかったね」

「えっ？」

　きょとんとしていると、成優は至さんをちらりと見てからまた私に向き直り、ますます笑みを深めた。

「きょう、いっぱいわらってる」

「……そ、そう？」

　まったく自覚していなかったが、成優は大きく頷く。

　そうだとしたら、理由はひとつ。照れくさいけれど、認めるしかない。

「大好きなパパに会えたからね、きっと」

　至さんと目を合わせ、しみじみと口にする。

「娘の前でそう素直に宣言されると、照れるものがあるな」

　微かに頬を赤らめた至さんが、気まずそうに呟く。しかし、成優が追い打ちをかけるように彼に尋ねた。

「パパは？　ママのことだいすき？」

　直球の質問に、ますます至さんが照れて口ごもる。その様子をクスクス笑っていたら、彼はゴホンとひとつ咳払いをして言った。

「パパも、大好きです」

　予想外の飛び火に、私も動揺してポッと頬が熱くなった。

　……なるほど。娘の前で愛の告白をされるのは、確かに照れる。

「さ、さぁ成優、おしゃべりはこのくらいにして、ご飯を食べよう！」

　至さんがわざとらしくパチンと手を叩き、無理やり空気を変える。

「みてて、ぜんぶたべられるよ！」

　パパにいいところを見せようと、成優が慌ててハンバーガーにかぶりつく。ケチャップが頬にまではみ出て、絵本に出てくるお化けのよう。

「成優、お口拭いて」

「はーい」

「ちょっと待て成優。……かわいいから写真を撮る」

　至さんがスマホを取り出し、口の周りを真っ赤にしたままの成優を連写する。

　すっかり親ばか全開の彼にクスクス笑って、私もようやく自分の食事にありついた。




　お昼を食べた後は、散歩がてら近所のショッピングモールに出かけた。

　特に目的はないけれど、三人で絵本や子ども服を見ているだけで楽しいし、至さんと成優との触れ合いを間近でずっと見ていられるのが、なにより幸せだった。

　たくさん歩いたので三人ともすっかり疲れてしまい、夕食も外の洋食レストランで済ませた。マンションに帰ってお風呂に入ると成優はすぐに眠くなり、慣れない至さんのベッドでもあっという間に熟睡。

　寝かしつけを終えてリビングに戻ると、ソファに座っていた至さんが耳からスマホを離し、テーブルに置いたところだった。

「お仕事の電話ですか？」

　そっと声をかけたつもりだが、至さんの肩がびくっと跳ねた。

「……芽衣。成優、もう寝たのか」

　気のせいか、振り向いた彼の目にどことなく翳りが見える。

　少しの間うちに遊びに来ることはあっても、一日中成優の相手をしたのは今日が初めてだから、至さんも疲れているのかもしれない。

「ええ。いつもと違う環境に疲れたのもあったんだと思います。至さんもお疲れでしょう。なにか温かい飲み物でも淹れますか？」

「いや……。それより、ここに座ってくれ。話がある」

　なんだろう。深刻そうな彼の様子に、胸がざわめいた。

　言われるがまま彼の隣に腰かけると、至さんは俯きがちに口を開く。

「さっき、母から電話があった。少し前、芽衣と成優に会ってもらうために日程を調整してくれと頼んでいたから、てっきりその返事だと思っていたんだが……」

　至さんはそこで言葉を切り、眉を曇らせる。

　お母様からの電話だったと知ると、私の中のざわめきも大きくなり、緊張しながら彼が言葉を継ぐのを待つ。

「母の返事は……〝会えない〟だった。俺たちが結婚するのは構わないが、芽衣や成優と会うのは無理だと。理由を聞いても、頑なに教えてくれない」

「つまり……私に〝会いたくない〟ってこと、ですよね？」

　至さんは答えない。彼も、同じ可能性を考えていたんだろう。

　予想していなかったわけじゃない。至さんへの依存心が落ち着いたところで、お母様にとって彼が大切な息子であることに変わりはないんだもの。至さんのために結婚は認めたとしても、黙って彼の子どもを産むような女は、どうしても生理的に受けつけないのかもしれない。理屈じゃないんだ、きっと。

「至さん」

　うなだれる彼の肩に、そっと手を置く。私は大丈夫。そう伝えるように、微笑を浮かべてみせる。

「とても残念ですけど、私、だからってあの頃のように、なにも言わずにあなたから離れていったりしません」

「芽衣……」

「なにも知らずに、ずっと成優とふたりきりでも幸せだったと思います。でも……あなたと再会してしまった今、至さんなしの人生は考えられない。失いたくないんです、もう二度と」

　話しているうちに自然と目頭が熱くなって、涙がひと筋、頬を伝った。

　至さんはたまらなくなったように、ギュッと私を抱き寄せる。

「俺も同じだ。今まで、三年も会えずにいて平気だった自分が信じられない」

　彼はそう言って、ゆっくり体を離す。切なげに細められた瞳と視線が絡み、三年半ぶんの想いが膨れ上がる。愛しくて、切なくて、胸が焼け焦げそうなほど熱い。

「愛しているよ、芽衣。たとえ世界を敵に回しても、二度ときみを離さない」

「至さん……」

　微かに顔を傾けた彼が、唇を近づけてくる。私は目を閉じ、その甘い感触を受け入れた。

　濃密に香る至さんのほろ苦いライムの香りに、胸が高鳴る。キスは一度で終わらず、二度、三度と唇を啄んでは、私を甘く蕩かしていく。

「芽衣、きみが欲しい」

　キスの合間、浅い呼吸を繰り返しながら、至さんが言う。その手はすでに私のワンピースタイプのパジャマのボタンを上から二個目まで外していて、私は焦りつつ彼を見つめる。

「あの……もちろん構わないんですが、私、あまりにも久しぶりで」

「ブランクがあるのは俺も同じだ。芽衣以外、抱きたいとも思わなかったからな」

　ドキッとする発言をしながら、彼の手が、三個目のボタンを外す。そのまま下まで全部外した彼は、私の肩からするりとパジャマを脱がせ、素肌の胸に触れる。

「でも、安心しろ。芽衣の感じる場所もやり方も、全部覚えているから」

　彼はそう言うと、首筋に吸いつくようなキスをしながら私の体をソファに倒し、胸のふくらみを愛撫し始めた。

「あっ……」

　ゆっくり揉みしだかれながら骨ばった指に先端を弾かれ、甘い声が漏れる。

　私の体もきっと、至さんを覚えているんだ。久しぶりなのに、こんなにすぐ快感を覚えるなんて……。

　彼は片手で胸を弄りながら、もう一方の手を脚の間に這わせる。ショーツの上から軽くなぞられただけで、濡れた感触がまとわりつくのがわかった。至さんはクスクス笑って指を行ったり来たりさせ、煽情的な眼差しで私を見る。

「下着の上からでも、飲み込まれそうだ」

「んっ、やぁ……」

　こんな時、彼はとびきり意地悪になるんだったと今さら思い出す。それなのに感じてしまう自分も、昔となにも変わっていない。こんな淫らな自分の姿は、至さんにしか見せられない。

「もう、ダメ……」

「じゃ、やめようか？」

「それは、もっとダメ」

　絶頂の寸前で、中を暴いていた指を引き抜かれるという意地悪をされ、私は唇を噛んで物欲しげに彼を見る。至さんは汗で濡れた前髪をぐいっと後ろに流し、情欲に塗れた眼差しで私を見下ろした。

「素直でよろしい。もう俺も限界だ、入れるぞ」

「あ……あぁっ」

　至さんがぐっと腰を押しつけ、私の中に入ってくる。久しぶりでも痛みはまったくなく、至さんでいっぱいになった喜びで、全身が震える。

「ああ……芽衣。ずっと、こうしたかった」

「私もです……」

　互いの胸をぴったり合わせたままキスをして、吐息を重ねながら腰を揺らす。時折、愛しくてたまらないという目をした彼に優しく見つめられ、幸福に蕩けそうな思いだった。

　離れられない。離したくない――。

　私たちはその夜、切なくも熱い気持ちを溶かしながら、体力が果てるまで互いを求めあった。




　翌朝、日が高くなるまですっかり眠りこけていた私を起こしたのは、成優の元気いっぱいの声だった。

「ママ！　おきて！」

「う、ん……ちょっと待って」

　昨夜、パパが寝かせてくれなくて……、と説明するわけにもいかず、のっそり上体を起こす。成優はベッドの脇でニンマリ笑って私を見ていて、まさか『昨夜はお盛んでしたね』と言いたいわけじゃないよね……？　なんて、寝ぼけながら思う。

「ママ、なにかきづかない？」

「え？　なにかって、なに？」

「もう、ダメダメだなぁ～！　よくみて！」

　よく見るってなにをよ……。そもそも、起きたばかりで目がショボショボするのに。

　両手でぐりぐりと目元をこすっている途中、左目のそばで〝ごりっ〟と硬い感触がして、私は思わず自分の手を見る。

「えっ？」

　薬指に輝くのは、見覚えのない指輪。センターストーンには大きなダイヤが輝き、アームには主役を引き立たせるようにメレダイヤがちりばめられた、上品なデザインのプラチナリングだ。これって、まさか……。

「パパ～！　ママ、やっとみつけたよ！」

　成優は私の反応に満足したらしく、はしゃぎながら寝室を出ていく。

　パパに報告するということは、やっぱりこれは彼が……？

　半信半疑でジッと指輪を見つめていると、リビングダイニングの方から足音が近づいてくる。そして、成優が開けっ放しにしていたドアから至さんが顔を覗かせた。

「おはよう。指輪は気に入ってくれたか？」

「至さん、これ……」

「芽衣の想像してる意味で合ってるよ。結婚の時期はおいおい考えるにしても、とりあえずきみが予約済みの女性だって、周囲の男を牽制したいからな」

　至さんは不敵に笑って、ベッドに腰かける。

　結婚すると言ったってすでに子どももいるし、婚約指輪を用意してもらえるなんて思ってもみなかった。ベッドに座ったままジーンとしていると、至さんが指輪をはめた方の手を取って、ギュッと握る。

「幸せにする。きみも成優も必ず」

「至さん……ありがとう」

　至さんは私の顎をすくい、口づけをしようとする。しかし、唇が重なる寸前でぴたりと動きを止めた彼が、部屋の入り口を見てふっと苦笑する。

「成優。そんなところにいないで、こっちにおいで」

　振り向いた先にいた成優は、ぺろっと舌を出して笑う。そしてパタパタと室内に駆けてくると、ギシッとベッドに飛び乗って私と至さんの間に割り込んだ。

「三人で、ぎゅーしようか？」

「うん、する！」

　至さんは両手を伸ばし、元気よく頷いた成優と私を、いっぺんに抱き寄せる。大人ふたりに挟まれた成優は「せまい～」と言いながらも、ケタケタ笑ってうれしそうだ。

　こんな幸せを知ってしまったら、手放せるわけがない。

　彼のお母様に認めてもらうことは叶わなかったけれど、家族三人で助け合い、いつまでもこの穏やかな日常を守っていきたい。ふたりのかけがえない温もりを感じながら、私は胸に誓った。




　連休後半には私の実家がある福島に彼を連れていき、両親に至さんを紹介した。

　築百年を越える古民家をリフォームした実家は広さだけが取り柄だが、何度か来たことのある成優は『ももたろうのおうちみたい』と評して気に入ってくれている。

　居間である和室で両親と向き合った至さんは、一時期私と成優と離れていたことをとにかく謝り倒していたが、両親は私から事情を聞いているので彼を責めることはなかった。

「芽衣が自分で選んだことだから、いいんですよ。それより、お母様の具合はどうですか？」

「はい、以前よりはだいぶ落ち着いていて、今は問題なくひとりで暮らしているのですが……」

　母の問いに、至さんが表情を曇らせる。彼の口からはとても言いづらいだろうと、私が助け舟を出す。

「結婚は認めてくれるとおっしゃってくださっているけど、こちらから挨拶に行くのは遠慮してほしいみたいなの。多分、お母さんたちも会えないと思う。この状態で結婚するのは気が引けるとも思ったけれど……私たち、それでも一緒になりたいの」

　相手の親から祝福されない結婚なんて、反対されるかもしれない。それでも彼との結婚をあきらめるつもりはないと、両親を見つめて訴えた。

「芽衣がそこまで言うのなら、僕たちからはなにも言うことはない」

　そう言って優しく笑ったのは、父だった。それから母をチラリと見てばつが悪そうに頬をかく。

「なにせ、僕たち自身、親の反対を押し切って駆け落ちした身だからね」

「ええ。でも、その選択を一度も後悔したことはないの。だから芽衣たちも、自分たちの好きなようにすればいいわ」

「お父さん、お母さん……」

　背中を押してくれる両親に感謝の念があふれ、私の目にじわっと涙が浮かぶ。

　そういえば、成優をひとりで産むと決めた時も両親は反対せず、『つらくなったらいつでもふたりで帰っておいで』と言葉をかけてくれた。それがどんなにありがたかったか……。

「私たちの場合、両親との確執は時間が解決してくれた。郡司さんのお母様も、心がほどけるのに時間がかかっているだけかもしれないわ。いつかわかってくれると信じて待ちましょう。そんなに悲観的になることないわ」

　私と至さんは目を見合わせ、頷き合う。これから死ぬまでの長い長い道のりを、彼とともに歩こうと決めたのだ。急ぐ必要はない。

「ありがとうございます。芽衣さんの人柄が素晴らしいのはご両親譲りだって、今日はよくわかりました」

「そんな風に言ってくれる郡司さんこそ、本当に素敵な旦那さんだわ。芽衣と成優のこと、どうかよろしくね」

「はい。必ず幸せにします」

　至さんはぴっと背筋を伸ばし、両親に誓う。まじめな話が一段落すると、今まで畳に寝転んでタブレットの動画を見ていた成優が「おはなし、おわった～？」と至さんの背中に抱きつく。

　こうして自然と空気を読むのは、やっぱり成優の性格のようだ。いつでも私を信じてくれる母のように、成優が成優らしく成長するのを、おおらかな心で見守りたい。

　久々に、ゆったり時間の流れる実家で両親の優しさに触れたせいか、自分の親としての技量が少しだけレベルアップしたような気がした。










許すことはできなくても――side 至




　六月五日。俺と芽衣は、成優の誕生日に合わせて婚姻届を提出した。日曜日だったので成優も連れて区役所に行き、受理されたその場で記念写真も撮ってもらった。

　引っ越しは先月の内に完了しすでに三人での生活はスタートしているが、婚姻届を出すと改めて身の引きしまる思いがした。

　一家の大黒柱、なんて言葉は時代錯誤かもしれないが、いつか自分が家庭を持ったら、家族を支える頼もしい男でありたい、父のように家族を悲しませる男にはなりたくないと、昔から思ってきた。

　……父は本当に、どうしようもない男だったのだ。




『ねえあなた……。昼間、崎本さんという女性から電話があったのよ。その人、あなたの子を身籠っているなんて言うの。嘘よね？』

　俺が高校生の頃である。深夜に帰宅した父に母がそう言って詰め寄るのを、俺は階段の踊り場から見ていた。父は面倒くさそうにため息をつき、持っていたカバンを母に押しつける。

『きみは知らなくていいことだ』

『知らなくていいって……私、あなたの妻よ？』

『わかっている。しかし、よき妻というのは、余計な詮索をしないものだ。きみは日々の家事をこなし、至をまともな大人に育てればいい。簡単だろう、至は私に似て優秀な息子なんだから』

　煩わしそうに吐き捨て、風呂場へと消えていく父。

　当時の父は上場企業の役員に昇進したばかり。多忙なのは理解するにしても、その身勝手な言い分には憤りしか覚えなかった。俺の学校での成績にも興味がないし、家で勉強を見てくれたこともないくせに、俺のことを〝自分に似て優秀〟だという傲慢さも許せない。

　ふと母を見下ろすと、冷たいフローリングの床に座り込み、感情のない瞳で宙を見ている。

　子どもながらその表情に危ういものを感じ、俺は階段を下りて母に駆け寄った。

『なぁ母さん、アイツの浮気をちゃんと調べて、慰謝料をもらって離婚するべきだよ。これ以上一緒に暮らしていたら、母さんが壊れる』

　当時はまだ弁護士になるつもりはなかったが、相手の不貞行為を理由に慰謝料を請求できるという知識程度ならあった。金をふんだくったくらいで気が晴れるとは思えないが、愛情のない相手と一緒に暮らし続けるよりはいい。

『至……。そうよね、別れた方がいいのよね。でも、一度は一生添い遂げると決めた相手。幸せな時もあったのよ』

『そりゃそうかもしれないけど、今はどう見たって』

　アイツは母さんを愛していない――。喉元まで出かかったが、実際に口にすることはできなかった。息子の俺まで、母を傷つけたくなかった。

『心配してくれてありがとう、至。でもまずは、お相手の女性に会って、お父さんと別れてもらえないか頼んでみる』

　母はそう言って気丈に笑い、俺には『早く寝なさい』と促した。俺は多感な思春期ということもあり、父に対して心の中で〝あんなヤツ死んでしまえばいいのに〟と思ったことも、一度や二度ではなかった。

　その後も結局父が母に歩み寄ることはなく、不倫相手も交えた修羅場を何度かくぐり抜けた後、両親は調停によって離婚を成立させた。

　お世話になった弁護士はエネルギッシュな若手の女性で、相場より高額な慰謝料を父に支払わせるなど尽力してくれたが、弱り切った母の心については無頓着だった。

『実は、私もバツイチで子どもを育てているんです。頑張ればなんとかなります！　この離婚はプラスととらえて、前を向きましょう！』

『ええ。そうですね』

　拳を握って力説する弁護士に、母は曖昧に笑っていた。

　しかし、その時の母はもう、頑張っても前を向ける状態ではなかったのだと思う。日常生活を送ることはできたが、徐々に自分でなにかを決断することができなくなり、俺を頼る場面が増えていった。

　弁護士という職業は法律をベースに動くのだろうが、クライアントは人間だ。その心情を汲むことも大切だろう。両親の離婚問題で痛切にそれを感じた俺は、人の気持ちに寄り添う弁護士を志すことを決める。勉強は決して楽ではなかったが、徐々に激しくなる母の束縛に戸惑っていた時期でもあったので、将来の目標があることに救われていた。




　念願の弁護士になった現在。尊敬できる上司のもとで、やりたかった仕事と存分に向き合える充実した日々だ。

　そして今日はプライベートでも、最愛の女性、芽衣と結婚するという夢を叶えた。母はまだ、息子の妻と娘に会う決心がつかないようだが、芽衣と話し合って無理強いはしないと決めている。

　ゆっくり、焦らなくていい。芽衣と一緒にいると、いつもそうやって心が優しく包み込まれるような感覚がして、安心すると同時に彼女が愛おしくなる。

　父を反面教師にし、彼女と一緒に憧れだった温かい家庭を絶対に築いてみせる。

　強くそう思いながら、妻と娘を乗せた車を運転し、区役所から自宅マンションに帰った。

　到着したら、今度はパーティーの準備だ。成優の誕生日と俺たちの結婚を祝うために、夕方から芽衣の妹さん家族が来ることになっている。

　料理はデリバリーのパーティープレートを頼んでいるので、簡単に部屋を掃除して、小ぎれいな服に着替える。芽衣と成優はキッチンで手作りケーキの仕上げをしていて、その微笑ましい光景を思わずスマホの写真に残した。

　約束の時間ぴったりにやってきた妹さん家族は、妹の叶未さん、夫の大和さん、息子の瑛太くんの三人。初対面の俺が玄関で丁重に挨拶をしていたら、背後から「やまとくん！」と興奮気味の成優の声がして、あっという間に俺を追い越した成優が大和さんの脚にしがみついた。いつの間に着替えたのか、今日のために新調した淡い黄色のキッズドレス姿になっている。動くたびにふわふわと揺れるスカートの裾が、かわいいことこの上ない。

「お～、成優、今日は一段とかわいいね。プリンセスみたい」

「でしょっ？　やまとくんがくるから、おしゃれしたの」

　大和さんを見上げる成優の瞳は、見たことがないほどキラキラしている。確かに大和さんは、一見俺より年上に見えないくらいの爽やかな容姿だが……。

　ざわ、と胸の奥が複雑に揺れ動くのを感じ、俺は思わず服の上から手をあてる。

　なんだ？　この不穏なモヤモヤは……。

「あら成優、大和さんは叶未と結婚してるから、あきらめたんじゃなかったの？」

　いつまでも玄関にいる俺たちを呼びにやってきたのか、芽衣がリビングから出てきて言う。成優は芽衣の方を振り向くと、恥ずかしそうに笑う。

「ほいくえんできいたの。けっこんしてるひとでも、なんだっけ？　りゃくらつ？　すればいいって」

　りゃくらつ……？

　難しい言葉は舌足らずになることもある成優だが、りゃくらつとはなんだろう。

「成優……もしかして、略奪のこと？」

　おそるおそるといった感じに、芽衣が尋ねる。

「そう！　それ！　なゆ、やまとくんりゃくだつする！」

　そう言ってまたしても大和さんの脚にギュッと抱き着いた成優。大和さんはあははっと笑って「やるなー、成優」と感心し、叶未さんも「成優ったら」と呆れつつ微笑んでいる。

　……が、俺は娘の口から略奪なんて言葉が飛び出したショックで、頬が引きつるばかり。

「至さん、顔が怖いですよ」

　クスクス笑う芽衣に指摘され、俺は彼女に尋ねる。

「成優って、前から大和さんに対してあんな感じなのか？」

「そうですけど……あ、もしかして嫉妬してます？」

「いや、さすがに嫉妬ではな――」

「ねえ成優、大和さんとパパだったら、どっちが好き？」

　不意に芽衣がそんな質問を成優に投げかけ、俺の胸がドクッと跳ねた。

　ここで大和さんと言われたら、立ち直れない。成優、頼む……。

　テレパシーを送るように成優をジッと見つめていたら、大和さんから離れた成優は少し不満そうに言う。

「そりゃ、パパだけどさ。パパとはけっこんできないって、ほいくえんできいたから」

　略奪の話といい、三歳児がそんなことを知っているとは、保育園の情報網、恐るべし。しかし、なんとか父親のプライドは守られた。俺の口元が自然と緩む。

「至さん、今度はニヤニヤしてます」

「仕方ないだろ。正直、成優との歴史は大和さんの方が長いから自信がなかったんだ」

　生物学上は父親でも、立派に父親らしいことができているかと言われたら、まだまだだと思う。三年も、芽衣にひとりで子育てさせてしまっていたのだから当然だ。芽衣にも成優にも、これから一生をかけて、その埋め合わせをするつもりだ。

　リビングに移動した俺たちは、さっそくパーティーを始めた。六人で楽しく食事をした後、ケーキをテーブルの中央に置き、成優がろうそくを消す。落としていた部屋の照明を点けると同時に、プレゼントを渡した。

　俺と芽衣からは、今成優がハマっているアニメ『魔法少女オトメ』の魔法ステッキ、叶未さんたちからはピンク色を基調としたドレッサーのおもちゃだ。

　成優はどちらもとても喜んでくれたが、一番喜んだのは、瑛太くんからの手作りネックレスだった。大きめのビーズをテグスに通して作られたそれは、ビーズの配置やデザインを決める工程こそ大和さんが手伝ったらしいが、実際に作ったのは瑛太くんひとりだそう。

　作っている途中、時々ビーズがテグスから抜け、瑛太くんが癇癪を起こすこともあったそうだが、それでも最後までひとりでやり遂げたのだと聞き感心した。成優より言動はやや幼い印象だが、男らしく立派な根性があるようだ。

　プレゼント交換の後には、部屋のどこかに隠したお菓子を見つける〝宝探しゲーム〟をしたが、それも成優より瑛太くんの方が最後まで本気で探していた。

　男の子も、なかなかかわいいな。ふたり目、か……。

「なぁ芽衣」

「はい」

　叶未さんたちが帰り、成優も寝かしつけた後、キッチンで食器を洗っていた芽衣に、俺は背後からぴたりと身を寄せた。そのまま耳に軽くチュッと口づけると、芽衣が首だけ俺の方を振り返って「甘えたくなったんですか？」と微笑む。

「ああ。今日は成優の誕生日でもあるが、俺たちの結婚記念日でもあるだろう？　甘えたいし、甘えさせたい。瑛太くんを見ていたら、ふたり目も欲しくなったし」

　芽衣の肩をギュッと抱きながらそう告げると、彼女は少し黙ってから体を反転させ、正面から俺に抱きついて言った。

「至さんがそう思ってくれるのはうれしいですし、私も成優に妹弟がいたらなって思うことはあります。だけど……もう少し、待ってくれませんか？」

　芽衣の大きな瞳が、切なそうに潤んで俺を見上げる。彼女の中には、ふたり目を授かることにためらいがあるようだ。

　これから三人での生活を軌道に乗せようというところなのに、気が早すぎたかもしれない。子どもが欲しいと言ったって、実際にその命を体に宿すのは女性だ。芽衣には大切なカウンセラーの仕事だってあるのに、深く考えずに提案してしまった。

「ごめん。今日、瑛太くんがかわいかったから、つい言ってみたくなっただけなんだ。もちろん、ふたり目が欲しいのは事実だけど……芽衣がいいと思うタイミングで、全然かまわないから」

　俺は芽衣の髪を優しく撫で、言い聞かせる。芽衣は俺の胸の中で小さく「ごめんなさい」と呟き、それからおずおずと視線を上げ、俺を見つめる。

「それとは別に、純粋に甘えてもいいですか？」

　なんてかわいいおねだりなのだろう。一度落ち着きかけた欲情が瞬時に燃え盛り、俺は芽衣の顔を両手で掴んで強引に唇を合わせた。

「……いいに決まってる」

　濡れた唇でそう告げると、俺は芽衣の体を抱き上げソファに移動する。キスをしながら服を脱がせ、今日から正式な妻となった芽衣の体を、大切に大切に愛した。




　成優の誕生日からおよそ一カ月も経つと、三人での生活にもだいぶ慣れてきた。育児のレベルはまだまだ芽衣に及ばないが、成優はあまり手のかかる子ではないのでそれほど苦労はない。独身時代は適当だった生活リズムも子どもに合わせて規則正しく矯正され、以前より体が軽くなった気がする。

「じゃあな、成優。いっぱい遊んでおいで」

「うん！　パパも、おしごとがんばって！」

　自家用車で保育園に成優を送るのは、芽衣より出勤時間に余裕のある俺の仕事。別れる時にパチンと手をタッチして、成優を先生に託す。リュックに着けてある【ぐんじ　なゆ】と書かれた園バッヂにささやかな幸せを感じつつ、クラスに向かっていく小さな背中を見送った。

　車に戻りエンジンをかけると、スピーカーから平和なアニメソングが聞こえてくる。今までは情報収集のためにラジオをかけていることが多かったのだが、最近はもっぱら子ども向けの音楽ばかりだ。

「ピュアピュア、魔法少女・オトメ♪」

　信号待ちの間、ついリズムに乗って口ずさむ。毎日のように聞かされているため、歌詞もすっかり暗記してしまった。

「恋の魔法はワンツースリー♪」

　成優が一緒の時ならまだしも、ひとりの時にこうも気分よく歌ってしまうとは、我ながら浮かれているなと思う。三船さんと蘭さんに聞かれたら、からかわれること間違いなしだ。……仕事中は気を付けよう。

　俺はなんとなく咳ばらいをし、次の信号で止まった時にラジオに切り替える。そして今日の予定を軽く思い返しながら、徐々に弁護士のスイッチを入れるのだった。




「郡司、電話だ。『青あお桐ぎりがんセンター』ってところから」

　正午前、裁判所に出廷してから事務所に戻ると、三船さんが自席から俺を呼んだ。

「がんセンター？　医療訴訟の相談でしょうか」

「違う。看護師からだ」

　看護師？

　ますます俺には心当たりがないが、すぐに自分のデスクの受話器を取り、応対する。

「お電話代わりました。郡司です」

《お忙しいところすみません。私、こちらの緩和ケア病棟に入られているお父様の担当看護師で、新にい沼ぬまと申します》

「……緩和ケア病棟？」

　俺の脳が一瞬ショートした。

　父が、がんセンターの、緩和ケア病棟にいる。つまり、なにかしらのがんを患っているが、積極的な治療を行わず、死を待っている……？

《お父様は、肝臓がんのステージⅣです。リンパ節にも転移があり、治療をしても予後がよくなる確率は低く……ご本人の希望でこちらの病棟に入りました》

　突然のことに、言葉が出ない。

　ずっと憎かった相手だし、親子の縁も切っているつもりだ。

　それでも、実の父が死期を迎えようとしているなんて簡単には信じられない。

《それで、お父様は遺言状を作成するにあたって、郡司さんのお力を借りたいと》

　遺言状。その言葉の持つ暗い重みに、父の病状が真実味を帯びる。そんなものを用意しなければならないほど、切羽詰まっている状態なのか？　看護師の話を聞く限り、会話はできるようだが……。

　俺はぐるぐると色々なことを考えつつも、気を逸らすように事務的に回答する。

「息子の私は直系血族ですので、公証人として遺言状を作成することはできませんが」

　遺言者からの依頼で第三者が作成する、公正証書遺言というものがある。弁護士はその依頼を受けることも多いが、依頼者が父となると、俺にはできない。

　未成年者や推定相続人、配偶者、直系血族などは、遺言状の公正さを保つため、証人になれない〝欠格者〟なのである。それを知らずに万が一欠格者に作成を頼んでしまうと、せっかく残した遺言状の内容がすべて無効になる。

《いえ、作成はご本人の直筆で行うそうです。ただ、法律的にミスがないよう、郡司さんのご助言をいただきたいとのことで……》

　弁護士には仕事を選ぶ権利がある。受けたくない依頼は、断ればいい。

　しかし……。

「わかりました。これから伺います」

　俺は気が付いたらそう返事をしていた。病院の場所を聞いて電話を切り、さっき出先から戻ってきたばかりだが、再びせわしなくバッグを持つ。

「お父さん、具合悪いのか？」

　三船さんがそう言って、俺のデスクに歩み寄る。

「はい。どうやら末期がんのようで……遺言を書くのに立ち会ってほしいと。不思議ですよね。一度は〝死んでしまえばいいのに〟という思いが頭をよぎるほど憎んだ相手でも、実際死んでしまうかもと連絡を受けたら、落ち着いていられないなんて」

　三船さんには、弁護士を目指した経緯と合わせて、過去の父がした非情な言動を話したことがある。その時は『お前の親父さん、相当クズだねえ』なんて言っていた彼だが、今は俺と同じように神妙な面持ちだ。

「弁護士やってると、思うけどさ。憎むべき相手がいなくなるのもまた、被害者を苦しめるんだよな。真実は闇に葬り去られ、憎しみのぶつけどころもなくなってしまう。お前も複雑だろうが、幸い親父さんはまだ生きてる。この際言いたいこと全部ぶちまけてこい。親父さんも、お前に恨まれてることは重々承知で頼んできたんだと思うぞ」

　ポン、と三船さんに肩を叩かれ、俺は黙って頷くと事務所を出た。

　三船さんの言う通りだ。父を憎んだまま、なにも知らされないうちに死なれていたら、俺は別の意味で苦しんだかもしれない。

　会えるうちに会って、言葉を交わすべきだ。

　アンタのせいで青春時代は暗かったが、そのぶん、今とても幸せだって自慢してやればいい。かわいい娘は三歳で、近いうちにきっとまた家族が増える。幸せな家庭を築けなかったアンタは、せいぜい天国の上で悔しがれって。

　ま、あんなに下劣な不倫をした父のことだから、地獄行きかもしれないけれど――。

　頭の中には次々と憎まれ口が浮かぶ反面、死期を目前にした父と会うのが漠然と怖かった。いつでも偉そうに上から目線でものを言う、憎らしい父の姿はきっとない。

　最期くらい、穏やかに見送ってやるべきなのか……？

　ぼんやりそう思いながら電車に揺られ、俺は都心から離れた青桐がんセンターへと向かった。




　病院に到着してすぐ、電話でも話した担当看護師の新沼さんが、俺を案内してくれる。緩和ケア病棟に足を踏み入れるのは初めてだったが、想像していたより明るく開かれた空間で、一般病棟とそれほど変わらない印象を受けた。

　日当たりのよい病棟の一角にはテーブルや椅子の置かれたラウンジがあり、何人かの患者が談笑している。

「このラウンジでは、季節ごとに催しをするんです。来月は高校生が和太鼓を演奏しに来てくれるんですよ。普段はどうしても変わりばえしない生活ですから、そういう催しを患者さんのほとんどが楽しみにしてくれています」

「なるほど……では、父も？」

「ええ。つい先日も七夕の行事があったのですが、お父様は真剣に短冊に願い事を書いていました。ラウンジの隅にまだ飾ってあるので、お帰りの際にでもゆっくりご覧ください」

　新沼さんは見た目からまだ二十代だと思われるが、その話しぶりから緩和ケア病棟での仕事に自信と誇りを持っている様子が窺えた。

　父の担当が彼女のような看護師でよかった。そう安心している自分に気付き、やはり俺は父が心配なのだと認めざるを得なかった。

　同情しているわけじゃないし、父のことは変わらず憎い。しかし、だからといって本気で死んでほしいわけでは決してなかったのだ。

　俺と母にした仕打ちを忘れず、十字架を背負いながら生きていてほしい。それが正直な気持ちだ。

「こちらです」

　ひとつの病室の前で足を止めた新沼さんが、ノックをしてドアを開ける。

　すると中から話し声が聞こえてきて、先客か？と思いながらベッドに視線を向ける。

　そこには、すっかり痩せて顔色の悪くなった父が、ベッドのリクライニングを起こして誰かと話している。その〝誰か〟は見覚えのある制服姿の高校生。父のもうひとりの息子、俺の弟でもある塁だった。

「塁……？」

　思わずそう声に出すと、塁もこちらに気付いて「兄貴」と手を上げる。父の視線もこちらを向いたが、俺は目を合わせる勇気が出ず、とりあえず塁に話しかけた。

「お前、学校は？」

「今、テスト期間だから午前で終わり」

「で、どうしてここに？」

「俺が新沼さんに頼んで呼んでもらったんだ。もちろん、母親の許可も取った」

　塁の代わりに、父が答える。そこで初めて、俺は父と視線を合わせた。もともとシャープだった頬はさらにこけ、目元は落ちくぼみ、唇は呼吸をしているだけでも苦しそうに震えている。

　想像していた以上に弱りきったその姿に、思わず胸が詰まった。

「立派になったな、至」

「……こんな時だけ父親面かよ」

　塁とは反対側に椅子を置いて座り、俺は目を逸らしてそう言った。本心ではその身を案じていても、簡単に素直になることはできない。

「ああ、その通りだ。最後にどうしても父親面がしたくて、お前たちを呼んだ。しかし、ふたりとも来てくれるとは意外だった。自分のしたことを思えば、断られるとばかり……」

　病のせいで、父は気持ちまで落ち込んでいるようだ。過去の過ちを悔やむように、目を伏せている。

「俺はそこまで恨んでないですよ。不倫したのは俺の母親も同罪ですし……俺、ぶっちゃけあんまちゃんと覚えてないし。まぁ、兄貴はそうはいかないかもしれないけど」

　塁がそう言ってちらりと俺を見る。しかし、俺はなかなか父にかける言葉が見つからない。

「至に恨まれるのは当然だ。俺自身、こんな体になったのは自分のしたことの報いだと思っている。因果応報というのは本当にあるんだと、身をもって知ったよ」

　因果応報……？

　父が反省の気持ちから言っているのはわかるが、同意しかねる。

　そんなものがあるなら、弁護士はいらなくなってしまう。警察も、検事も判事もだ。

　過ちを犯した者に報いを受けさせるのは、神や仏じゃない。法に携わる者が、公平な目で真実を追求し、その罪を裁くのだ。

「俺は確かに、あなたを恨んでいないと言ったら嘘になる。しかし、病気は当然の報いだなんて思わない。治療方法があるのなら、治ってほしいと思う」

　複雑な心境を正直に伝えると、胸につかえていた大きな塊がゆっくり小さくなっていくのを感じた。

　許すのは無理でも、病に苦しむ父を理不尽に責めたいわけじゃない。今、俺がこんな風に思えるのは、おそらく芽衣のおかげだ。この場にはいない彼女に、人知れず感謝の思いを抱く。

　父は俺の言葉が意外だったようで、驚いて目を見開く。それから徐々に涙目になり、頭を下げた。

「至、ありがとう。その言葉を聞けただけで、もうこの世に思い残すことはない」

「……いや、まだ早い。遺言書を書くんだろう？　思い残すことはなくても、金は遺してもらわないとな。あ、相談料もキッチリもらうぞ」

　自らの死を受け入れた父の発言が切なくて、わざと冗談で悪徳弁護士ぶってみる。それでも、父はうれしそうに目を細めていた。

　塁もニヤニヤしながらその様子を見ていて、俺たちは奇妙な親子三人の時間を、しばしの間穏やかに過ごした。




　帰り際、またなにかあれば連絡をくれと看護師の新沼さんに伝え、俺と塁は病室を出る。

　外は日が暮れかけていて、ラウンジを通りかかった時には、窓から差し込む西日で目がくらんだ。

「そういえば、ここに短冊があるって言ってたな」

「短冊？」

　視線を動かすと、壁の隅に飾ってある三本の笹が目に入る。それぞれに、色画用紙で作られた短冊が、いくつもぶら下がっていた。……父はなんと書いたのだろう。

「あった」

　俺の声に反応し、背後にいた塁も近づいてくる。

　ふたりで見つめる空色の短冊には、【家族の幸福】と書いてあった。

「家族って……俺たち？」

「そうじゃないか？　父の両親は他界しているし、兄弟もいなかったはずだ」

「ふうん。まぁ、兄貴は言われなくても幸せだよな」

　からかうような目でそう言った塁に、俺は苦笑した。

「まぁな。お前には悪いけど否定しない」

「あ、けどさ、ちゃんと家で休ませてあげてる？　最近の芽衣ちゃん、疲れた顔してるんだ」

　芽衣が疲れた顔を……？　もしや、俺のせいだろうか。

　家事や育児はできる限り協力しているつもりだが、成優が寝た後夫婦でまったりしていると、つい芽衣を求めてしまう日が多い。

　それで睡眠不足になっているのかも……。

「貴重な情報サンキュ。帰ったら、芽衣のことよく注意してみるよ」

「よろしく。兄貴がでろんでろんに甘やかせばきっとすぐ回復だよ」

　調子に乗って冷やかしてくる塁の頭を小突いて、病院の外で別れる。

　父に会うのは予定外だったので、俺は残った仕事を片付けるべく急いで事務所に戻った。




「ただいま」

「おかえりパパ～！」

　二十時過ぎに帰宅すると、いつものように玄関で成優が出迎えてくれた。たまらず小さな体を抱き上げて、頬ずりする。「くすぐったいよ」と笑う成優の声に、疲れた体と心が癒やされる。

「ママは？」

「ベッドのおへやででんわしてる」

「そうか。じゃ、静かに歩こう」

　成優を床に下ろし、〝しー〟とふたりでひと差し指を立てながら、忍者のように廊下を歩く。リビングダイニングのドアを開けると料理のいい香りがして、思わず腹の虫が鳴った。

「お、今日はポークケチャップか」

　ダイニングテーブルの上に、俺の分の夕食が、ラップをかけて置いてある。

　基本的に帰りは芽衣の方が早いので、夕食に関しては彼女に頼ってばかり。日頃のそんな積み重ねも、彼女を疲れさせてしまう要因だったかもしれない。

　俺は手を洗い、ポークケチャップの皿をレンジに入れると同時に、電気ケトルで湯を沸かす。芽衣と俺のぶん、ふたつのカップを用意して、ほうじ茶を淹れた。

　一緒に夕食を取れない日は、こうして芽衣にお茶を用意して俺の食事に付き合ってもらい、夫婦の会話をするのが定番の過ごし方なのだ。

　ちょうどお茶と食事の準備が整ったところで、電話を終えたらしい芽衣が部屋に入ってきた。塁に聞いていた通り、どことなく表情が暗く見える。

　それでも、俺の姿を見つけるとパッと笑顔になった。

「おかえりなさい。今日もお疲れさま」

「ただいま。芽衣こそ、いつも仕事の後夕飯を用意して、疲れるだろう。休みたい日は外食でもいいし、買ってきてもいいんだぞ？」

「ありがとう。でも、料理は好きだから平気です」

　芽衣は言いながら向かいの椅子を引いて、腰を下ろした。それから、リビングで録画の『魔法少女オトメ』に夢中になっている成優を見て、穏やかな母親の目になる。

　芽衣らしい優しい表情に、飽きもせず胸が高鳴った。

「そういえば、もうすぐ誕生日だな」

「そうですね。至さんも」

　俺たちは、偶然にもふたりとも七月生まれ。誕生日は芽衣が十九日で、俺は二十九日だ。

「間の二十四日がちょうど日曜日だから、その日にお祝いするか」

「そうしましょう。ただ私、午前中だけ出かける用事があるんです、成優をお願いしてもいいですか？」

「ああ、わかった。成優と一緒に、芽衣をどうやって喜ばせるか考えてパーティーの準備をするよ」

「ふふっ、楽しみにしてます」

　にっこり笑った芽衣の表情に、先ほどのような翳りはもうない。

　俺はホッと胸を撫で下ろし、先月からすでに計画を立て始めていた、芽衣への誕生日プレゼントに思いを馳せる。

　彼女に内緒で、実はあるサプライズをするつもりなのだ。

「ママ、ねむい……」

　そんなことを思っていると、成優が目をこすりながらダイニングにやってくる。すぐに立ち上がろうとした芽衣に「俺がやる」と宣言し、皿に残っている夕食を急いで食べた。

　寝かしつけは意外と疲れる育児のひとつだが、成優が眠くなる時間は大体俺の食事中か入浴中。夕食作りと同じく芽衣に頼ってしまうことが多いので、代われる日は代わりたい。

「今日はパパと寝よう。寝る前に歯磨きだ」

「はぁい」

　幼児の小さな歯を丁寧に磨くのも、なかなか難しい。胡坐をかいた脚の上にごろんと仰向けにさせ、小さな歯ブラシを歯にあてる。たまに「いはい（痛い）」と成優に言われつつも、苦労して歯が綺麗になると、やはり気持ちがいい。

「じゃ、寝かせてくる」

「ありがとう。なんだか今日はいつも以上に優しいですね」

　成優を連れて寝室へ行こうとすると、ドアの前まで見送りに来た芽衣が、感謝の意を示すように優しいキスをくれた。

　日常のさりげない瞬間に、きちんと「ありがとう」が伝えられる彼女は本当に心が美しいと思う。さらに、不意打ちのキス。そんなことをされたら、成優を寝かせた後で今夜も……と欲が出そうになるが、それでは寝かしつけを代わる意味がない。

「大したことはしていないよ。芽衣はゆっくりしていて」

「ママ、おやすみ」

「うん、おやすみなさい」

　成優と手を繋いで寝室に移動し、並んでベッドに入る。

「パパとねるのひさしぶりだね」

「そうだな。今度からは、もっといっぱいパパと寝よう」

「うん！　パパおっきいからあったかくてすき」

　布団にもぐり、ぐりぐりと胸に頭を押しつけてくる成優に、『うちの子はなんでこんなにかわいいのか』と、親ばかな思考が炸裂する。そのまま成優とくっついてたわいのない話をしているうちに、成優だけでなく俺の瞼も重くなる。

　シャワーを浴びていないが……明日の朝でもいいか。

　少々だらしないと自覚しつつも、俺は幸せな気持ちで眠りに落ちた。










花嫁のベール




　七月二十四日、日曜日。至さんと成優に『どうしても聞きたい心理学の講演があって』と言って家を出てきた私は、緊張しながら電車に乗り、ある場所へ向かっていた。

《お久しぶりね、芽衣さん。……至の母です》

　今月に入ってから突然かかってきた、至さんのお母様からの電話。番号は過去に伝えたことがあるとはいえ、こちらからはお母様の番号を登録していなかったので、知らない番号からの着信を不思議に思いつつも深く考えず電話に出た。

《至に内緒で、会えないかしら？　どうしても、あなたとふたりで話がしたいの》

　電話口でそう言われた瞬間、お母様に心ない言葉をぶつけられた過去の記憶が蘇る。

　あの時と同じように、私と至さんを別れさせようとしているのだろうか。

　当時はお母様が精神的に不調だったため、本人というより病がひどいことを言わせているのだと思い込み、なんとか自分の心を守った。

　でも、もしそうじゃなかったとしたら？　私を気に入らないのはお母様の本音で、面と向かって直接『至と別れて』と言われてしまったら……。

　想像すると胸が締めつけられるが、それでも今はあの頃のようにお母様の言い分を鵜呑みにはできない。私には至さんが必要だ。もちろん成優にも。

　あきらめちゃダメ。なんとかわかってもらうの。真剣に話し合えば、きっと道が見つかるはず――。

　その時は了承の返事だけして、数日後に再び連絡を取り、改めて会う日時や場所を決めた。お母様に会うのと同じ日に、偶然至さんから誕生祝いの提案をされた時は複雑な気持ちではあったけれど、了承した。お母様となんとかわかり合って、晴れやかな気持ちで誕生祝いがしたいと思ったのだ。

　お母様とのわだかまりはゆっくり溶かしていけばいいと思う反面、いつも心に引っかかっていたのも事実。この状態ではふたり目を望む至さんの気持ちにも応じづらく悩んでいたところだったので、ちょうどよかったのかもしれない。

　電車を降り、真夏の日差しを日傘で遮りながら、教えられた住所を頼りに住宅街の中を歩く。大きな家ばかり並んでいるので、裕福な家庭が多そうだ。

　至さんの実家は、確かこの角を曲がってすぐ――。

　スマホで表示させていたマップから顔を上げると、周囲の家よりひときわ大きな邸宅が現れる。門の脇のインターホンを押し、《どうぞ》というお母様の声の直後、私の背より高い重厚な門扉が自動で開いた。

　ゆっくり深呼吸をしてから、敷地に足を踏み入れる。そして建物まで歩く途中、パッと明るい黄色が目に入り、私は思わず足を止めた。

「ひまわり……」

　庭の一角につくられたレンガの花壇に、二十五センチほどの、背丈の低いひまわりが咲き乱れている。至さんの誕生花だからと、お母様が大切にしているひまわり……。きっと、毎年欠かさず植えているんだろう。太陽の光を受け、まるで発光しているみたいに綺麗だ。

　と、その時、三メートルほど先にある玄関のドアが開き、上品な濃紺の和柄ワンピースに身を包んだ婦人が出てきた。髪型はすっきりとしたショートヘア。やせ形ですらりと背が高く、顔のパーツも至さんに似てシャープだ。

「こんにちは。よく来てくれたわね」

「お母様」

　私は足を速め、彼女の前で「はじめまして」と丁寧に頭を下げる。

　顔を上げると、お母様は柔和に微笑んでいた。

「想像していた通りの、素敵なお嬢さんだわ。……どうして、あの時直接会って、確かめなかったのかしらね」

「えっ……？」

　予想外の反応に呆気に取られているうちに、お母様は「中へどうぞ」と私を建物内へ促す。

　リビングに通され、手土産のクッキーを渡すと、お母様は「紅茶がいいわね」と言って、いそいそとキッチンへ移動した。

　私は背筋を伸ばしてソファに座りながら、室内をなんとなく見回す。家具はやわらかな風合いの木製が多く、それに合わせたカバーやクロスはどれも手作りに見える。もしかしたら、今お母様が身に着けているワンピースもそうなのかもしれない。お母様は裁縫が趣味だったと至さんが話していたし……。

「お待たせしてごめんなさい。熱いから気を付けて」

「ありがとうございます」

　湯気の立つ紅茶のカップと皿の上に美しく盛りつけた手土産のクッキーを、お母様が目の前のローテーブルに置く。

　お茶の準備が整うと、お母様は右斜め前のひとり掛けソファに一度腰を下ろし、けれど思い直したように床のラグに膝をつくと、突然手をついて私に頭を下げた。

「お、お母様……!?」

「どうか、謝らせてちょうだい。私は以前、あなたにとてもひどいことをした。謝っても許してもらえることじゃないかもしれないけれど……本当に、ごめんなさい」

　まさか、お母様の方からあの時のことを謝罪されるなんて……。

　どちらかというと傷つく覚悟で来ていたのに、予想もしなかった展開が訪れて驚きを隠せない。

　でも、お母様の気持ちに嘘や偽りがないことは、深々と頭を下げたまま動かない姿から伝わってくる。許さないなんて選択肢は、私の中に少しもなかった。

「お母様、頭を上げてください」

　私は自分もソファから降りて彼女のそばに膝をつく。そして、ゆっくり顔を上げたお母様の背中にそっと手をあて、微笑みかける。

「あの時は、お母様自身がとても苦しい状態だったのでしょう？　至さんの存在が、なによりの支えだった。彼を失いたくなかった気持ち、わかります」

「芽衣さん……」

「今、私も同じ気持ちです。至さんを失ったらと思うと、胸が引き裂かれるように痛むんです。だから、今日はたとえお母様に反対されても、引き下がるつもりはありませんでした。……それほど、彼を愛しています」

　今日、一番伝えたかったのはこのことだ。

　至さんはもう、私の一部。彼を失うのは、体の一部をもがれるのと同じだ。

「……ありがとう。至は幸せね」

　お母様は瞳になみなみと涙を浮かべ、くしゃりと笑った。それにつられるようにして、私の目頭も熱くなる。

「今日芽衣さんを呼んだのはね、もちろん至と別れさせるためじゃなく、あなたに渡したいものがあったからなの。ちょっと待っていて」

　気を取り直すように洟を啜ったお母様は、突然立ち上がってリビングを出ていく。

　渡したいもの？

　首を傾げつつもソファに座り直し、お母様の出ていったドアをぼんやり見つめる。

　すぐに戻ってきた彼女は、その両手に白くてやわらかそうな布を抱えていた。

「本当は、もっと早くあなたに謝るつもりだった。でも、自分のしたことを思うと口先だけの謝罪なんかじゃ足りないって思ってね……。罪滅ぼしのつもりで、これを作ることにしたの。昔ほど指先が器用じゃないし、視力も悪くなってきたから時間がかかってしまったけれど」

　お母様は話しながら、なぜか私の背後に回る。直後に、彼女の持っていた布が頭からふわりとかけられた。肩にかかった布をよく見ると、やわらかなチュール生地のふちが花柄のレースになっていて、繊細なビーズの刺繍があしらわれている。

　もしかして、これって……。

「よく似合うわ。ちょっと待ってね、鏡を持ってくるから」

　呆然としている間に、お母様が大きめのテーブルミラーを持ってきて、私の前に置く。そこでようやくお母様が作ったものの正体がわかり、喉の奥がぐっと熱くなった。

「お母様、こんなに素敵なマリアベールを私のために……？」

　鏡の中でお母様と目を合わせ、震える声で問いかける。

　祝福されない結婚だと思っていた。私はお母様にとって、憎らしい嫁なのではないかと。

　――でも、それは私の勝手な思い込みだったのだ。

「ええ。私ね、心が元気になって、ようやく思い出したの。いつか至が結婚する時が来たら、お嫁さんにベールを作ってプレゼントしたいって思っていたことを。ぜひ、受け取ってくれる？」

「もちろんです。ありがとうございます……っ」

　勢いよく頭を下げるのと同時に、ぽろっと涙がこぼれる。

　世界にひとつだけの、手作りのマリアベール。それを大好きな人のお母様から贈ってもらえるなんて、私は幸せ者だ……。

「実は私、結婚式はしないつもりだったんです。至さんはしようと言ってくれていたんですけど……小さい娘もいるし、お母様が出席してくださるかどうかもわからなかったので、籍を入れるだけでいいって。でも今は、このベールに合うドレスを着て至さんの隣に立ちたい、花嫁になりたいって、強く思います。その時は、お母様も参列してくださいますか？」

「もちろん。喜んで」

　お母様は笑顔で頷き、テーブルの上にあったティッシュボックスから数枚ティッシュを引き抜くと、涙に濡れた私の頬を優しく押さえてくれた。

　ベールを綺麗に畳んで紙袋に入れてもらった直後、キッチンの方で、お母様のスマホが鳴った。

「ちょっとごめんなさいね」

　キッチンに移動したお母様はスマホを手に取り、「あら？　至だわ」と呟く。不思議そうにスマホを耳に当て、私と目を合わせながら「もしもし」と応対する。

「ええ、今家よ。これからの予定？　とくにないけど……」

　至さんは今日のお母様の予定を聞いているらしい。もしかしたら、誕生祝いに招待するつもりなのかもしれない。私ももっと話がしたいし、大歓迎だ。

「あらあら、そうだったの。それなら、私が芽衣さんをそっちに連れていくわ。驚くと思うけど、今彼女と一緒にお茶しているのよ」

　お母様はとっておきの秘密を暴露するように、楽しげに話す。

　確かに、至さんはびっくりするだろう。講演に行くだなんて嘘をついて家を出た私がお母様と一緒にいて、なおかつすっかり打ち解けているんだもの。

「ええ、わかった。じゃ、支度をしたらそのお店に向かうわね」

　電話を終えたお母様は、急いだ様子でこちらに戻ってきて言う。

「至がレストランを予約してくれているそうよ。お店の場所を送ってもらったから、紅茶を飲んだら行きましょう」

　せわしなく紅茶を飲んで、私も手伝って後片付けを済ませる。お母様はそれから少しフォーマルな洋服に着替え、一緒に家を出た。ここに来るまで緊張していたのが嘘みたいに、心が軽い。

「それにしても、芽衣さんも七月生まれだったのね。素敵な偶然だわ。また、ひまわりを見にうちに来てね」

「はい。その時は娘の成優も一緒に連れてきます」

「三歳って言ったかしら。かわいい盛りね。今度洋服を作ってあげるわ」

「うれしい！　成優も喜びます」

　たわいのない話をしながら広い道に出て、タクシーを拾うとレストランに向かった。




「まぁ素敵。一軒家のレストランなのね」

　タクシーが止まったのは、瀟洒な洋館の前。ロマンチックなたたずまいを見上げて感嘆の息を漏らすお母様の横で、私は入り口脇に置かれた立札を読んで眉根を寄せる。

「本日貸し切り……？」

「いいのよ、入りましょう」

　躊躇する私に構わず、お母様はずんずん玄関ポーチに進んでいく。

　もしかして、誕生祝いだから張り切って、至さんが貸し切りにしてくれたのかな。

　いったいいくらかかったんだろう……なんて、余計な心配をしながらお母様の後についていく。

　お母様がドアを開けて間もなく、廊下から何人かの足音が近づいてくる。店のスタッフかと思い待っていると、姿を現したのは私のよく知る夫婦だった。

「はじめまして、至さんのお母様。それにお姉ちゃん、今日はおめでとう」

「叶未？　それに、大和さんも」

　私と至さんの誕生日のために、わざわざ駆けつけてくれたの？

　ネイビーの上品なドレス姿の叶未、それにフォーマルなブラックスーツに身を包んだ大和さんを交互に見て、私は目を丸くする。

「本日はおめでとうございます。至さんのお母様、ご家族はどうぞこちらの席へ」

　大和さんはいつもの王子然とした振る舞いで、お母様を案内する。

　歩きだす前にこちらを振り返ったお母様は、茶目っけのある笑みを浮かべて言った。

「じゃあね、芽衣さん。また後で。こんなに早くベールの出番が来るなんて、私うれしいわ」

「え……」

　ベールの出番って？

　思わず、右手に提げているベールの入った紙袋に視線を落とすが、なにがなんだかわからない。ぽかんと立ち尽くしていると、叶未がふと腕時計に目を走らせる。

「さ、お姉ちゃんもそろそろ支度しなきゃ。至さんと成優はもう準備できてるから」

「準備って……？」

「花嫁の支度に決まってるでしょ」

　……ええっ!?

　驚愕して声も出ない私に構わず、叶未は店の奥に足を進めていく。慌ててついていった小さな部屋には、大きな鏡にドレス、プロのメイクさんがふたりも用意され、完全に花嫁の支度部屋となっていた。

「じゃ、さっそくお願いします」

「かしこまりました」

　私が口を挟む隙もなく、叶未とメイクさんとでてきぱきと話を進め、私は鏡の前に座らされた。希望の髪型を聞かれ、こんな状況ですぐに思いつくわけがないだろうと言いたかったが、ひとつだけ伝えるべきことを思い出す。

「叶未、紙袋からベールを出してくれる？」

「あっ、さっき至さんのお母様が言っていたやつ？」

　叶未が取り出したベールを広げ、ヘアメイクの女性に手渡す。

「このベールに合う髪型で、お願いします」

「かしこまりました。ベールの柄が目立つように、シンプルなアップスタイルにしましょう」

　さすがはプロ。私のざっくりしたリクエストから瞬時に見栄えをイメージして、スタイルを決めていく。メイクも、ふたりがかりとはいえ自分でやるのとは比べ物にならないくらい綺麗で速い。ヘアメイクが済んだら、とうとう着替えだ。

　至さんが選んだのだというウエディングドレスは、曲線のシルエットが美しいマーメイドラインのエレガントなドレス。私があまり派手なものを好まないと知っているからこそのチョイスに、彼の愛を感じてうれしくなった。

　支度が整ったところで、部屋がノックされる。姿見の前に立ったまま「どうぞ」と返事をすると、勢いよく扉が開いて、成優が駆け寄ってきた。パステルピンクのチュールドレスを纏い、髪に花のカチューシャを着けた姿はまるで妖精のよう。

「ママ！　すごい～！　きれい～！」

　さすがは女の子。私の全身をあちこちチェックして、目をキラキラさせる。

　成優の後から遅れて入ってきたのは、私の母だった。叶未の話によると、父と一緒に福島から駆けつけてくれたらしい。母は私の花嫁姿を見るなりうるうると涙目になって、ハンカチを目元にあてる。

「さっき、郡司さんのお母様と話したわ。認めてもらえてよかったわね、芽衣。そのベール、とっても素敵よ」

「お母さん……」

　実家で相談した時は、自分たち夫婦の駆け落ち話を語り、どっしりと構えているように見えた。でもそれは私の気持ちを少しでも軽くするためで、本当は心配でたまらなかったんだ。母の目に光る涙を見て、私はようやく気が付いた。

「やっぱり、俺の目に狂いはなかったな。そのドレス、きみによく似合ってる」

　そう言って、最後に入ってきたのは、ネイビーブルーのフロックコートを身にまとった至さんだった。シャープなシルエットは背の高い彼によく似合い、言葉を忘れて見とれてしまう。濡れ髪のように艶を出した髪はオールバックにまとめられ、彼の秀麗な顔立ちがこれでもかというくらい引き立っている。

「しかし、俺にも内緒で母と会っていたとは驚いた」

　至さんが苦笑しながら言い、私はハッと我に返った。

「ごめんなさい、相談もせず、嘘までついて出かけて……」

「気にするな。きみの嘘は、いつも誰かを思いやるが故のことだ。俺は今日、母をここへ無理やり連れてきて、強引に芽衣と成優を紹介するつもりだった。でも、結果的にそうしなかったから、母は来てくれたんだと思う。芽衣だったから、母の心を溶かすことができたんだ」

　至さんは私を買いかぶりすぎだと思う。それでも、彼にそう思ってもらえることがうれしくて、目の奥が熱くなる。

「そろそろ行こう、芽衣。みんなが待ってる」

「みんな……？」

　ゲストは、私の両親と妹夫婦、それに至さんのお母様だけじゃないの？

「三船さんや蘭さん、それに学園長をはじめとする幾望学園の先生方が数人。芽衣のお母さんが声をかけてくれた、きみの地元の友人も来ている」

「いつの間に根回ししていたんですか？」

「弁護士は裏でコソコソ動くのが得意でね。きみは結婚式を挙げることを遠慮していたが、家族や親しい仲間だけを呼んだレストランウエディングなら気軽かと思って、計画してみたんだ」

　不敵に笑った彼に、なにもかもしてやられたと思い苦笑する。彼は成優を抱っこして私の手を取り、三人で支度部屋を後にした。

　レストランのメインフロアは外から差し込む自然光で明るく、各テーブルには白やピンク、淡いオレンジの生花の装飾が華やかに施されていた。至さんから聞いていた通り家族以外のゲストも多く、東京へ来てからすっかり疎遠になっていた友人たちまでいたので、つい興奮して手を振った。

　新郎新婦席の中央には成優の椅子もあり、司会者の合図で、家族三人揃ってみんなにお辞儀をした。

　集まったゲストたちに感謝の意を述べた後、結婚の宣誓をする。指輪交換の時には甥の瑛太くんがリングボーイとして登場し、叶未と大和さんが固唾を呑んで見守る中、緊張の面持ちで私たちに指輪を渡してくれた。

「知らない間に結婚指輪まで……本当に用意周到ですね」

「二度ときみに逃げられないようにするためだ」

　グローブを外して至さんに手を取られた瞬間、ゲストに聞こえないようにこっそりそんな言葉を交わした。独占欲の滲んだ彼の発言にクスッと微笑み、お互いの左手薬指に指輪を通した。

　拍手とカメラのシャッター音を浴びていると、司会者が「では、誓いのキスを」と式を進行する。思わずドキッとしていたら、至さんが私に問う。

「芽衣、サンドイッチ・キスは知っているか？」

「いいえ」

「俺たちで成優を挟んで、それぞれ両側のほっぺにキスするんだ。それなら芽衣も恥ずかしくないだろう？」

「はい。いいですね、家族らしくて」

　成優にもやり方を説明してから、至さんが成優を抱っこし、ふたりでそのやわらかな頬に唇を寄せる。成優はくすぐったそうに肩を竦めつつも、「ふふっ」と笑ってうれしそう。

「これからもよろしくな、成優」

「大好きよ、成優」

　夫婦でそんな言葉をかけると、成優は照れた顔を隠すようにして、至さんにギュッと抱きついた。




　笑顔の絶えない式が終わり、成優を親族に任せてゲストたちを見送っていたら、会場から遅れて出てきた蘭さんが、背中を丸めて苦しそうにしていた。付き添う三船さんはオロオロしながら、彼女に声をかけている。

「蘭ちゃん、陣痛タクシー呼んだからね。あとちょっと頑張って」

「うん……ありがと。いたたたっ」

　私と至さんは目を見合わせ、思わず彼らに駆け寄った。私はそばにあった椅子に蘭さんを座らせ、至さんが三船さんに事情を聞く。

「三船さん、もしかして蘭さん……」

「陣痛がきてるみたいなんだ。どうしよう郡司～！　色々対策調べたはずなのに、今頭真っ白！　男ってマジで無力……」

　今にも泣きだしそうな三船さんに、至さんも困惑顔。パパとして先輩とはいえ、出産に至るまでの流れは知らないものね。でも、対策を色々調べていたなら、陣痛に効くアレは持っていないのだろうか。こんな時まで持ち歩いていないか……。

「三船さん、テニスボールはお持ちじゃないですよね？　陣痛を逃すのに使えるんですが」

　ダメ元で尋ねてみたら、三船さんがハッとする。

「あっ、も、持ってる！　忘れてた！」

　彼は慌てた様子で、脇に挟んでいたクラッチバッグを開ける。バッグの一部が明らかにテニスボールの形に膨らんでいて、こんな時でも持ち歩いていた妻想いの彼に感心する。

「三船さん、蘭さんの腰をボールで押してあげてください。結構強めにゴリゴリしちゃっていいです」

「こ、こうかな？」

　蘭さんのそばに屈んだ三船さんが、おそるおそる彼女の腰にボールをあてる。

「あ、もっと下かも。そう、そこ、うん……」

　苦痛に歪んでいた蘭さんの顔が、ほんの少し緩む。そうこうしているうちに陣痛タクシーがやってきて、ふたりはせわしなくレストランを後にした。

　知人の結婚式に参列した後で赤ちゃんを産むなんて、絶対に忘れられない記念になりそう。私と至さんも、これから結婚式を思い出すたびに三船夫妻の赤ちゃん誕生に思いを馳せるんだろうな。

　とびきりおめでたい縁に思わず笑みをこぼしつつ、すべてのゲストの送賓を終えたので、親族の待つ控室を目指す。その途中、至さんがぽつりと呟いた。

「芽衣は、あれにひとりで耐えて成優を産んだのか……」

　出産間近の蘭さんを目の当たりにして、色々とショックだったみたいだ。確かに、出産は大仕事。でも、成優もすでに三歳だし、私自身は陣痛の痛みなんてすっかり忘れている。

「ひとりといっても、プロの助産師さんがそばにいてくれましたから。テニスボールのことも、その時に教わったんです」

「でも、心細かっただろう？」

「それはそうですけど……でも、成優の命自体、至さんから授かったものですから、逆に心強くもありました。この子がいれば私は頑張れるぞって」

「芽衣……」

　至さんの目が、眩しいものを見るように細められる。彼は思わずといった感じで私の腰をぐっと引き寄せ、誰もいない廊下で私の唇を塞いだ。

「きみは、どれだけ俺の心を掴めば気が済む？」

　唇を離した後、額をこつんと合わせて至さんが言う。誓いのキスは成優を介してだったので、急に男性的な色香を纏った彼にどぎまぎして、心臓が暴れる。

「あの、成優を迎えに行かないと」

「わかってる。帰ったら覚えてろよ」

　最後にじろりと私を睨んだ至さんは、内にこもった熱を逃すようにため息をつき、私の腰から手を放す。廊下を先にすたすたと歩きだした背中には拗ねた雰囲気が漂っていて、彼の方が年上なのにちょっとかわいらしい。

「至さん」

　私は彼のもとまで早足で近づき、その手をギュッと握る。立ち止まった至さんを見上げ、かかとを上げて背伸びをすると、その耳元で囁いた。

「……そろそろ、ふたり目が欲しいです」

　至さんの耳が瞬時に赤く染まり、彼は繋いでいない方の手で気まずそうに口元を覆った。

「芽衣、人が必死で理性を総動員している時に、その努力が一瞬にして吹き飛ぶようなことを言わないでくれ」

「至さんは欲しくないですか？」

「欲しいに決まってる。……なぁ芽衣、俺で遊んでいるだろう。そんな奴は、こうだ」

　至さんは廊下の壁に私を押しつけ、強引にキスをする。

　私たち、いつまでじゃれ合っているつもりなんだろう。自分たちのバカップル加減に呆れつつも、親族の控室に到着するまでの間、何度もキスを交わしては、幸せすぎる結婚式の余韻に浸った。










愛あふれる家




「芽衣ちゃん、見て、十七年間の人生で初」

　夏が過ぎ、新学期が始まってひと月ほど経ったある日、崎本くんが朝一番にカウンセリング室にやってきた。得意げに掲げた巾着袋の中身は、どうやらお弁当のようだ。

「もしかして、お母さんが作ってくれたの？」

「いや～、朝起きたらあの母親が台所に立ってるからビビったのなんのって」

　ぶっきらぼうな口調で言いつつも、崎本くんはうれしそう。彼のお母さんからは夏前から何度かカウンセリングで話を聞いていて、母親として〝変わりたい〟という気持ちがあることはわかっていた。

　まずは、少しの時間でもいいから崎本くんと会話をしてくださいと助言し、その頻度が少しずつ増えているという報告を私としてもうれしく思っていたら、とうとうお弁当を作ってくれるまでになったらしい。

　崎本くんの表情も以前よりずっと明るく、今は国立大学の法学部を目指して、勉強に励んでいる。至さんとも時々連絡を取り合い、兄弟の絆を深めているみたいだ。

「ちなみに、中身はなぁに？」

「冷食のハンバーグと、ゆで卵、ソーセージ。あと昨日の晩メシの野菜炒めが入っていたかな。それでもかなり苦労してて、キッチンがめちゃめちゃに汚れてた」

　初めてのお弁当に感動した彼は、登校前で時間がない中でもキッチンの片付けを手伝ったんだそう。そんな彼の持ち前の優しさも、お母さんの心をきっと少しずつほどいている。

「じゃあ、大切に食べないとね」

「ああ。食う前に写真も撮っとく。じゃ、一時間目体育だから俺行くわ」

「うん、頑張ってね」

「芽衣ちゃんは無理すんなよ。ひとりの体じゃないんだから」

　崎本くんはそんな生意気を言い残し、カウンセリング室を出ていく。私は思わずお腹に手を当てて、「わかってるよね～」と話しかけた。

　実は現在、第二子となる赤ちゃんを妊娠中。結婚式の日に約束した通り、至さんからそれまで以上に愛される日が増えて、先月妊娠が発覚したばかり。

　現在は妊娠九週で、人によってはつわりのピークとなる時期だが、私はそれほど体調を崩すことなく、仕事を続けている。もう少しお腹が膨らんだら、成優にも赤ちゃんの存在を教えるつもりだ。

　その時、コンコン、とカウンセリング室のドアがノックされる。事前に進路についての相談の予約をしていた、三年の女子生徒だろう。

　カウンセリング室についての基本情報や利用方法について、ＰＴＡ会長が改めてアナウンスしてくれたおかげもあり、この部屋の利用者は日々増えている。

　悩める生徒の進路を私が代わりに決めてあげるわけにはいかないが、一緒に悩むことはできる。それが少しでも救いになると信じて、私は「どうぞ」と穏やかに返事をした。




「芽衣、体調は大丈夫か？」

　その日、夜七時頃帰宅した至さんは、キッチンに立つ私を見るなりそう言った。私の妊娠が発覚してからの彼は、毎日のように私の体を心配し、ちょっと過保護なくらいだ。

「変わりありません。至さんも、お仕事は順調でしたか？」

「ああ。……しかし、芽衣にとってはあまりうれしくないかもしれない報告がある」

「うれしくない報告？」

　しかも、〝かもしれない〟とはどういう意味だろう。

　料理の手を止めて彼を見ると、至さんはばつが悪そうに笑う。

「これからもうひとり子どもが増えるんだ。収入が多いに越したことはないと、俺もわかっているんだが」

　歯切れの悪い言い方だが、なんとなく彼の言いたいことに察しがついた。

「もしかして転職するんですか？　至さんのやりたいことがあるなら、収入がどうなろうと応援します。私はこれから産休に入るとはいえ、仕事は続けるつもりなんですから、そんなに心配しなくても――」

「違う。逆だ。転職は〝しない〟」

　転職しない？　私が目を瞬かせていると、今までリビングでジグソーパズルに集中していた成優が、「パパおかえり～」と彼の脚に抱きつく。

「ただいま。すごいな成優、あんなピースが多いパズルできるようになったのか」

「うん、ほいくえんでもね、せんせいにほめられる」

　至さんは得意げな成優の頭をよしよしと撫でると、そのまま成優を抱き上げて話し始める。

「実はな、外資系の大手事務所からヘッドハンティングされていたんだ。大手企業同士のＭ＆Ａ案件や国際取引を手掛けるような法律事務所で、もし受けたら、収入は今より格段に上がるだろう」

　弁護士の世界にヘッドハンティングがあるとは知らなかった。至さんの仕事ぶりが評価されている証拠と言えるが、本人はあまりうれしくなさそうだ。

「金を稼げるに越したことはないが、俺が弁護士になったのは、法律を知らずにいるせいで苦しい思いをしている弱者を救いたいからだ。金も権力もある企業同士の争いや腹の探り合いには、あまり興味がない」

　なるほど、至さんらしい。納得していると、彼はさらに続ける。

「それに、国外のクライアントや海外拠点のオフィスとの打ち合わせが入ったら、時差で深夜や朝方にミーティングをすることもあるし、とにかく今より家族と過ごす時間が減ってしまうんだ。……成優、今よりパパが帰ってくる時間が遅くなったら嫌だよな？」

「うん、やだ」

　素直な成優は即答し、至さんも優しく頷いた。

「事務所が扱う案件の内容が俺の求めるものと合わないのも理由のひとつではあるが、実は俺も、家族と過ごす時間が減ってしまうのが単純に嫌でな。芽衣はもしかしたら不満かもしれないが、ヘッドハンティングは蹴ったんだ。どうか許してほしい」

　至さんは申し訳なさそうに言うが、私が不満に思うわけがない。

　そもそも弁護士の収入の相場を知らないが、至さんは今の事務所ですでに私の倍以上稼いでいる。それにお金のことだけでなく、ご両親の離婚で多感な時期に寂しい思いをした彼は、きっと家族というものに人一倍思い入れがあると思うから――。

「いえ、むしろうれしいです。私も、成優と至さんと一緒にいられる時間が一番幸せだから」

「ありがとう。きみならそう言ってくれる気がしていた」

　夫婦で微笑み合っていると、成優が「ねえパパ？」と至さんに話しかける。成優はそのまま至さんの耳元でなにか囁き、至さんはクスッと笑った。

「芽衣。成優がやりたいことがあるって」

「やりたいこと？　なぁに？」

　私が聞き返すと、成優は少しもじもじして言った。

「けっこんしきの、ちかいのキス」

　一瞬、なんのことだろうと戸惑ったが、すぐに思い当たる。どうやらママとパパに挟まれて、サンドイッチになるのをご所望のようだ。

「ふふ、いいわよ」

「じゃあいくぞ、成優」

「うん！」

　ギュッと目を閉じてキスを待つ成優の頬に、私と至さんはチュッと口づける。

　成優はきゃははっと笑い、身を捩らせて喜んだ。お腹の子も、きっと楽しそうなお姉ちゃんの声を聞いて、わくわくしているだろう。

　愛あふれるこの家がますますにぎやかになる日は、もうすぐ。
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ある幸せな一日




　五月の大型連休後半、私たち家族はお寺の墓地を訪れていた。

　新緑を揺らす風にのって、線香の煙がゆっくり空にのぼっていく。墓前で合掌する私と至さんにならって、来月七歳になる成優も神妙に目を閉じて手を合わせた。

「いいにおい」

　あどけない声で呟いたのは、今日でちょうど二歳になった、長男の透とおるだ。どちらかというと父親の至さん似で、将来はイケメンになるのではと勝手に思っているが、今はぷくぷく体型。よちよち歩きを卒業したばかりのおぼつかない足取りでお墓に近づき、鼻をクンクンさせている。

　二年前、出産に立ち会った至さんがお父様の病院に連絡すると、しみじみ『おめでとう』と言ってくれたそう。しかし、まるでその報告があったら旅立とうと決めていたかのように、お父様は同じ日に最期を迎えた。

　息子の誕生とお父様との別れをいっぺんに経験した至さんは複雑な心境だったと思うが、『絶対忘れられない日になった』と気丈に振る舞い、葬儀では自ら進んで喪主を務めた。

　そして、自分が抱いていた憎しみを子どもたちにまで伝えることはないと、節目ごとに私や子どもたちを連れて、お父様の供養をしている。

　法要にはお母様も参加するが、それ以外のお墓参りはいつも別々。お母様は元妻として、お父様とふたりでゆっくり話をしたいのだそうだ。

「春にみんなでお花見したろ？　お祖じ父いちゃんも桜が好きだったから、桜の香りのお線香にしたんだ」

　至さんが透を抱き上げ、説明する。至さん自身はお父様の好みについてまったく知らなかったそうだが、お母様が教えてくれた。仕事が忙しくプライベートで外出することのほとんどなかったお父様が、桜の時期だけは花見に誘ってくれたと、懐かしそうに。

「パパ、おべんと、たべたい」

「えっ？」

　突然、透が脈絡のないことを言いだし、至さんがぽかんとする。

「おべんと！　おべんと！」

　透はそのままぐずり出し、至さんの腕の中で暴れる。成優と違って本能の赴くままに動くタイプなので、乳幼児の子育てに不慣れな至さんは毎日必死で相手をしている。

「急にどうしたんだ？　お弁当を持ってきてないことはわかってるだろう」

「うーん、お花見の話をしたからじゃない？」

　冷静に指摘したのは、身長もぐんと伸びておませ度の増している成優だ。小学校に入学してまだひと月だが、新しい環境にもなんなく適応して順調な学校生活を送っている。

　家では弟の言動をよく観察し、分析するのが得意な頼れるお姉ちゃん。その的確な意見には、母親の私も共感することが多い。

「多分そうね。子どもにとって、感情とリンクしてる思い出は深く記憶されやすいの。お花見の話で楽しかった気持ちを一緒に思い出して、またみんなでお弁当が食べたいって思ったんじゃないかしら」

「……そうなの、たべたいの」

　私の話を全部は理解できないだろうけれど、気持ちをわかってもらえたというのは感じたらしい透。先ほどよりは幾分落ち着いて、至さんに訴える。

「そうか……。じゃ、どこかで弁当を買って、公園で食べるか？」

「うん！」

　機嫌を直した透に、至さんがようやくホッとした表情になる。

　午前中は至さんのお父様を偲び、お昼は家族みんなでピクニック、夜は透の二歳の誕生日を祝うパーティー。その後で私から至さんに大事な報告もあるし、なんて盛りだくさんな一日だろうと思う。

　けれど、改めて至さんとの出会いに感謝し、繋がっていく命に思いを馳せる、大切な一日。

　いつも以上に至さんや子どもたちのどんな表情も胸に焼きつけようと決め、墓地を後にした。




　お寺を出た後、至さんの運転する車でお弁当を販売するキッチンカーが出店している広い公園に移動した。全員分のお弁当を買って公園内を歩いていると、藤棚の下にテーブルを見つけたので、そこでランチにすることにした。すでに花は散りかけているが、地面に落ちた花びらが薄紫の絨毯のようで綺麗だ。

　四角いテーブルを挟んで、私と透、至さんと成優という組み合わせで向かい合い、それぞれにお弁当を配る。

　成優はデミ玉ハンバーグ弁当、至さんはステーキ弁当、私はガパオ弁当。透は文字が読めないので私が口頭でメニューを読み上げ、本人の希望でお子様カレー弁当を選んだのだけれど……。

「ちがう、これいらない」

　弁当のふたを取るなり、透がしょぼんと下を向く。まだ湯気の立つカレーは甘口ながらもいい香りがして、とても食欲をそそられる見た目なのに。

「きっと美味しいわよ。ひと口食べてごらん？」

「いらない」

「透、ワガママが過ぎるんじゃないか？　お弁当を買って外で食べたいと言ったのは透だぞ」

　至さんが少し強い口調で叱ると、うつむいたままの透の目に、じわっと涙が浮かんでくる。至さんはちょっぴり良心が痛んだような顔をしつつも、あえてフォローはしない。

　確かに今回は透が悪いかなと思うけれど、ここまで頑として食べない理由はなんだろう。カレーは本当に美味しそうだし……。

「透、これあげる」

　その時、成優がそう言って、自分のハンバーグに乗っていた目玉焼きを透の弁当箱に移した。微かに顔を上げた透は、目玉焼きを見つめて瞳を輝かせる。

「たまご……ねえちゃ、いいの？」

　透の顔には〝食べたい〟と書いてあるが、二歳児なりに遠慮があるらしい。上目遣いで成優を見つめ、そう尋ねた。

「うん、いいよ。透は、家で食べるカレーと同じがよかったんだもんね」

　透は勢いよく首を縦に振り、意気揚々とスプーンを握ると、目玉焼きの真ん中に刺した。とろんと溶け出した半熟の黄身を口に運んだ透は、即座にニコニコ顔になる。

　なるほど、そういうことだったのね。

　家でカレーを作る時、歯ごたえのあるものがまだ苦手な透はあまり肉を食べない。しかしそれだと栄養が偏ってしまうので、たんぱく質を取らせるためにいつもゆで卵か目玉焼きをのせて出している。透にとってはそれこそが〝カレー〟だったのだ。キッチンカーのメニューには写真がなかったから、透は弁当のふたを開けてみてがっかりしたのだろう。

「でも、保育園の給食では卵なしでも食べてるわよね？」

「うん、がまんちてる」

　口の周りを黄身とカレーだらけにしながらも、得意げに宣言した息子に脱力する。

　まあ確かに、集団生活ではできることが家でできないというのは、子どもにわりとよくあることだ。保育園で頑張っているぶん、家では甘えが出てワガママにもなるのだろう。

「それにしても、よくわかったな、成優」

　至さんが感心して、成優の頭を優しく撫でる。

「わかるよー、弟のことだもん」

「俺、パパなのにわからなかったよ……思わず叱っちゃったし」

　ガクッと肩を落とした至さんの背中を、成優がポンポンと叩いて励ます。親と子が逆転したような光景がおかしくて、私は成優と目を合わせてクスクスと笑った。




　帰宅してすぐ、今度はパーティーの準備に取りかかる。私は料理担当。至さんと子どもたちは、部屋の飾りつけ担当だ。

　私は大きな皿の上にフライパンをひっくり返して乗せ、そうっとフライパンをはずす。透の大好きな卵と細かく刻んだ野菜がたっぷり入ったスペイン風オムレツは綺麗なドーム型に仕上がっていて、思わず「いいじゃない」と自画自賛した。

「さて、次はパスタを……」

　そう呟いて、背後のキッチンストッカーの方へくるりと方向転換したその時、私は不意にめまいを感じてよろけた。

　もしかして貧血かな……。

　ジッとして治まるのを待つが、一向によくなる気配がない。そのうちむしろ悪化してきて、私はその場にしゃがみ込んだ。脈拍が早くなり、冷や汗まで出てくる。

　ああ、今日はちょっと重いみたい。貧血もバカにできないのよね……。

「至、さん……」

　這うようにキッチンから出て、子どもたちと一緒に窓辺の飾りつけをする彼を呼ぶ。

　振り向いた彼はただごとじゃない様子を察し、駆け寄ってくる。後に続いて、子どもたちも一緒に近づいてきた。

「芽衣、どうした、気分が悪いのか？」

「ママ……？」

　至さんと成優の心配そうな声にすぐには応えられず、もどかしい。なんとか口を開こうとしていると、薄く開いた瞼の隙間から、透の小さな足が見えた。

「ママ、メッ。ここでねんねちない」

　もう、透ったら……。

　状況を理解していない呑気な言葉にふっと口元が緩み、いくらか症状が和らぐ。

　私はようやく至さんを見上げ、力なく頼んだ。

「至さん、ベッドまで連れていってもらえますか？」

「それは構わないが、つらいなら病院に行った方が」

「大丈夫です。原因に心あたりがあるので……」

「心あたり？」

　至さんは心配そうな表情のまま、注意深く私をお姫様抱っこし、寝室まで運ぶ。子どもたちも自然とついてきて、ベッドに横たわる私を囲んだ。

　横になるとめまいはだいぶ落ち着いたので、すぐそばで床に膝をついて私を見つめる至さんに、微笑みかけた。

「今夜、子どもたちが寝た後で話そうと思っていたんです。体のこと」

「体って……まさか、どこか悪いのか？」

　ゆっくり首を左右に振り、私は彼に「手を貸してください」と言った。戸惑いながらも差し出された彼の手を取り、私はゆっくり自分のお腹の上に置いた。

「我が家に、三人目の宝物が来てくれました」

「えっ？」

「私、妊娠しています。それで少し、貧血気味なんです」

　至さんは瞠目し、無言で固まる。そして少し間をおいてから、安心したように息をついた。

「そうだったのか……。てっきり悪い病気かと」

「伝えるのが遅くなってごめんなさい。先週心拍の確認ができたのですぐ報告しようと思っていたんですけど、休日の昼間は家族でバタバタすることが多いし、夜はお互い、透を寝かしつけるのと一緒に寝てしまう日が多かったでしょう？」

「確かにそうだな。それにしても……そうか、三人目か」

　至さんが優しく目を細め、お腹を撫でる。すると今まで黙っていた成優がぴょんとベッドの端に乗って、目をキラキラさせながら尋ねてきた。

「ママ、お腹に赤ちゃんいるの？」

「ええ。成優に、また弟か妹ができるわ」

「次は妹がいい！」

「ふふ、どうなるかしらね」

　すっかり盛り上がるお姉ちゃんとは対照的に、透はきょとんとしている。それから成優と同じようにベッドに上ると、私のお腹にぴたりと耳をあてた。

「……あ、ホントだ。いる」

「えっ？」

「ぼくはおとーとだって、いってる」

　赤ちゃんはまだ五センチにも満たないほんの小さな体。声を発するわけはないのだが、大まじめな顔で断言する透を誰も茶化さなかった。胎内記憶がある子のように、透だけに感じられるなにかがあるのかもしれない。

「そっかぁ。早く会いたいな」

　ベッドに肘をついてうつぶせになった成優が、足をパタパタ動かしながら呟く。

「大丈夫か透。お兄ちゃんになれそうか？」

　至さんが尋ねると、透はちょっとだけ凛々しい顔つきになって小さな口を開く。

「うん。つぎから、たまごないカレーでいい」

　ちょっぴりずれた回答だけれど、本人はいたって真剣。そのギャップがかわいいやらおもしろいやらで、透以外の三人でついつい笑ってしまった。




　少し休んだら私の体調も回復し、またひとつお兄さんになった透の誕生日を祝った。

　透はおもちゃよりお絵描きや粘土でなにかを作るのが好きなので、プレゼントは四十八色のクレヨン。

　食事が済んだ後はリビングに移動し、成優も一緒になってお絵描きに熱中している。

　時々使いたい色がかぶると揉めていて、基本的に我慢する成優が今日は「目玉焼きあげたじゃん！」とむくれている。姉弟らしくてなによりだ。

「あそこにもうひとり増えるんだよな……。透の時も思ったが、命を授かるってことに、ものすごく神秘を感じるよ」

　対面キッチンで食器洗いをしている至さんが、リビングの光景を眺めて感慨に浸っている。ダイニングで寛がせてもらっている私も、子どもたちを見ながら頷いた。

「そうですね。なにかタイミングがずれていたら成優にも透にも出会えてなかったって思うと、妊娠って本当に不思議で尊い奇跡だなって思います」

「そこに至るまでの過程は、極めて原始的なんだけどな。……なぁ芽衣、今回の子はやっぱり、花見の夜の？」

　流しの水を止めた至さんに改めて尋ねられ、私はつい頬を熱くして頷いた。彼の言う通り、お腹の子は墓参りの時にも話題に上った、花見の日に授かった子なのである。




　その日の昼間、公園にレジャーシートを敷いてお弁当を食べながら家族で花見を楽しんだ後、花屋に寄って桜の枝を買い、花瓶に生けた。そして夜は、花見の第二部。子どもたちを寝かせた後でリビングのローテーブルに置いた桜を眺め、夫婦でちびちびと日本酒を楽しんでいた。

『花瓶の桜も、風流ですね』

『ああ。隣に芽衣がいるからなおさらな』

　ほろ酔いの至さんはいつも以上に甘い言葉を吐き、ソファに寄り添って座る私にチュッとキスをする。

『もう……』

　私は呆れたフリをしつつ、胸の高鳴りを抑えるのに必死だった。ふたりも子どもがいるとどうしても彼とゆっくり過ごせる時間は少なく、恋人のような甘い戯れが久しぶりだったのだ。

『芽衣からもして』

『えっ……？』

『嫌なのか？』

　わかっているくせにわざと聞いてくるんだから意地が悪い。私も酔っているので、今度はこっちから困らせてやろうと彼の膝の上に跨り、首に腕を回しながらゆっくり口づけをした。

　うっすら開けた目に、長い睫毛を伏せた至さんの綺麗な顔が映る。出会ってから何年も経っているのに、未だにカッコいいなと見とれるし、ドキドキもする。

　ゆっくり唇を離すと、至さんの目が一気に凶暴性を増していることに、至近距離で気が付く。思わず引こうとした腰は、彼の手にがっちり掴まれていた。

『逃げるなよ今さら。したいだろ？　芽衣も』

　あまりに直接的な質問なので、答えられずに目を逸らす。

　至さんの手が体のラインをなぞりながら上がってきて、パジャマのボタンにかかる。彼の器用な手にかかれば、あっという間にボタンは全開。露わになった胸を両手で包み込まれたと思った瞬間、彼が予告なくその頂を口に含んだ。

『あっ……』

　温かい舌が絡みつくようにそこを刺激し、思わず背中がのけぞる。微弱な電流が腰の方へと絶え間なく流れていくような感覚がして、それだけでもたまらないのに、至さんはもう一方も指で挟んでこね回す。

『ここはこんなにしたいって言ってるのに、認めないのか？』

『や……っ』

　どうやら彼のＳスイッチが入ってしまったようだ。涙目で浅い呼吸を繰り返す私を、満足げな微笑みで見つめては、また胸に吸いつく。もどかしいお腹の奥をなんとかしたくて、腰が勝手に揺れてしまう。

　クスッと笑った彼がショーツを下ろすと、蜜がとろりと糸を引く。恥ずかしくて、顔を見られないように彼の首にしがみついた。

　うっすら赤く染まった彼の耳のそばから、いつものライムの香りに獰猛な雄の匂いが加わった香りがして、体が疼く。と、同時に、至さんの長い指が私の中に侵入してきた。

『……いつもより熱いな。中』

『ん、あぁっ』

　音を立ててかき回され、彼の首にしがみついたまま喘ぐ。私の反応をしばらく楽しんだ至さんは一度指を引き抜き、体をそっと離す。それから優しい眼差しをして、私の乱れた髪を撫でて整えてくれた。

　その優しい仕草に油断した瞬間、彼はテーブルに手を伸ばし、猪口に残った日本酒をくいっと呷る。そして私の顔を引き寄せ、口移しで強引にお酒を注ぎこんできた。

　こく、と喉を鳴らして飲み込むと、カッと体が熱を持った。今は触れられていないのに、脚の間がますます蕩ける感覚がして、彼と繋がりたいと、狂おしいほどに思う。

　そんな私の衝動を察したかのように、至さんが自身のスウェットとボクサーパンツを少し下にずらす。彼のものはすでに硬く張り詰めていて、至さんの表情にも余裕がなかった。

『自分で入れてみて、芽衣』

　とても恥ずかしいけれど、私も限界だった。ゆっくり腰を落として、至さんを受け入れる。ひとつになった瞬間どちらからともなく唇を合わせ、キスをしながら体を揺らした。

『あぁ……んっ』

　目の前がちかちかするほどの快楽に意識を持っていかれそうになりながら、愛する人と重なり合う幸福に酔う。

　成優がいて、透を産んで、毎日の大半の時間を母の顔で過ごすことが多いのに、至さんにはいつだって女の部分を引き出されてしまう。隠そうとしたって無駄だとあざ笑われているかのように、いつもいつも、なすがままに啼かされる。

『芽衣、愛してる……っ』

『至さん……私、もっ』

　最後の瞬間、汗ばんだ肌を合わせてギュッと抱き合い、恍惚に包まれる。そのままくたっと彼に身を預けていたら、突然チクッとした痛みが胸元に走った。

『至さん？』

『ほら……ここにも桜の花』

　ふと視線を落とすと、胸の谷間のそばに、花びらのようなキスマークがあった。そこを指でなぞりながら悪戯っぽく笑った彼に、胸がきゅんと音を立てる。

　あんな大人の顔を見せた後でそんな顔……ずるい。

　甘い余韻とときめきに浸りながら、私は彼を見つめる。

『今年のお花見は、なんだか贅沢でした』

『そうだな。俺が一番好きなのは、きみという花だけど』

　恥ずかしげもなく甘いセリフを吐く彼に照れ、ふいっと目を逸らす。すると、こっちを向けと言わんばかりに顎を掴まれ、唇を塞がれた。

　啄むようなキスを繰り返す最中、中に入れたままだった彼がなぜかまた成長し、そのまま二回戦に突入して――。




「……やっぱりか。あの日は盛り上がったからな」

　当時の乱れっぷりを、至さんも思い出したらしい。はにかみながらキッチンから出てきて、私の隣の椅子を引いて座る。

「でも、またしばらくおあずけですね」

「仕方ない。そのぶん、子どもたちのために体力を使えってことだろう」

　至さんは思いやりに満ちた顔つきでそう言うと、気合を入れるように「よし」と呟いて立ち上がる。そして子どもたちのもとへ歩み寄った彼は、成優と透、それぞれが描いた絵を手に取り、ニコニコと眺めては褒めちぎった。

　そのうち「パパも描いて」と子どもたちにリクエストされ、至さんがものすごく下手な棒人間を描き始める。

　……弁護士に、絵心は必要ないものね。そう思いつつも、またひとつ彼の愛おしい面を見つけて、うれしくなった。

「私も仲間に入れて」

　楽しそうな三人を見ているとなんだか寂しくなって、私もお絵描きの輪に加わる。

　家族の温もりと幸せな笑い声に満ちた夜が、ゆっくり更けていった。




ＦＩＮ










あとがき




　この本をお手に取ってくださりありがとうございます。

　今作のヒロイン、芽衣は、今まで書いたヒロインの中でもかなりお気に入り。彼女の職業を臨床心理士にしたのは、私自身、臨床心理士の先生に心が救われた経験があるからでした。

　我が家には自閉症スペクトラムと知的障害を併せ持つ小学生の娘がいるのですが、就学前に通っていた園に時々臨床心理士の先生が来ていて、相談に乗ってくれました。

　当時の娘は発語がほとんどなく、意思の疎通がかなり困難。言葉に興味を持ってもらおうと絵本を読んでもジッと聞いてくれませんでした。

　そのことについて相談したところ、男性の臨床心理士さんは言いました。

「お母さんも、意味のわからない外国語を延々と聞かされたら、嫌になって注意が他へ向きませんか？　娘さんの状態はそれと同じです。絵本の言葉でも、彼女にとっては難しい。ちょっと言葉が連続するだけで、意味がわからなくなってしまうんですよ」

　目から鱗！でした。そりゃあ集中できるわけないよな、と。

　それから、選ぶ絵本を赤ちゃん用のごく簡単なものに変えたら、確かに興味を持ってくれるのがわかりました。臨床心理士さんからはその他にもたくさんのアドバイスをいただき、娘との接し方が楽になったのを覚えています。

　そうした臨床心理士さんへのリスペクトから生まれたヒロインが芽衣で、スパダリながらも母親との関係に悩む至、そして塁などのキャラも次第に固まりました。全体的に優しい雰囲気に仕上がったこの作品で、皆様に少しでもホッと和んでいただければ幸いです。




　最後になりますが、編集をご担当くださった野島様、鈴木様をはじめ、書籍化に携わってくださった皆様に厚く御礼申し上げます。

　イラストをご担当くださった芦原モカ様、今すぐギュッと抱きしめたくなるかわいい成優と、幸せそうな郡司夫妻の姿をありがとうございました！

　読者の皆様、いつも温かい応援ありがとうございます。また新作をお届けできるように頑張って書き続けますので、よろしくお願いいたします。




宝ほう月づきなごみ
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冷徹弁護士、パパになる


～別れたはずが、極上愛で娶られました～
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